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板本『女郎花物語』における典拠 

―先行研究に見られる諸問題をきっかけとして― 

陳羿秀 

靜宜大學日本語文學系 助理教授 

 

【摘要】 

 刊印本《女郎花物語》是北村季吟所著的三卷三冊假名草子，由中

野小左衛門於 1661 年出版。在此之前，有一本名為《女郎花物語》的

手抄本，是一部作者不詳的兩卷著作。刊印本《女郎花物語》共集結 57

個女性傳記，其中 29 個女性傳記故事與手抄本相同。 

關於其先行研究，森山茂(1970)此前曾比較了手抄本《女郎花物語》

及刊印本《女郎花物語》的典故，並指出《列女傳》、《大和物語》、《枕草

子》是刊印本《女郎花物語》的獨特典故，此 3 種典故於手抄本《女郎花

物語》是不太多的。而北村季吟的著作中恰好有《假名列女傳》、《大和物

語抄》、《枕草子春曙抄》，由此可見這 3 本著作會成為刊印本《女郎花物

語》的典故絕非偶然。 

森山對刊印本《女郎花物語》的典故研究，除了上述著作外，其他也

有＜女郎花物語的各種問題：聚焦其典故＞等研究，經過仔細探究其先

行研究後，許多問題也隨之浮現。於是在本篇論文中，筆者將主要指出森

山論文中關於典故的問題點，並同時點出其與當代的女訓文學的關聯性。 

 

【關鍵詞】 

 刊印本《女郎花物語》、手抄本《女郎花物語》、《列女傳》、北村季

吟、典故 
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Allusions in the printed version of "Ominaeshi 

Monogatari " 

―Inspired by various issues identified in previous 

research― 

Chen, Yi-hsiu 

Assistant professor, Department of Japanese and Literature, Providence 

University 

 

【Abstract】 

 The printed version of " Ominaeshi Monogatari " is a three-volume 

Kanazoshi by Kitamura Kigin, published in 1661 by Nakano Kozaemon. Prior 

to this, there was a manuscript titled " Ominaeshi Monogatari ", a two-volume 

work of unknown authorship. A total of 57 female biographies were assembled 

in the printed version of " Ominaeshi Monogatari ", of which 29 female 

biographical stories are the same as those in the manuscript. 

Regarding the printed version of " Ominaeshi Monogatari "’s previous 

research, Moriyama Shigeru (1970) had previously compared the allusions 

between the handwritten version of " Ominaeshi Monogatari " and the printed 

version of " Ominaeshi Monogatari ", and pointed out that "The Story of " 

Biography of the Women, "Yamato Monogatari", and "Makuranosoushi" are 

the printed versions of " Ominaeshi Monogatari "’s unique allusions .Tthese 

three allusions do not exist that much in the manuscript " Ominaeshi 

Monogatari ". Among Kitamura Kigin's works such as "Kana Ratsujoden", 

"Yamato Monogatarisho", and "Makuranososhi Shunshosho". These there 

works must be a work that Kigin has deep feelings for. 

In addition to the above-mentioned previous research, Moriyama’s 

research on allusions to the printed version of “Ominaeshi Monogatarii” also 



  淡江外語論叢 2023 年 12 月 No.40 

DOI: 10.29716/TKSFLL.202312_(40).0001 

 3 

includes “Various Issues of Ominaeshi Monogatari : Focusing on Its 

Allusions”. After careful exploration of his previous research, many questions 

also emerged. In this thesis, I will mainly point out the problematic points 

about allusions in Moriyama's thesis,and also mention the Relationship with 

instructional texts for women of the same era.. 

 

 

【Keywords】 

 The printed version of " Ominaeshi Monogatari ", The manuscript " 

Ominaeshi Monogatari ", "Biography of the Women", Kitamura Kigin, 

Allusions    
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１．はじめに 

  板本『女郎花物語』は、万治 4 年（1661）に中野小左衛門によって

刊行された、3 巻 3 冊の北村季吟作1の仮名草子である。それ以前に写

本の『女郎花物語』があり、2 巻で作者不詳の歌物語であり、成立年間

はおよそ文禄・慶長頃とされる。全 55 の話があり、紫式部をはじめと

する、日本の古くからの賢女の話を和歌を引きながら紹介する。板本

『女郎花物語』は全 57 話の話のうち、29 話の話が写本と共通する。写

本は仏教的であるのに対し、板本は季吟によって儒教的な話に改編さ

れている2。 

 その典拠研究について、先に森山茂が「萬治四年板行女郎花物語の

跋文について」において、写本『女郎花物語』と板本『女郎花物語』の

典拠を比較して、次のように結論付けている。 

 

  概ね、写本系と板行本の両方に共通する説話の典拠となったと思

われる書物と重複するが、板行本にのみみられる説話の典拠とな

ったと思われる書物には、「漢列女伝」「大和物語」「枕草子」など

といったような、まったく板行本独自の典拠となったと思われる

ものがある。3 

                                                        
1 本書の作者については跋文に「藤原氏女」とするが、書簡から宮川真弥が

季吟作と確定した。（宮川真弥（2021）「北村季吟の花押更改」（『雅俗』

20 号、雅俗の会、p14））。 

2 「女郎花物語（渡辺守邦執筆）」（日本古典文学大辞典編集委員会(1983)『日

本古典文学大辞典』第 1 巻、岩波書店、p517）を参照。 

3 森山茂（1970）「萬治四年板行女郎花物語の跋文について」（『宇部短期大学学
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とあり、『列女伝』、『大和物語』と『枕草子』は写本系『女郎花物語』

には見られない、板本『女郎花物語』独自の典拠であることがわかる。

この三つの古典は、それぞれ季吟には『仮名列女伝』、『大和物語抄』と

『枕草子春曙抄』の著作があり、季吟にとっても関係が深い作品であ

るに違いない。 

 森山による詳細な板本『女郎花物語』の典拠研究はほかにも「女郎花

物語の諸問題―出典攷を中心として―」などが挙げられるが、詳しく

検討すると、その典拠研究についていくつかの問題点が浮かび上がっ

てきた。そこで本論では板本『女郎花物語』に見られる『枕草子』をは

じめとする典拠と森山による先行研究の問題点を指摘しながら、そこ

から見られる板本『女郎花物語』とほかの女訓物との関わりも言及し

たい。 

 

２．『枕草子』の典拠問題 

 まず板本『女郎花物語』における『枕草子』の典拠問題から取り上げ

たい。板本『女郎花物語』には次のような『枕草子』受容が見られる。 

 

                                                        
術報告』第 6 号、宇部短期大学、p49）。 
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中でも板本『女郎花物語』巻下ノ 52 の「「孝の道」の話」と「男のはづ

かしき事」の話に注目したい。 

 板本『女郎花物語』巻下ノ 52 の「孝の道」では、 

 

女のこゝろづかひにもなるべき事おほく侍れハ。見ずハあるまし

き物なるへし。あハれなる物といふ所のはじめに孝ある人の子と

                                                        
4 以下、『枕草子』の章段数は、（松尾聡・松井和子校注・訳（1997）『枕草子』

新編日本古典文学全集 18、小学館）に依る。 

板

本

女

郎

花

物

語 

板本女郎花物

語 巻 中 ノ 38

「宣耀殿の女

御」の話 

 

板 本 女

郎 花 物

語 巻 下

ノ 52「藤

原 公 任

と 清 少

納 言 の

連歌」の

話 

板本女郎花

物語巻下ノ

52「清少納言

の香爐峯の

事」 

板本女

郎花物

語巻下

ノ 52

「孝の

道」の

話 

板本女郎

花物語巻

下 ノ 52

「はづか

しき事」の

話 

枕

草

子

の

該

当

説

話 

枕草子第 21 段

「清涼殿の丑

寅の隅の」4 

枕 草 子

第 102段

「 二 月

つ ご も

り ご ろ

に、風い

た う 吹

きて」 

枕草子第 280

段「雪のいと

高う降りた

るを、例なら

ず格子まゐ

りて」 

枕草子

第 115

段「あ

はれな

る も

の」 

枕草子第

120 段「は

づかしき

もの」 
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かき出たり。人のミちあまたある中に。親に孝ある心こそ第一の

わざとハ見え侍れ。君に忠あり。友だちに信ありなどする事も。

ミなまづ孝をもとゝして。其心ををしをよぼしての事なるべし。

5（p428） 

 

と見え、森山が「女郎花物語の諸問題―出典攷を中心として―」6にお

いて、この箇所の典拠を『枕草子』第 115 段「あはれなるもの」として

いるが、『枕草子』の該当箇所を引くと、 

 

  あはれなる物 孝ある人の子。鹿のねよき男のわかきがみだけさ

うじしたる。へだてゐてうちをこなひたるあかつきのぬかなどい

ミじうあはれなり。7 

 

と記されており、板本『女郎花物語』の「孝の道」の該当箇所はとは、

下線部にある『枕草子』の章段名の「あはれなる物」とそのテーマに相

                                                        
5 板本『女郎花物語』の本文は、赤木文庫所蔵万治四年刊本（近世文学書誌研

究会編（1973）（『近世文学資料類従』仮名草子編 13、勉誠社）所収）に依

る。 

6 森山茂（1962）「女郎花物語の諸問題―出典攷を中心として―」（『国文学攷』

27、広島大学国語国文学会、p83）に依る。 

7 『枕草子』の本文は、国文学研究資料高乗勲文庫所蔵無刊記本『枕草子春

曙抄』（請求記号：89-336-1～12 国書データベース〔https://kokusho.n

ijl.ac.jp/biblio/200015855/〕に依る。2023 年 9 月 6 日検索。 
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応しい物尽くしの筆頭にあがる「孝ある人の子」以外は合致しない。さ

らに、巻下ノ 52「はづかしき物」も同じ現象が見て取れる。 

 

  はづかしき物。おとこのこゝろのうちともかけり。おとこをはづ

る心だにあらバ。身のをこなひをもよくつとめ。浅ましき物ねた

ミなどもせず。よろづほしいまゝなるふるまひハあるまじき也。

女のあさハかなる物のくせとして。あひそめにけるはじめの程は。

はじらふ心も侍れどのちはうちとけて。かたはらいたきありさま

をもミえつゝ。あかれうとまるゝわざをしいて侍るものなれバ。

このはづかしき物といふ事を。よくつゝしミてわするましき也。

（p433） 

 

とあるが、『枕草子』第 120 段「はづかしきもの」の該当箇所を引くと、 

 

はづかしきもの おとこのこゝろのうち。いざときよゐの僧。み

そかぬす人のさるべきくまにかくれゐて。いかに見るらんをたれ

かハしらん。くらきまきれにふところに物ひきいるゝ人もあらん

かし。それハおなじ心におかしとや思ふらん。よゐの僧はいとは

づかしき物也。わかき人のあつまりてハ。人のうへをいひわらひ、

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A4%DF%A4%BD%A4%AB
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A4%DF%A4%BD%A4%AB
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そしりにくミもするをつく〴〵ときゝあつむる心のうちもはつ

かし。 

 

とあり、やはり板本『女郎花物語』は「はづかしきもの」とその物尽く

しの「おとこのこゝろのうち」しか踏襲しておらず、それ以降の「いざ

ときよゐの僧～」の文章は「あはれなる物」と同じように季吟自身のオ

リジナルの創作となっている。8『枕草子』の「あはれなる物」を例に

すると、「あはれなる物」は「悲哀をそそるもの」という意味であり、

それ以降の内容は「悲哀をそそるもの」の物尽くしになっている。「孝

ある人の子」が出てくるのは、悲哀をそそるものとして、父母に仕える

人が一つだからであり、随筆の内容自体は孝道に関連するものではな

い。季吟が孝道を勧める際に、よく知られた『枕草子』の章段名と物尽

くしの最初の「孝ある人の子」のみ借りている。それ以外の内容は必要

がないため、すべて季吟によって教訓的に書き換えられている。これ

は板本『女郎花物語』をより儒教的な書物にするための季吟の工夫と

考えられる。このように、板本『女郎花物語』のこの 2 箇所は『枕草

子』から部分的にしか切り取っていないので、典拠を『枕草子』にする

のは適切ではないと考える。 

 

                                                        
8 ただ、森山論文において、板本『女郎花物語』の「はづかしき物」の箇所に

関する典拠の指摘は特に見られない。 
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３・板本『女郎花物語』に見る季吟の記述ミス 

 次に、板本『女郎花物語』に見られる何箇所かの記述ミス、及びその

記述ミスの箇所における典拠問題に注目したい。これらの記述ミスが

見える話はいずれも写本『女郎花物語』にはない、季吟の手による和歌

に関連する話である。 

まず板本『女郎花物語』巻下ノ 44 を見てみたい。本話は『大和物語』

第 1 段を典拠とする話で、宇多天皇が譲位しようとするころ、弘徽殿

の壁に別れを悲しんだ歌を書き付けた伊勢に対し、宇多天皇が返歌を

詠むという話である。この伊勢の和歌に対し、季吟が文末に次のよう

に結論付けている。 

 

  なべて世に名ある人のむすめ。すこしも心ある女などハ。かくこ

そこゝろざしハあらまほしく侍れ。此うたかく心あるゆへにや。

大和物語に巻頭に侍るを。拾遺集後撰集にもいれられ侍るにや。 

 

として、伊勢の情け深さを称賛しており、下線部にはこの和歌が心あ

るゆえに『拾遺和歌集』や『後撰和歌集』にも選ばれていると言う。し

かし、調べた限りでは、本歌は『後撰和歌集』巻 19・離別羇旅に収録

されているが、『拾遺和歌集』に入れられたという事実は確認できな

い。 
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 さてまた巻下ノ 48 も取り上げたい。 

 本話は今出川院近衛の話で、彼女は鎌倉の女流歌人で当時の歌壇に

おいて名声を得ていると言われているが、巻下ノ 48 においても、その

ことについて次のように描いている。 

 

  中比にも今出川院の近衛の局 

    をのが音につらきわかれのありとだにおもひもしらでとりや

なくらん 

などいへる名哥をはじめて。続古今集よりこのかた五代の勅撰に

あひて。うたかすあまたいりたる人ハ。一生ふ犯の禅尼として。ほ

けきやうの数万部よミつるとなり。いとありがたきわさなるべし。 

 

とある。本話の典拠について、前掲の森山論文において、次のように指

摘されている。 

 

  新勅撰集に「中宮少将」の作としてみられる歌と、徒然草などに記

す近衛の局の説話から成り立っているが、こうした形で載せる書

物は他に例を見ない。女郎花物語作者が近衛局の説話を採録する

際に、女郎花物語が和歌を中心とするものであるがために、近衛

局の和歌を加えることを欲し、誤って新勅撰集の「中宮少将」の和
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歌を採り入れたものであろう。ここには女郎花物語の筆者の誤り

があるわけであるが、この出典とて、徒然草と新勅撰集を考える

ことは可能である。9 

 

と、本話の典拠を『新勅撰集』巻 13・恋 3 に収録されている藻壁門院

少将の歌と『徒然草』67 話としている。歌の典拠に関する森山の指摘

は極めて正確で、本歌を今出川院近衛の歌にしたのは確かに季吟によ

る記述ミスである。しかし、歌の後ろに続く話の典拠を『徒然草』67 話

としているが、『徒然草』の当該箇所を挙げると、 

 

  今出川院近衛とて、集どもにあまた入りたる人は、若かりける時、

常に百首の歌を詠みて、かの二つの社の御前の水にて書きて手向

けられけり。誠にやんごとなき誉ありて、人の口にある歌多し。作

文・詩序など、いみじく書く人なり。10 

 

として、板本『女郎花物語』と合致しない。結論から言うと、話の典拠

は南北朝時代の頓阿による歌学書『井蛙抄』の巻 6 にある。『井蛙抄』

                                                        
9 同注６、p92。 

10 『徒然草』の本文は、（神田秀夫・永積安明・安良岡康校注・訳者

（1995）『方丈記 徒然草 正法眼蔵随聞記 歎異抄』小学館、p135）に

依る。 
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の巻 6 は歌人の逸話や歌壇の見聞を記録する内容であるが、今出川院

近衛に関する『井蛙抄』の記述を引用すると、 

 

  続古今よりこのかたいきて五代勅撰にあひて哥数もあまた入て侍

るハ父の詞の末とをりて侍るとかたられき詩なともつくりて兼作

集にも入仏法にも立入て一生不犯の禅尼也法華経千部よまれたる

と聞侍りき11 

 

下線部にあるように、前掲の板本『女郎花物語』の下線部とほぼ一致す

ると言えよう。 

 さらに、森山は前掲引用文において、板本『女郎花物語』の『新勅撰

集』の歌と『井蛙抄』を踏襲した内容から成り立っている「今出川院近

衛説話」は他に例を見ないと指摘ている。ところが確認すると、同じ年

に刊行された女訓物である寛文元年（1661）刊『本朝女鑑』巻 10 ノ 4

「二条院讃岐」にも類似した記述が見られる。 

 

                                                        
11 『井蛙抄』の本文は、大阪公立大学中百舌鳥図書館所蔵慶安元年刊本（マ

イクロ収集911・1T10・請求記号：244-25-3国書データベース〔https://

kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100074998/〕）に依る。2023年9月6日検索。

ついでに言うと、『井蛙抄』の今出川院近衛に関する当該記述は季吟の

『徒然草文段抄』67段の注にも取り入れられている。 

https://kokusho.nijl.ac.jp/bi
https://kokusho.nijl.ac.jp/bi
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  中にいとたうとかりけるハ。なかごろに。いまで川のゐんのこの

ゑのつぼねとて。さいかくゆうちやうの女房あり。哥のみちに。

かんのうのほまれあり。あるときの哥に 

  をのがねにつらきわかれのありとだに 

  おもひもしらでとりやなくらん 

といふめいかをはじめとして。哥ののかず〴〵ミなしういつの

くあり。しよくこきんしうをえらハれけるよりこのかた。五だい

ちよくせんにあひて。あまたのうたをいれられし。一しやうふぼ

んの。ぜんにとして。ほけきやうすまんぶよみて。ごせねがひけ

りといへり。ありがたき人にこそ 

 

下線部の内容は、ほぼ板本『女郎花物語』と一致するが、板本『女郎花

物語』と『本朝女鑑』との影響関係はまた別稿に譲る。 

  

４．「檀林皇后説話」に見られる典拠問題 

板本『女郎花物語』の巻上ノ 5「檀林皇后」説話の典拠について、先

に前掲の森山論文において本話を出典関係の不明のものとして指摘し

ており、 
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  この説話を載せている書物は、私の調査の限りでは大日本史と女

用知恵鑑だけである。（中略）皇后の和歌の後に付けられた説話の

部分は、文徳実録とか元亨釈書に述べられているが、この両書に

は「もろこしのやまのあなたに」という和歌には触れるところが

ない。恐らくこの和歌は、文徳実録や元亨釈書などの述べる皇后

の信心篤きを示す説話に基づいて生まれてきた後世の付会の一つ

であると考えるのが妥当なようである。12 

 

とあることから、「もろこしの～」の歌説話の典拠は板本『女郎花物語』

以前に発見できなかった、ということであろう。ところが、掘り下げて

みると、板本『女郎花物語』の成立より早い安部弘忠著『本朝列女伝』

（1655 成立）にも類似した記述が見られる。 

『本朝列女伝』巻 1 ノ 10「后妃伝」「嘉智子」は板本『女郎花物語』

巻上ノ 5「檀林皇后」説話とかなり類似した筋を持っており、中でも両

作は➀檀林皇后の「もろこしの～」歌説話➁檀林皇后が中国禅僧「義

空」を日本に招聘した話③檀林皇后九相説話、という三つの説話が重

なっている。その内容の典拠はおおむね『元亨釈書』巻 16「力遊」「唐

補陀洛寺慧萼」や『徒然草野槌』13に求めることができる。ところが、

                                                        
12 同注 6、p89。  
13 「檀林皇后九相説話」の典拠の一つが林羅山の『徒然草野槌』である可能性

については、西山美香「檀林皇后九相説話と九相図―禅の女人開悟譚とし

て―」に依る。（山本聡美・西山美香編（2009）『九相図資料集成 死体の
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檀林皇后が詠んだ「もろこしの～」の歌説話だけは典拠を見つけるこ

とができなかった。下にその内容を提示する。 

 

世ニ伝フ皇后嘗テ詠シテ
二和歌ヲ

一曰。毛
モ

呂
ロ

古
コ

志
シ

乃
ノ

。耶
ヤ

麻
マ

乃
ノ

阿
ア

奈
ナ

多
タ

爾
ニ

。

多
タ

豆
ツ

劬
ク

毛
モ

波
ハ

。許
コ

許
コ

爾
ニ

他
タ

劬
ク

比
ヒ

乃
ノ

。気
ケ

布
フ

梨
リ

奈
ナ

梨
リ

気
ケ

梨
リ

（中略）禅師聞テ
二

橘后ノ之歌ヲ
一而許可シテ曰。此レ能適カナエリ

二我カ禅ニ
一所謂隔テ

レ山ヲ見

テ
レ煙ヲ。早ク知ルノ

二是レ火ナルコトヲ之意也。東域深解ノ之人。誠ニ婦人

ニシテ而大丈夫ナル者也。（世に伝ふ皇后嘗て和歌を詠じて曰く。もろ

こしのやまのあなたにたつくもはこゝにたくひのけふりなりけ

り（中略）禅師橘后の歌を聞て許可して曰く。此れよく我が禅に

適えり。所謂山を隔て煙を見て。早く是れ火なることを知るの意

なり。東域深解の人。誠に婦人にして大丈夫なる者なり。）i 

 

とあるが、これに該当する板本『女郎花物語』の本文を引用すると、 

 

  其きさきのうたに 

もろこしのやまのあなたにたつ雲は 

こゝにたく火のけふりなりけり 

                                                        
美術と文学』岩田書院、p228）。 
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  とよミ給へるを。恵萼という禅師。太唐にいたりて。斉安国師にか

たりしかバ。国師きゝ給ひて。これ日本のふかくさとれる人なら

し。まことに婦人にして大丈夫なるもの也とほめ給へりとなん。

（p244） 

 

その上、両作の下線部で示されているように、『本朝列女伝』と板本『女

郎花物語』の本文は酷似していることから、『本朝列女伝』の「嘉智子」

説話は板本『女郎花物語』に取り入れられた、という可能性も出てきた

が、林羅山著『本朝神社考』（1624～1644 ごろ）上ノ 2「梅宮」の項目

に類似した記述が見られる。 

 

  一説二皇后ノ和歌ニ曰。毛
モ

呂
ロ

古
コ

志
シ

乃
ノ

。耶
ヤ

麻
マ

乃
ノ

阿
ア

奈
ナ

多
タ

爾
ニ

。多
タ

豆
ツ

劬
ク

毛
モ

波
ハ

。

許
コ

々
コ

爾
ニ

他
タ

劬
ク

比
ヒ

乃
ノ

。気
ケ

布
フ

梨
リ

奈
ナ

梨
リ

気
ケ

梨
リ

。隔テ
レ山ヲ見ル

レ煙ヲ。早ク知ルノ
二是

レ火ナリ之意也。慧萼告クルニ
二斉安国師ニ

一。以ス
二此ノ和歌ノ之事ヲ

一。

安聞テ而許可シテ曰。東域深解ノ之人。誠ニ婦人ニシテ而大丈夫ナル者也。

（一説に皇后の和歌に曰く。もろこしのやまのあなたにたつくも

はこゝにたくひのけふりなりけり。山を隔て煙を見る。早く是れ

火なることを知るの意なり。慧萼斉安国師に告るに。此の和歌の
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事をもってす。安聞て許可して曰く。東域深解の人。誠に婦人にし

て大丈夫なる者なり。）14 

 

羅山の『本朝神社考』は、近世初期において広く読まれている本である

ことから、板本『女郎花物語』と『本朝列女伝』の「檀林皇后説話」は

いずれも『本朝神社考』に依拠していると考えられる。 

 これに関連してつけ加えると、板本『女郎花物語』の「檀林皇后説

話」の後半に見られる「檀林皇后九相説話」は同時代の『本朝女鑑』に

も確認できる。「檀林皇后九相説話」は檀林皇后自らのあさましい姿（死

骸）を晒したことにより民衆に教えを示した話だが、板本『女郎花物

語』では、皇后が亡くなる前に次のような遺言を残した。 

 

  われうせなバ。かならずはふりおさむる事なかれ。たゞ野バらに

すてをきね。世にいろこのむあだし心もたらんもの。わがかたち

のかはりはてゝ。あさましくなりなんをミて。いさゝか心をあら

たむるやうもやあらん。（p245） 

 

『本朝女鑑』巻 2 ノ 3「檀林皇后」の当該箇所では、 

                                                        
14 『本朝神社考』の本文は、星槎ラボラトリー蔵・無刊記本（請求記号：59-

33-2、国書データベース〔https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/1000254

24/〕）に依る。2023 年 9 月 6 日検索。 

https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100025424/
https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100025424/


  淡江外語論叢 2023 年 12 月 No.40 

DOI: 10.29716/TKSFLL.202312_(40).0001 

 19 

 

  皇后薨し給ハんとて。御遺詔ありければ。それにまかせて御尸を

西の郊の。草むらにすてをき奉るに。鳥けだものあらそひあつま

りて。御髪をはしめて手足ミな引ちらし。臭香ハ四方にミちて不

浄事かぎりなし。（中略）かの皇后ハあまりに御かたちのうつくし

うおハしましけれバ。見たてまつる人聞をよぶともがら。たまし

ゐをとらかし心をまよハしけれバ。皇后その執心をはらし色のま

よひを絶て。仏道に入しめんとて御尸を野辺に捨よとおほせをか

せ給ふと也。 

 

『本朝女鑑』の「檀林皇后九相説話」の典拠について、先に濱田啓介も

この典拠に注目して、以下のように指摘している。 

 

  『本朝列女伝』との関係についても問題点を記述したが、特に檀林

皇后の章は、『京童』挙の宮の条以外に見当たらない説話を、本書

と同じく『本朝列女伝』も記す。却って『本朝列女伝』が『本朝女

鑑』を追って成ったことを表すものかもしれない。15 

 

                                                        
15 濱田啓介（1993）「刊行のための虚構の発生―『本朝女鑑』の虚構」（『近

世小説・営為と様式に関する私見』、京都大学学術出版社、p73。 
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引用文に見られる「『京童』挙の宮の条以外に見当たらない説話」と

は「檀林皇后の九相説話」と考えられる。濱田が『本朝女鑑』の「檀林

皇后九相説話」に先行するものとして、中川喜雲著・明暦四年（1658）

刊の『京童』を挙げている上に、『本朝列女伝』の「嘉智子」に見られ

る「檀林皇后九相説話」は『本朝女鑑』に由来する可能性も仄めかして

いる。しかし『本朝女鑑』の典拠もやはり『本朝神社考』と思しい。『本

朝神社考』では、 

 

  后容皃甚タ麗シ。及テ
レ崩スルニ曰。不シテ

レ用葬儀ヲ
一以テ棄ヨ

二中野ニ
一。

耽ル
二色欲ニ

一者見ハ
二我カ爛穢ヲ

一有ン
二少ク驚悟スルコト也。遂ニ従テ

二遺詔

ニ
一奉レ捐二其ノ屍ヲ于西ノ郊ニ

一。（后容貌甚だ麗し。崩ずるに及びて。

葬儀を用ひずして以て中野に棄てよ。色欲に耽る者。我が爛穢を

見ば。少く驚悟すること有らん。遂に遺詔に従ひて。其の屍を西の

郊に捐て奉る）。 

 

として、『本朝女鑑』の内容と類似している。 

このように、現段階では、「檀林皇后説話」を通して、板本『女郎花

物語』と『本朝列女伝』の影響関係を確定することはまだ早計である

が、板本『女郎花物語』と『本朝女鑑』『本朝列女伝』との関係はまた

今後の課題としたい。 
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５．終わりに 

以上、板本『女郎花物語』の典拠における先行研究の問題点を指摘し

てきた。本論ではまず板本『女郎花物語』の森山茂による先行研究にお

ける典拠の問題点を掘り下げてみた。その結果、『枕草子』が典拠だと

思われてきた 2 話の話は実は出だしの内容のみが『枕草子』第 115 段

「あはれなるもの」と第 120 段「はづかしきもの」に由来する内容で、

それ以外の文章はすべて季吟の手によって教訓的に書き換えられてい

ることが判明した。その上、新たに『井蛙抄』と『本朝神社考』を板本

『女郎花物語』の典拠として指摘し、それと『本朝女鑑』と『本朝列女

伝』との関連性も言及した。 

その中で、第 3 節の板本『女郎花物語』に見られる季吟の記述ミス

の論述について、先に筆者が論文16において、板本『女郎花物語』にお

ける和歌の異同を言及した。その際に、野村貴次の季吟作『土左日記

抄』に対する本文校正についての論文を引用して、 

 

  それは今日の目よりすれば、季吟が無意識のうちに犯したと思え

る誤字・衍字・脱字、あるいは逆に意図的に私見を加えて改変した

                                                        
16 陳羿秀（2022）「板本『女郎花物語』の和歌に関する一考察」（『国文』136 号、

お茶の水女子大学国語国文学会、p76。 
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と考えられる本文が含まれる。（中略）そしてこのような数多くの

「誤脱」によって生じた「混合本文」からなる季吟の古典注釈書

は、ひとり『土左日記抄』に留まらず、他のすべてに関しても当然

といってよかろう。17 

 

とあるように、野村は『土左日記抄』の本文異同の理由が誤字など

によるものと論じたが、筆者は、季吟が実見したいくつかの写本と

照らし合わせながら、本文を校訂したのではないかと結論付けた。

季吟ほどの古典注釈大家が無意識のうちに典拠を勘違いしたとは考

えられない。それよりも板本『女郎花物語』に見られる季吟の記述

ミスも当時流通されている写本や刊本を季吟が実見した可能性があ

る。季吟の本文作成姿勢、または板本『女郎花物語』と当時の女訓

物の関わりについてはまた引き続き追及していきたい。 

                     

 

 

 

 

                                                        
17 野村貴次（1983）「その本文作成の態度」（『季吟本への道のり』北村季吟古

註釋集成別 1、新典社、p259―260。 
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【Abstract】 

 The study explores the topic of subjectivity in the graphic novel 

adaptation of the Handmaid’s Tale, published in 2019 by Random House. The 

protagonist narrator, Offred, serves as a surrogate to bear children for 

motherless couples and her story is illustrated mostly from her point of view 

and thus  the subjectivity of the protagonist is the main objective in this study 

to explore. In this context, we first determine the autographical method taken 

in the story and that it should be discussed considering focalization to represent 

the autodiegetic narrator (narrating-I) who is also the focalizer of their own 

narratives (experiencing I) as corresponding to the term “chronotope” 

identified by Bakhtin for different time-space configurations conceived and 

interpreted together (Dentith 1995, 52). Following Horstkotte and Pedri (2011), 

three specific features of focalization are introduced from the spread we 

selected for analysis. The study highlights intersemiotic translation (Jakobson 

2021), by following Adami and Pinto’s (2020) co-text approach to investigate 

how semiotic signs create meanings and how they interact. This relates to the 

multimodal source text analysis model raised by Dicerto (2018) . Lastly, the 

case study found that the co-texts, including visual and verbal signals, interact 

with each other and   highly relevant to Taiwanese readers in visualizing the 

duality of the autobiographical self. 

 

【Keywords】 

 subjectivity, graphic narrative, The Handmaid’s Tale, focalization, 
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multimodal ST analysis  

1.The Autobiographical Method in the Novel 

The novel The Handmaid’s Tale is a product of the 1980s exploring the 

possible consequences of neo-conservative religious and political trends in the 

United States. The original story was published in the mid-1980s as a response 

to social movements of the time, especially those espousing conservative 

family values that confined women to the domestic sphere. The narrative is set 

in Cambridge before the year 2000. It depicts a theocratic paramilitary coup 

by right-wing fundamentalists in the United States in which toxic waste, 

nuclear accidents, and epidemics like AIDS have caused a declining birth rate 

and a rise in infertility. Therefore, reproduction has become compulsory: the 

surrogate mothers (called handmaids) dress in red habits and veils and are 

assigned to childless couples among the regime’s elite. The protagonist, Offred, 

is imprisoned in a domestic disaster. She is always aware of a world beyond 

Gilead and hopes for a different future as she addresses her putative audience. 

With The Handmaid’s Tale, Atwood’s choice of a female narrator turns the 

traditionally masculine dystopian genre upside down. In addition, Atwood 

gives us a dissident account by a handmaid who has been relegated to the 

margins of political power. Atwood creates a grim reality of the totalitarian 

repressions of Gilead as the novel proceeds, which reflects the context in the 

US at the end of the 20th century with the backlash against feminism, surrogate 

parentage, and the growth of fundamentalist religion (Walker 1988). This 

narrative strategy reverses the structural relations between the public and 

private worlds of the dystopia, allowing Atwood to reclaim a feminine space 

of personal emotions and individual identity, highlighted by the first -person 

narrative. Indeed, according to some studies (e.g., Walker 1988; Davis 2017), 

the novel applies an autobiographical method – that is, a focus on the woman 

telling her own story. In the story, Offred wishes to control the accounts of her 

life, which reveals a consciousness of the ironic difference between reality and 

her “story.” Such a consciousness separates the narrator into two “selves” – 

one enduring the anguish of her reality and the other standing apart and 

commenting upon the plight of the first one. According to Davis (2017), the 
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story follows a willed agenda of autobiography – that is, there is always a 

“reading” of the past informing the act of narration as fueled by a drive toward 

redemption or confession. 

 Walker (1988) notes that Atwood’s novels share several essential 

characteristics: all of her novels reveal a special relationship between women 

and social reality, women, and the concept of “self.” Each work has a narrator 

self-consciously and deliberately telling her story, directly addressing the 

reader as the narrator detaches herself from the everyday realities that her 

undetached “self” experiences. In addition, Atwood employs a plot structure 

that juxtaposes past and present to manifest the influence of the past upon the 

present in Offred’s formation of identity and behavior, as well as positive and 

negative changes in women’s lives during the preceding twenty years. 

Additionally, the story ultimately displays a feminist consciousness to reveal 

the subordination of women as an absurdity rather than a necessity.  

The novel was adapted into a graphic narrative in 2019 by a Canadian artist, 

Reneé Nault, in addition to a feature-length film, an opera, a full-cast radio 

production, a stage play, and a TV series. Thus, Goggin (2021, 169) points out 

that the real effect of the novel can be produced via the visual embedding of 

the elements it contains on the comic page (Groensteen 2013), in which various 

spaces interact with one another and produce effects unique in graphic 

literature, to be “read” and understood through a visual logic. In other words, 

the graphic novel has entered representational space in ways that perhaps even 

a TV series cannot from the aspect of the multi-layered collage of first-person 

narrative, drawing, dialogue, various fonts, and photographs, all of which are  

characteristics of graphic novels. Atwood (2019, as cited in Hale-Stern) herself, 

however, puts it simply, “graphic novels have connected with a whole other 

readership,” undoubtedly with a different resonance. In this study, the graphic 

narrative of The Handmaid’s Tale is thus regarded and discussed as a 

multimodal text in which text and image interact as semiotic resources. In 

translation studies, semiotic resources other than language, which can 

intervene in the composition of texts, are largely under-researched (Dicerto 

2018, 4), with a few notable exceptions regarding specific sub-areas of the 

field, such as the translation of comics (Kaindl 2004; Zanettin 2008). In 
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addition, existing research on multimodality seems to address how visual and 

verbal modes create a mutual connection without mentioning translation (e.g., 

Bateman 2014; Baldry and Thibault 2005). Nonetheless, according to 

Jakobson (2021), three ways to interpret a verbal sign are signs into other signs 

of the same language (intralingual translation), into another language 

(interlingual translation), or into another nonverbal system of symbols 

(intersemiotic translation).  In fact, this case study highlights the 

intersemiotic translation to see how visual and verbal signs interact with each 

to present the protagonist’s subjectivity.  Before investigating multiple 

semiotic signs systematically in the source text, we must first consider 

focalization and its interrelations with subjectivity, as illustrated in Section 2.  

 

2. Focalization and Subjectivity 

 In this section, we aim to connect the theory of focalization in comics to 

shed light on conceptions of subjectivity in graphic narratives. The term 

focalization was first introduced by the French structuralist Gérard Genette 

(1980, 1988) to replace older concepts such as “perspective” and “point of 

view.” It describes the relationship between the knowledge of a narrator and 

the reader’s knowledge that characters act, perceive, and experience the world 

and events of a narrative (Horstkotte and Pedri 2011). Focalization manifests 

the subjective “coloring” of the representation of events, actions, characters, 

and settings perceived by the narrator or a character (Bal 2009). In this sense, 

focalization assumes that every representation has a subjective tinge attached 

and uses foregrounding of subjectivity to convey a particular experiential 

perspective that immerses readers in the world of a narrative. In such a 

narrative framework, an autobiographical text represents an autodiegetic 

narrator (narrating-I) who is also the focalizer of their own narrative 

(experiencing-I). Since the narrator, Offred, in the story also focalizes past 

experiences by narrating, judging, or perceiving the past from a later 

perspective of increased knowledge and experience, the graphic 

autobiographical novel in this case study always potentially has at least two 

distinct-yet-overlapping levels of focalization. The perception, judgments, and 
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narration of the experience are, in turn, reflected by the narrating-I. Indeed, 

Thon (2014) believes that the focus on strategies of representation should be 

prioritized to provide the recipient with direct access to the character’s mind 

in a given context, including not only their perception of the story world they 

are in but also the quasi-perceptual experience of their hallucinations, 

memories, dreams, and fantasies, which corresponds to the examples we chose 

to analyze.  

 For Horstkotte and Pedri (2017), subjectivity has long been familiar for 

relating an individual life story to the telling of that story as understood by the 

teller. Focusing on the production of subjectivity is especially common in 

autobiography. Indeed, autobiography usually contains a tension between a 

narrating-I, the self who tells the story, and an experiencing-I, the self about 

whom the story is told, resulting in narrating on two temporal levels. Such 

double temporality makes autobiography naturally self-reflective in form. The 

narrating-I decides how to tell its story and its concept of subjectivity when 

the narrating-I reflects on its earlier self. Therefore, autobiography is a 

subjective representation; however, it is always split, multiplied, and endlessly 

malleable. Thus, autobiography is more challenging for analysis when 

rendered in the multimodal medium of graphic narrative, in which subjectivity 

is represented on two temporal layers and two modal tracks – verbal and visual. 

Because the visual self is drawn in a subjective style, the graphic narrative 

helps readers visualize the duality of the autobiographical self.  

 To successfully locate focalization in graphic narratives, Horstkotte and 

Pedri (2011) propose that optical perspectivation is only one dimension within 

a broad category of focalization, in which aspects of cognition, ideological 

orientation, and judgment should be considered. Indeed, focalization must be 

indicated by distinctly subjective discourse markers in all texts, including 

visual and multimodal ones. Horstkotte and Pedri refer to three ways 

focalization may be indicated in graphic narrative: through shifts in visual 

vocabulary, repetition and shading, and multi-stage braiding of identical visual 

material. These three can be represented, respectively, using the encoding of 

time and space, or the “spatio-topia” of graphic narrative’s semiotic system in 

Groensteen’s term (23), of the structuring of this time-in-space through frames 
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and gutters, and of the “braiding” (Groensteen 2007, 146) of graphic narrative 

that puts each panel in a potential relationship with each other, which often 

leads to a densification of detail.  

 To be more specific, a shift in visual vocabulary often involves visual 

metaphor and symbolism, in some cases, to entice the reader to work through 

the narrative implications. Next, repetition and shading are applied to 

distinguish between the focalization of an experiencing-I and that of a 

narrating-I. Indeed, the shading technique may indicate a jarring contrast 

between two visual metaphors for the same character combined with the self-

conscious narrative. Assessment of this duality – that is, of the experiencing I 

and the narrating-I – depends on the image’s embedding within a sequence and 

the gaps between different frames, but it may also involve potential tensions 

between the visual and verbal modes caused by narrative uncertainty. Lastly, 

the concept of “braiding” refers to a “model of organization that is not that of 

the strip nor that of the chain, but that of the network” (Groensteen 2007, 146). 

Horstkotte and Pedri (2011, 336) believe that braiding reflects the medium-

specific nature of part–whole interaction in graphic narrative with an emphasis 

on the “plurivectoriality of work-internal iconic references,” further densifying 

the multidirectional reception of the graphic narrative. More importantly, 

braiding imbues layout with meaning, often manifesting in a repetition that 

folds in on what precedes it, forcing readers to re-evaluate previous certainties.  

 

3.Rationale and Theoretical Framework 

To explore the meaning of the image as a semiotic sign, Adami and Pinto 

(2020) adopt a co-text approach, originally developed from social semiotic 

research, in which the term “text” refers to any multimodally composed 

meaningful whole, sometimes called multimodal ensemble, instead of limiting 

it to languages. In this sense, the term “context” refers to the social semiotic 

environment for the design, production, and distribution/circulation of and 

engagement with the text as defined above, which includes available social 

and semiotic resources to make signs and meanings. Moreover, “co-text” 

suggests signs in any mode and their combinations co-occurring with those 
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that are the momentary focus of attention in a text. As such, the co-text 

approach considers all resources co-occurring with writing or speech as 

signifying elements that make meaning. More importantly, these semiotic 

resources should be conceived of as forms of expression with a range of 

possible meanings accumulated through past uses among specific social 

groups. The co-text approach can also be applied in examining focalization. 

Horstkotte and Pedri (2011) point out that instances of focalization must be 

read in context or rather by virtue of their relations to the surrounding co-text. 

Indeed, the pages and double pages in the graphic narrative are not only 

composed of all constituent parts, including frames and strips but are also 

formed by a higher unit of semiotic organization.  

 The co-text approach considers meaning as multimodally constituted and 

orchestrated, which is ideal for the present study, which seeks to suggest the 

complementarity of resources in a multimodal complex. Thus, all resources 

interact with all others, requiring translators to make holistic, multimodal 

choices as to what must be translated, especially from which modal resource 

into which other modal resource, based on the assessment of the potential 

target audience’s semiotic knowledge in all modes, not only that of the cultural 

references within the source text. If one acknowledges the multimodal nature 

of communication, the realms of translation and translation studies include 

more than words in context. And that also means accepting that translation 

must consider all modes and the meanings they present on their own and in 

relation to other modes. All resources co-occurring with writing/speech are 

signs per se that might present different challenges to different viewers. Such 

an idea constitutes a fundamental shift in the understanding of translation and 

leads us to revisit fundamental concepts such as text, source text, and target 

text.  

 Adopting the co-text approach by considering all semiotic resources as 

signs requires not merely the cultural knowledge to understand the 

referential/denotational meaning but also the semiotic knowledge to 

understand how resources are used to make meaning at all levels. This means 

translators and readers must consider the possible meanings of specific 

gestures, facial expressions, proxemics, and focalization, along with their 
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combination, to represent subjectivity in the graphic narrative. Therefore, it is 

important to note that sharing the same language (text) does not necessarily 

entail sharing the same semiotic knowledge for images. For example, the 

meanings that different semiotic resources construct may be interpreted 

differently due to the blurred boundaries of foreign and local signs and 

individual personal trajectories. Therefore, we need a solid theoretical model 

for analyzing multimodal signs of the source text before connecting these signs 

to language and making meanings.  

 Improving from Kress and Van Leeuwen’s (2001) multimodal discourse 

and Baldry and Thibault’s (2005) multimodal transcription and text analysis 

while the former discussing meaning production remains generic, not going 

into the details and the latter pays too much attention to each semiotic mode, 

leaving the whole multimodal meaning unaccounted for, Dicerto (2018) 

provides a theoretical framework aiming at multimodal communication 

concerning major pragmatic theories (Grice1989; Sperber and Wilson 1995), 

especially the relevance theory. The framework will be applied in this study 

for analyzing the illustrations from the graphic novel The Handmaid’s Tale on 

subjectivity. In this model, a multimodal message sender can transfer varied 

textual resources to wherever best suits their communicational needs if they 

believe that is the optimally relevant communicative choice. This presumption 

entails that the different modes are to be considered as constructing a single 

message and that they must be processed as interrelated components of a single 

textual unit, which can, in turn, echo the co-text approach introduced earlier 

and applied in this study. In this way, the message communicated by a single 

mode is incomplete without the remaining information. A single mode can rely 

on others to express what it has left unexpressed or enhance its meaning. 

In the analytical model proposed by Dicerto (2018), as shown in Figure 1, a 

pragmatic perspective is adopted as the most general dimension of multimodal 

analysis. The ultimate purpose of a multimodal message is analyzed based on 

the distinction between explicit and implicit meaning discussed in relevance 

theory. The second dimension of analysis concerns visual–verbal relations and 

how they contribute to multimodal message formation. Finally, the third 
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dimension of analysis concerns the meaning of individual modes. The model 

must account for the development of the text in space and time, enabling the 

user to allocate textual resources and their related meaning(s) at the 

appropriate point of textual development. Therefore, the concepts of cluster 

and phase (Baldry and Thibault 2005) are used to underpin the transcription of 

multimodal texts and the representation of the results in the three dimensions 

of analysis. The model aims to return a comprehensive, detailed, and organized 

map of the perceived meaning of a text with varied semiotic signs in its context. 

This map serves a double purpose, first as a self-reflection tool to guide the 

user to raise awareness of any intuitive interpretation of the text via 

highlighting important textual and contextual elements. Second, after the 

analysis, the map may be able to further identify potential translation issues. 

At that stage, we may focus on the translation presented in the Chinese version.  
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Table 1 Analytical Model (Dicerto 2018, 95) 

4. Co/Text Analysis  

 The spread selected for analysis, as shown in Figure 2, displays Offred’s 

self-narration in her dream while she talks to herself after learning of her 

dilemma of whether to accept Selina’s offer to be impregnated by the chauffeur 

Nick; at the same time, she further confirms her low status in such a patriarchal 

society from the bishop Waterford. The two-page spread shows two clusters to 

be investigated based on the analytical model raised by Dicerto (2018), in 

which the naked Offred lays on the wreath spread across both pages. The first 

cluster includes mainly the left page, from the top window and curtain, the 

naked Offred, the narration, and her lying on the bed. The second includes the 

right page, the four excerpts, and the larger shaded body. In the first  cluster, 

the verbal content is extracted directly from the original novel, Chapter 31, 

when Offred daydreams in a chair. Yet here, the graphic artist Nault transforms 

the background into a dream and combines her thoughts originally appearing 

in Chapter 13 of the novel on her own body per se. Relations of equivalence 

can be found between the visual and verbal content in the first cluster: “wreath” 

is presented both visually and verbally (token–token), as well as the “star,” 

referring to the white dots outside the window. These examples suggest the 

narrator’s projection of an idea as a thought manifested in the locution. In 

addition, Offred’s description of the wreath as “a frozen halo, a zero” presents 

an essential complementarity to the visual content by adding information. 

Later in her further imagination, she connects the zero as a hole in the space 

where the stars exploded and a hole in the water; however, this could be 

regarded as independence because no visual content can support this.  

Nevertheless, the visual and verbal content is still symbiotic because 

these illustrations are still thematically related. Here the transformation as 

illustrated from the space, i.e., from the chair to the bed, further enhances the 

main clause by adding circumstantial features. Interestingly, in the logico-

semantic relationship, the projection by the narrator is not fully presented by 

the graphics. Barthes (1977) refers to this phenomenon as anchorage, where 

verbal content supports visual content. 
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For this figure, it is important to point out that Atwood has been using 

circles in her literary works for a long time (Ng 2019). Myhal (1995) further 

elaborates that the circle in Atwood’s text is never connected entirely with  

security but a much ambivalent and, at times, threatening connotation that 

shapes, limits, and suppresses. In this novel, circles do indeed carry such a 

mixed connotation for the handmaid Offred, as they provide June some sort of 

protection in Gileadean society while at the same time threatening her mental 

and physical safety with suppression and threats. In this story, circles 

frequently appear – in Waterford’s house, the Red Centre, and Jezebels, all 

places where June’s rights are taken away – so the circles in these settings are 

like a prison to trap Offred and strip away her freedom. In other words, when 

circles are shown to the audience, the protagonist experiences violence and 

pain. In contrast, circles also carry a nostalgic appeal for her, often reminding 

her of pre-Gilead memories. Therefore, the representation of the circles in the 

graphic narrative could be a great challenge for the graphic artist.  

In the second cluster, relationships of equivalence between visual and verbal 

contents are also found, such as “body,” “growing red,” and “pear.” Moreover, 

the way the artist presents the “pear” in the body to represent the womb extends 

the visual content to add new alternatives. More importantly, the meta-

Figure 1 Subjectivity of Offred and the artist 
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information conveyed by the artist through the blood-red background further 

reveals additional information. While this information is independent of the 

text, both are inherently related to the information (2008, 314). Therefore, it 

serves the purpose of extension by enhancing circumstantial features.  

Another reason to select this spread for analysis is to investigate the production 

and representation of the autobiographical self across the body image and how 

it realizes the dynamic and interactive mind–body relation based on the strong 

visual narrative component in the graphic narrative. In this image, Offred’s 

inward, personal, subjective vision of herself takes an outward form through 

the visual presentation of her body. In Mikkonen (2013), engaging with the 

body reflects the representation of subjectivity and the subjectivity of artistic 

style. Of course, despite the comic artist’s creativity, this self-reflexive strategy 

must be interpreted in the context of the multiplicity of the relational, 

performative, and constructed self (e.g., Butler 1990; McConnell, Shoda, and 

Skulborstad 2012). In this sense, showing an image of self-portraiture may not 

be so much a revelation of self but rather a fashioning and preservation of self 

through layers of narration and focalization. More than that, the self-portrait 

manifests the process of self-reflection that invites the graphic artist to assess, 

communicate and maintain their sense of self. Horstkotte and Pedri (2017) 

maintain that this representation of self, in which body image becomes so 

dynamic, is subjected to the contingencies of both external and internal 

experiences, and of course, of layers of subjectivity. Such a viewpoint echoes 

Groensteen (2011, 108) that the portrayal of self, especially in graphic 

narrative, is inevitably visualized in multiform, multifold, and multiplication 

and often changes between various constructions. 

The multimodal source text analysis poses challenges for translating the 

verbal content in the spread. The translator may have had to take a supporting 

role to help readers understand the graphics first without undermining their 

impact. In this way, the translator must render the verbal signs in a way that 

makes them easily relevant to the target readers. Moreover, they may have to 

follow the original structure without exceeding the spacing of the original 

text to prevent readers from becoming distracted by the graphics. 
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Table 1 Summary table 

Sender’s meaning 

Grouping of 

items 

Semantic representation of 

individual modes 

Semantic representation 

of multimodal text Inferential meanings 

Cluster Verbal contents Visual 

contents 

COSMORO

E 

Logico-

semantic 

relations 

Explicatur

es 

Implicatur

es 

1CL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2CL 

 

 

1VER 

“The wreath on 

the ceiling floats 

above my head, 

like a frozen halo, 

a zero  

A hole in space 

where a star 

exploded.  

A ring on water, 

where a stone’s 

been thrown.” 

 

 

2VER 

“Every month I 

watch for blood, 

fearfully, for when 

it comes it means 

failure. I have 

failed once again 

to fulfill the 

expectations of 

others, which have 

1VIS 

Offred lies 

down, 

looking out 

of the 

window, 

imagining 

her naked 

and curved 

body on the 

wreath. 

 

 

 

 

 

 

 

2VIS 

An 

enlarged 

shaded 

curved 

body 

floating on 

1VER-1VIS  

Equivalenc

e—token–

token 

(wreath) 

 

1VER-1VIS 

Equivalenc

e—token–

token (star) 

 

1VER-1VIS 

Complemen

tarity—

essential 

apposition 

(frozen 

halo, a 

zero) 

 

1VER-1VIS 

Independen

ce— 

symbiosis 

(in space 

1VER-

1VIS 

 

Projection

-locution 

 

1VER-

1VIS 

Projection

-idea 

 

1VER-

1VIS 

Expansio

n—

extension 

 

1VER-

1VIS 

Expansio

n—

Enhancem

ent 

 

 

1VER-

1VIS 

Offred’s 

descriptio

n of the 

wreath on 

the 

ceiling 

and her 

further 

imaginati

on on the 

wreath 

and the 

star 

outside 

the 

window. 

 

 

 

 

 

 

 

Wreath, 

halo, zero, 

all 

meaning 

security, 

uncertaint

y, and 

sometimes 

violence. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The 

enlargeme

nt of the 

body 
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become my own. 

 

I used to think of 

my body as an 

instrument, of 

pleasure, or a 

means of 

transportation, or 

an implement for 

the 

accomplishment of 

my will. 

 

There were limits 

but my body was 

nevertheless lithe, 

solid, one with me. 

Now the flesh 

arranges itself 

differently. I’m a 

cloud, congealed 

around a central 

object, the shape 

of a pear, which is 

hard and more real 

than I am and 

glows red within 

its translucent 

wrapping.” 

the bare 

branches. 

 

exploded…

) 

 

2VER-2VIS 

Equivalenc

e—token–

token 

(body) 

 

2VER-2VIS 

Complemen

tarity—

apposition 

 

2VER-ALL 

Independen

ce—meta-

information 

 

 

 

2VER-

2VIS 

Projection

-locution 

 

 

2VER-

2VIS 

Expansio

n—

extension 

 

2VER-

ALL 

Expansio

n--

enhancem

ent 

 

 

 

2VER-

2VIS 

Offred 

worries 

about 

seeing her 

blood, 

leading to 

the failure 

she feels 

and the 

thoughts 

about her 

body. 

suggests 

its purpose 

as a tool in 

this 

regime, 

especially 

the vague 

part in the 

belly, 

which 

becomes 

the 

mysterious 

source of 

the 

narrator’s 

worries. 
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 5. Discussion and Conclusion 

The present study investigates subjectivity in a graphic narrative via a 

case study of The Handmaid’s Tale, adapted from the novel published in 1985. 

The graphic narrative was published in English in 2019 and the Taiwanese 

version in 2020 by the publisher Ten-Points. It is important to note that the 

publisher clearly points out in a passage on the back cover that the original 

graphic narrative was outlined long before the TV series was released, which 

reminds readers that this version is free from the influence of the TV series. 

Therefore, whether fans or those unfamiliar with this story, readers in Taiwan 

can enjoy a brand-new interpretation of the story different from the one in the 

TV series. Indeed, the analysis showed strong subjectivity not merely from the 

Figure 2 Taiwanese version 
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narrator Offred illustrating her experiences in various instances of focalization 

but also from the representation of the graphic style the Canadian artist Nault 

applies in terms of unique semiotic resources, such as colors or lines. We 

applied Dicerto’s (2018) analytical model in this study to explore how these 

semiotic signs make meanings and interact. 

To explore the presentation of subjectivity in graphic narrative, it is 

helpful to explore the concept of focalization to determine the essential feature 

in the story using an autobiographical method, as illustrated by the autodiegetic 

narrator (narrating-I) who is also the focalizer of her narrative (experiencing-

I). Indeed, the double temporality also corresponds to the term “chronotope,” 

often identified with Bakhtin (1981), meaning a unit of time and space 

conceived and interpreted comprehensively (Dentith 1995, 52). Because it is 

possible to have various intersecting chronotopes in a single work (Morson 

and Emerson 1990, 426), time and space, as narrated by the Handmaid Offred, 

differ from the chronotope of the events she experiences. Two more 

chronotopes transcend the story but exist in the minds of fan readers who know 

what happens to Offred afterward. One concerns the unknown fate Offred must 

face at the end of the story, while the other comprises the time that passed from 

the novel to the TV series and to the graphic narrative. Because some readers 
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of the graphic narrative will be unfamiliar with the story it is based on, it is 

important to involve them in the story world using visual and verbal signs. 

Believing optical perspectivation to be just one dimension in focalization, 

Horstkotte and Pedri (2011) propose that there are three ways focalization may 

be signaled in graphic narrative – that is, via shifts in visual vocabulary, 

repetition, and shading, and multi-stage braiding of identical visual material – 

which can be fully examined based on the rationale and analytical model 

applied in this study. The rationale this study takes follows Adami and Ramos 

Pinto’s “co-text approach” (2020), in which the term “text” means more than 

simply language but is understood as any multimodally composed meaningful 

whole, while co-text suggests signs in any mode encompassing verbal and 

visual signs designed, produced, and distributed in the social semiotic 

environment. Therefore, the co-text approach considers all resources co-

occurring as signifying elements that make meaning individually and in 

relation to each other. Dicerto’s model to analyze the multimodal text in this 

study for translation – unlike previous models proposed by Kress and Van 

Leeuwen (2001) and Baldry and Thibault (2005) – systematically highlights 

the salient textual and co-textual elements in analysis and ascribes individual 

semiotic resources to their roles, interactions, or inferential meanings. More 

importantly, it could be regarded as a “map” to guide the readers amongst 
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various semiotic signs and, at the same time, raise awareness of the existence 

of these signs in their intuitive interpretation process. 

Due to the use of clusters for analysis in this model, we can select a spread 

to investigate subjectivity in which the effect of ambiguous relationships 

between the frames and the backdrop it creates is aimed at prompting viewers 

to imagine different interrelated viewpoints (Mikkonen 2013, 109). This 

systematic analytical mode makes it easier to investigate the text–image 

relationships because every semiotic resource can be discussed under the realm 

of the entire text, that is, the whole page. The analysis reveals the equivalence 

relations between image and text in these two clusters, which suggests the 

graphic artist paid attention to the entire visual–verbal ensemble. Nonetheless, 

due to the media affordance, we found that the verbal content plays the role of 

complementarity instead of the visual signs, as presumed earlier. Thus, the 

subjectivity reflected in the artist’s decision could be more dominating than 

others. Yet, we may still find focalization from the spread selected for analysis  

in three distinctive ways. In the first cluster, while the reading path starts from 

left to right, we first see Offred lying on her bed, but readers soon find she is 

naked on the wreath in the middle of the page, which may implicate her 

loneliness and vulnerability in such a patriarchal society where her body is 

used as a child-bearing tool. The change, purely from Offred’s subjective 
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narration and experience, can therefore be seen as a shift in visual vocabulary, 

indicating a subjective inflection of the narrative and, thus, focalization. This 

change often involves visual metaphor and symbolism to attract readers to its 

narrative implications (Horstkotte and Pedri 2011). Moreover, the naked self 

in the middle of the page turns into a larger one in the second cluster, indicating 

the narrator’s self-awareness of the body, which reflects the representation of 

subjectivity and the subjectivity of the artistic style (Mikkonen 2013). 

Nevertheless, this indicates a sharp contrast between two visual metaphors of 

the same character combined with the self-conscious narrative. Lastly, it is 

essential to note the meta-information the graphic artist applied on this page, 

that is, the blood red, with a strong message to readers that the handmaid’s 

menstruation is significant in this society, which implies a message of danger 

and warning leading to the handmaid’s helplessness.  

On the other hand, as noted by Ng (2019) and Myhal (1995), the symbol 

of the circle is relatively common in Atwood’s stories, implicating threats, 

limitation, and suppression. In this graphic narrative, circles are pervasive, 

whether in the form of the wreath, the round door mat, or the handmaid’s 

particicution; this corresponds to the concept of “braiding” (Groensteen 2007, 

146). Moreover, braiding reflects the medium-specific nature of part–whole 

interaction, further reinforcing densification and the multidirectional reception 

in the graphic narrative (Horstkotte and Pedri 2011). More importantly, often 
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manifesting repetitively, braiding folds in on what precedes it, forcing readers 

to re-evaluate previous certainties. Such a specific presentation of focalization 

may pose a challenge to Dicerto’s (2018) analytical model because its 

application is to explore semiotic resources on the same page, the braiding, 

which may extend over several pages as a symbol throughout the work, may 

go beyond the discussion by the analytical model. Last but not the least, how 

visual and verbal signs interact in this study helps us revisit the concepts of 

text and source text and the context in which these signs make meanings. 
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伊佐和他的腳傷 

——小島信夫《美國學校》中的另一個故事 

楊炳菁 

北京外國語大學 副教授 

關冰冰 

浙江外國語學院 副教授 

【摘  要】 

《美國學校》是小島信夫的早期代表作，也是第 32 屆芥川獎獲獎

作品。小說描寫戰後日本被佔領時期，一群教授英語的日本人教師去美

國學校參觀的情形。既有研究從語言的政治性出發聚焦日本內部對美國

這一「外來者」所做出的反應。但此種研究並不能揭示小說所具有的多元

性。如果從個體间關聯的角度出發，以小說中主要人物之一伊佐和他的

腳傷為線索，可以看出小島信夫不僅是在反映日本對美國這一「他者」的

態度，同時也揭示了日本所謂群體意識的虛偽性。 

 

【關鍵詞】 

    小島信夫，《美國學校》，伊佐、個體，群體 
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Isa and His Foot Injury 

--Another Story from Nobuo Kojima's American 

School 

Yang Bingjing 

Associate professor, Beijing Foreign Studies University 

Guan Bingbing 

Associate professor, Zhejiang International Studies University 

【Abstract】 

American School is Nobuo Kojima's early masterpiece and the winner of 

the 32nd Akutagawa Prize. The novel describes a group of Japanese teachers 

who teach English visiting American schools during the occupation of Japan 

after the war. Existing research focuses on the internal response of Japan to the 

"outsider" the United States from the perspective of the politics of language. 

But this kind of research cannot reveal the diversity of novels. If we start from 

the perspective of inter-individual relationships and take Isa, one of the main 

characters in the novel, and his foot injury as clues, we can see that Nobuo 

Kojima is not only reflecting Japan's attitude towards the "other", the United 

States, but also revealing the hypocrisy of Japan’s so-called group 

consciousness. 
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一、引言 

《美國學校》（「アメリカン・スクール」）是日本作家小島信夫的早

期代表作。該小説發表在 1954 年 9 月號的《文學界》，並於 1955 年獲得

第 32 屆芥川文學獎。小説描冩一群中學英語教師在縣政府安排下前往美

國學校參觀。由於故事發生在日本戰敗後美軍佔領時期，因此，小説中明

顯存在着「支配者」對「被支配者」，「強者」對「弱者」這一美日對比。

在反映日本被佔領時期的小説中，不少作品都出現了這種美日對比，但

《美國學校》的特色在於小説所描冩的是一群教授英語的日本人教師，

而且多次出現日本人教師使用英語的場景。自「想像的共同體」理論出現

後，語言被視爲近代國家統合文化共同體的工具，語言與國家的意識形

態可以説存在不可分割的關係。而這也使得大部分先行研究是從小説中

日本人教師對英語的態度及使用出發，窺探其面對美國這一「支配者」時

所擁有的有關「自我」及「他者」的認知。具體來講，上述研究可分爲以

下兩個方面： 

第一是英語對小説主人公所具有意義的研究。例如山本幸正在《被

佔領時期的語言風景》中分析了小説中山田、美智子、伊佐在使用或對待

英語時所暴露出的感覺及心態後講：「《美國學校》中的英語一方面是被

佔領者建構其卑微的自我認同的工具，同時也是將那些以日語爲母語的

人從其窘迫的自我認同中解放出來的契機。」（山本幸正 2006：133）第

二是針對小説主要人物的研究。例如趙正民在《小島信夫<美國學校>論》

中這樣冩道：「作爲『近代國民』而被教育起來的他們，在背負『日本國
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民』這一觀念的同時，以『英語』爲媒介時而扮演『美國人』，時而彰顯

自己是『日本人』。表現的比美國人還像美國人的山田就是一個明白語言

中潛藏着權力，並要抓住這一權力的人。在這一點上美智子也一樣。而伊

佐則是被日語所帶有的制度、觀念支配，因此他有意識地拒絶享受英語，

並在『日語』和『英語』的夾縫中苦惱」（趙正民 2001：161）。 

雖然一個是對「英語」，一個是對「人物」，研究重點似乎有所不同，

但以上研究其實在本質上卻具有共同之處。那就是雙方都以語言帶有政

治性爲前提，並且都是在「日本—美國」或「日語—英語」這一對比框架

中，從「自我」與「他者」的角度展開的。也就是説二者基本上都是在研

究日本內部對美國這一「外來者」所做出的反應，而其研究方法也基本都

是在分析，在日本這一文化共同體中個體對英語，或個體對美國的態度。

因此，從這一角度來講，《美國學校》可以簡單概括成一部通過對英語的

反應體現戰後日本人對美國這一「他者」時所表現出的自我意識變化以

及多重性的小説。 

如果上述結論完全概括了《美國學校》所要表達的全部內容，那麼

《美國學校》就將具備以下特點：一、所謂美日對比框架其實質上只是一

個單方向的、以日本爲出發點指向美國的框架，而不是雙向的。尤其是在

小説中，「英語」是美國這一文化共同體的代表，因此，所謂的「美國」

完全就是一種形象中的抽象概念，它與具體的美國人並無關係。二、與

「美國」不同，在「美國—日本」這一對比框架中的「日本」是由具體的
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日本人個體組成，但這種個體存在的意義其實是爲了展示對美國意識的

多重性。換句話説就是，作爲個體的日本人也只表現出單方向指向美國

的特點。 

由於小説中明顯存在着美日對比，且有關英語的描冩貫穿始終，因

此先行研究可以説很好地把握了小説的基本脈絡。但正如坪內祐三所講

的那樣，小島信夫的文章雖然極其普通，但「就那麼簡單地沿着文章的意

思看下去，不知不覺間便踏進多重且多元的意義迷宮中」（坪内祐三 2005：

164）。事實上如果仔細閱讀小説便可以發現，《美國學校》這部小説並不

符合前面所總結的特點。首先，小説在涉及「美國」時較爲具體的描冩了

個體，他們分別是黑人大兵和美國學校的教師艾米麗。其次，在描冩日本

方面時，具體的個體對美國也並不是全部內容，小説中很多文字是在描

冩個體間的關聯。上述現象表明，《美國學校》絶非僅僅體現戰後日本人

對美國這一「他者」時所表現出的自我意識變化以及多重性。或許正如坪

內所言，它所表達的其實是一個多重且多元的意義迷宮。那麼，此處的問

題是：日本方面個體間的關聯，以及小說中出現黑人大兵、美國學校的教

師艾米麗究竟意味着什麼？ 

解決上述問題非常重要，因爲它能使小説內涵所具有的多重性、多

元性浮出水面。爲此，本文將小説主人公之一伊佐作為核心，以他去美國

學校途中所出現的「腳傷事件」爲線索，對上述問題展開論述。以伊佐爲

中心的原因在於：首先，正是因爲伊佐以及他的「腳傷事件」才使黑人大

兵和美國學校的教師艾米麗出現。其次，日方個體間的關聯主要表現為
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衝突，而衝突主要爆發在去美國學校的途中，其導火索也是伊佐的腳傷。

伊佐以及他的腳傷把小説中出現的衆多人物，尤其是美方人物也聯繫在

一起，而這是其他人物所不具備的特點。因此，伊佐以及他的腳傷或許可

以視爲與「英語」平行的小說中的一條暗線。 

 

二、日方個體間的關聯 

《美國學校》描冩日本戰後第三年一群英語教員去美國學校參觀。

其過程可分為四個階段：1、去參觀前的行前會議；2、在縣廳前集合；3、

去美國學校的路上；4、到達美國學校後的參觀活動。小説主要描寫的是

山田、美智子和伊佐，他們的共同之處在於都是英語教師，而三人之所以

能相遇當然是因爲縣政府組織的這次活動。如果從伊佐的腳傷出發，那

麼三人之間的關聯主要發生在伊佐與山田以及伊佐與美智子之間。
1
 

去美國學校參觀並非美方意圖，從負責此次參觀的縣政府工作人員

柴元所説的「爲了獲得同意，我們教育科可是做了非同尋常的努力」
2
（小

島信夫 1971:219）可以看出，縣政府爲了能夠去參觀應該是付出了相當

大的努力。或許正是因爲此次參觀機會來之不易，縣政府非常重視，於是

在去參觀的前一週，要求去參觀的老師到縣政府開會。而伊佐和山田就

                                                        
1
 美智子和山田當然也存在關聯，而且也是一種衝突關係。但有關這部分內容

的文字較少，而且是在已經到達美國學校後，大家商討是否進行示範教學的時

候。 
2
 本文中小說《美國學校》引文均出自小島信夫（1971）《小島信夫全集４》，

東京：講談社。引文為筆者所譯，後文凡出自該作品之引文均僅隨文標註頁

碼。 



淡江外語論叢 2023 年 12 月 No.40  

DOI: 10.29716/TKSFLL.202312_(40).0003 

 56 

是在這裡首次相遇了。 

山田最大的特點就是崇拜美國。這主要體現在以下兩方面：第一是

其行爲。他的名片不僅「背面印着外文」（227），而且對「翻譯，以及一

切與美軍有關的交涉都抱有興趣」（227）。不僅如此，「他還想抓住機會去

美國留學。爲了實現這一野心，山田日夜努力，小心翼翼地生活着」（227）。

第二是他的想法。在山田看來，日美「同是使用英語的國民同胞」（231）。

儘管這一結論不知出於何種邏輯，但如果從語言所具有的政治性來看，

「國民同胞」當然指的是日本人和美國人屬於同一文化共同體。然而「使

用英語」這一修飾卻表明，山田已經捨棄日語這一統合日本近代國家的

工具，並且認為日本歸屬於美國這一文化共同體。 

山田對去美國學校參觀非常積極。他在一週前的行前會議上就提出

「我們給他們上口語課」（218），「我們那天儘可能整天不説日語，讓他們

看看我們的英語水平」（219）。這些提議至少在山田看來對自己相當有利。

因爲山田不僅認爲自己英語水平很高，而且也做過「示範教學」，因此如

果其提議被採納，那麼山田被選上的幾率應該非常高。但結合山田對美

國的態度來分析就會發現，雖然山田一直使用「我們」一詞，但小說中山

田所用的「我們」被加上了重點符號，這說明「我們」應該具有某種特殊

含義。通過其崇拜美國的態度以及他一直想去美國等描寫可以推測，山

田之所以用「我們」其實並不是想爲日本人教師這個群體掙得某種顏面。

尤其考慮到山田認為自己最有可能成為代表進行「示范教學」，因此他其

實是以群體為藉口，為自己能夠「示范教學」而努力。山田應該認為只要
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那樣就能讓美國人了解自己的英語能力，從而受到青睞。然而對於山田

的這一提議，伊佐當場就發出「悲鳴似的叫聲」（219），並説「太不像話

了，豈有此理」（219）。而山田雖然想説服伊佐，但由於負責參觀的柴元

加以制止只好中斷了話題。 

在這次行前會議上，山田和伊佐並未發生實質性接觸。但通過上面

的描述可以看出伊佐和山田的想法截然不同，而這也爲之後兩人的衝突

埋下伏筆。 

伊佐與山田之間發生實質性接觸是去美國學校的那天早上。由於過

了集合時間負責人柴元還未出現，所以山田擔心要遲到，想找一個人一

起找柴元，於是便選擇了伊佐。但伊佐爲了不説英語採取連日語也不説

的「沉默戰術」（222），對山田不予理睬，這讓山田很生氣，並用英語説

道：「哦，真不害臊。」（222）生氣是可以理解的。因爲山田認爲「這樣

下去要遲到了。我們的名字都被美國學校登記了，所以遲到的話可是和

我們的面子相關」（221-222）。與行前會議上山田一直用「我們」同理，

山田似乎依舊是從群體的角度説明爲何擔心遲到，表面看來完全是為群

體考慮。不過，結合前面的論述可以知道，所謂「我們」不過是山田的藉

口。他更在意的是教師這個群體一旦遲到不僅會對自己的「示范教學」計

劃産生影響，而且如果給美國人留下不良印象或許會波及自己的留學目

標。因此，從這一角度看，伊佐不配合至少在山田看來是直接妨礙到自己

實現願望。事實上，伊佐不配合並非完全是由於山田過來找自己，而是因
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爲他採取了所謂的「沉默戰術」。所以即便不是山田來找他，他依然會不

配合。然而對山田來講，由於其不配合或許會影響自己的計劃，因此，山

田開始攻擊伊佐，衝突也由此産生。 

伊佐與山田再次發生實質性接觸是伊佐因爲鞋把腳磨破使得去參

觀的隊伍變得不整齊的時候。 

 

山田像鷹一樣瞅着走在最末尾的伊佐。從山田的位置回頭看去

也難怪他要發火。這一行人三五成群地從站着不動的山田旁邊走過

去。他們懶洋洋地走着，即便不是美國兵也會問：這是要去哪兒？

山田站在那等伊佐走近。他覺得這些日子以來伊佐在某些事上對自

己抱有抵觸情緒。山田一邊站着一邊想到「破壞紀律者」這個詞。

他覺得用這個詞就能對伊佐這個人的一切做出解釋。不知不覺中，

山田仿佛感到自己回到了三年前在軍隊裡當連長的地位了。這也許

是因爲剛才和柴元説了以前那些事的緣故。不過在伊佐走過來之前，

山田始終一聲不吭，保持沉默。這其中帶有山田作爲優越者的殘忍。 

（中略） 

山田聽聞伊佐不是普通的「破壞紀律者」而是被鞋磨破了腳，

覺得這是一個比普通的「破壞紀律者」更爲嚴重的紀律破壞者。用

這種幼稚的理由來解釋掉隊，這是不能允許的。（228） 

 

從上面這段話我們可以得到很多信息。首先，山田僅僅是去參觀的
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教師這個群體中的普通一員，他其實沒有任何理由和權力對別人發號施

令。但由於他以前在軍隊裡當過連長，並與領隊柴元意氣相投，所以雖然

他對美國是一種崇拜姿態，但在日本人教師這一群體中他還是力圖讓自

己處於核心地位。其次，山田當然也沒有資格指責伊佐，但他卻認爲伊佐

是「破壞紀律者」。「破壞紀律者」很明顯是站在群體的角度對伊佐做出的

評判。然而從「他覺得這些日子以來伊佐在某些事上對自己抱有抵觸情

緒」這句話中可以明白，山田完全是以群體爲藉口處理個人恩怨。最後，

在山田知道伊佐是因爲鞋把腳磨破才導致掉隊後，不僅絲毫沒有對伊佐

表示關心，而是認爲伊佐是個「比普通的『破壞紀律者』更爲嚴重的紀律

破壞者」。並且認爲「用這種幼稚的理由來解釋掉隊，這是不能允許的」。

正是由於以上原因，所以山田對伊佐説：「這隊伍亂糟糟的都是因爲你。

隊伍裡有你這麼個人在，大家都打不起精神。真讓人頭疼！」（229）很顯

然，山田話裡的「你」和「大家」是一個個體對群體的關係。而「真讓人

頭疼」是山田給伊佐在群體中的定位，同時也是山田「作爲優越者的殘

忍」。 

與山田對伊佐的態度有所不同，隊伍中的另一位英語教師美智子似

乎一直對伊佐抱有好感，並且關照有加。在去美國學校參觀的一行人中，

美智子是唯一的女性。與山田無論做什麼都是從美國如何看待自己有所

不同，美智子僅僅認爲美國文化是能夠讓自己發揮個人魅力的要素。這

從她説英語時「比説日語表情更生動，更富女人魅力」（225）以及她覺得
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「在講英語的時候自己好像變了個人，而且被講外語的喜悅和興奮所左

右」（242）便可看出。或許正是由於美國文化讓美智子感到能夠展示自己

與平時有所不同的個人魅力，因此，她參加這次活動時不但「身穿一套嶄

新的格紋西裝裙」（218），「腳蹬高跟鞋」（218），而且在到達美國學校後

想着自己能夠「在這裡換上高跟鞋而暗自歡喜」（237）。 

毫無疑問，美智子的英語水平明顯高於對英語很有信心的山田，美

國文化也與其更爲契合，成爲她展現個人魅力的手段。然而正如莫拉斯

基在《佔領的記憶/記憶的佔領——戰後沖繩·日本與美國》一書中所指

出的那樣，美智子的名字還可以寫作「道子」。「道子」這個名字裡的「道

路」「意味着文化/國民立場的曖昧性。美智子所受到的反諷就是不論英

語説的多好也只是在未到達美國世界之前的路上，那裡才是她能夠充分

表現的場所」（マイク・モラスキー 2006：74）。儘管美智子享受其説英

語時的效果，但她依然十分清楚自己是日本人，屬於日本這一群體。這不

但能夠從美國兵讓她上吉普時，她回答「我們是集體行動，不能脫離」

（225）中看出，而且也影響了她與伊佐的接觸。 

伊佐之所以能夠與美智子產生交集是因爲伊佐在去美國學校的途

中主動選擇與美智子在一起，因爲他認爲在女教師身邊最保險，所以一

直不離開她。但二者真正的交集則是由於美智子忘了帶筷子，並將借筷

子的對象鎖定爲伊佐。爲此，美智子把美國兵給她的芝士罐頭分了一個

給伊佐，這在「一切好意都由糧食供應來體現的時期」（224）應該是一個

很大的人情，同時也是美智子在向伊佐表達好意。在衆多男性中，美智子



  淡江外語論叢 2023 年 12 月 No.40 

DOI: 10.29716/TKSFLL.202312_(40).0003 

 61 

爲何一開始就把借筷子的對象鎖定爲伊佐在小説中並未明確交代，但美

智子把罐頭給伊佐絶不僅僅是因爲她要向伊佐借筷子。「美智子得了兩個

芝士罐頭，所以她明白要想最少獲取一個，必須得給誰一個。」（224）從

這個心理描冩可以看出，美智子的群體意識非常強。雖然兩個罐頭都是

美國兵給她自己的，但爲了在不引人注意的情況下順利得到其中一個，

所以她把另一個分給了伊佐。因此，或許真實的情況應該是美智子爲了

順利得到罐頭，才把其中一個給了伊佐。而正因爲把罐頭給了伊佐，所以

她才決定找伊佐借筷子。於是兩人便由此產生交集。 

伊佐和美智子所發生的第二次交集便是伊佐的腳被鞋子磨破開始

掉隊的時候。在乘坐美軍吉普去美國學校的建議被伊佐拒絶後，「美智子

仿佛覺得自己落後些伊佐的疼痛會有減輕似的慢慢走。她見伊佐一門心

思考慮自己，覺得很討厭，但在與伊佐分擔疼痛中，美智子隱隱感到那種

忘懷了的、對異性的愛情正湧上心頭」（226）。也許正是出於對伊佐的情

感，美智子再一次提出乘車去美國學校的建議，並説「我替你叫吧」（226）。

然而伊佐卻説：「不用。不用。那樣還不如脫了鞋走。」（226）由於伊佐

斷然拒絶，美智子「好不容易湧上來的對男性的愛慕消失。汗涔涔的皮膚

讓她感到自己心裡的某種不純。（中略）美智子決心不顧伊佐，去趕前面

那群人。於是伊佐週圍的一群也離開伊佐向前走去」（227）。 

上面這段內容表現了美智子複雜的心理活動。具體來講，美智子的

內心應該經歷了以下兩個階段。首先在第一階段，伊佐因為腳傷落後於
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整個隊伍，這使得伊佐成為整個隊伍中的「異類」。伊佐的腳傷的確給整

個隊伍帶來影響，這也是山田將伊佐稱為「破壞紀律者」的理由。美智子

當然知道伊佐的問題，她決定和伊佐走在一起或許可以解釋為減輕伊佐

因落後而產生心理負擔，盡量減少伊佐給隊伍所帶來的影響。這一解釋

可以看出美智子的善意以及對同行者的關心。但另外一種可能是美智子

要在午飯時向伊佐借筷子，尤其是她在此前已經給了伊佐罐頭，為借筷

子建立了良好基礎，因此美智子的上述行為或可以解釋為為了順利借到

筷子。如果是這樣那麼美智子放慢速度和伊佐走在一起便是出於私心，

而非顧及伊佐的腳傷。而這也可以從另一方面解釋為何她對伊佐已經產

生討厭的情緒卻依然沒有拋下他。第二階段是美智子對伊佐產生所謂的

「愛意」後。此時美智子當然會與伊佐一起走，但由於伊佐不理睬美智子

的示好，這便讓美智子產生自己不純的感覺。在感覺自己的不純後，美智

子決定離開伊佐。這表明，與伊佐的腳傷相比，美智子更注重的是自己的

感受。而當美智子決定不再管伊佐去追趕前面的隊伍後，原本伊佐週圍

的一群人也離他而去則是一個很有意思的現象。 

通過以上分析可以發現，在對伊佐腳傷這個問題上，美智子和山田

雖然表面上表現出較大差異，但其實卻有着共通性。具體來講就是，當伊

佐的腳傷給群體帶來影響後，兩人都在利用群體來實現自己的個人目的。

山田的行為可以用公報私仇來概括，而美智子則相對複雜。由於美智子

能得到食物，因此，以她為核心也形成了一個小群體。美智子在伊佐出現

腳傷之前利用這個小群體獲得食物；在伊佐出現腳傷後，則通過這個小
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群體相對降低伊佐對整個隊伍所產生的影響，向伊佐表達善意，而其目

的是為了順利借到筷子。此外，其他日本人教師或與山田一起或與美智

子一起，總之沒有一個人真正關心伊佐的腳傷。 

 

三、兩個美國人與伊佐的關聯 

美方與伊佐發生關聯的人有黑人大兵和艾米麗。與日方不同，他們

雖然在表面上與伊佐有一定衝突，但卻都在幫助伊佐解決他的腳傷問題。

首先來看黑人大兵的表現。 

伊佐與黑人大兵首次接觸其實是在參觀美國學校前。當時各村要在

佔領軍監督下進行選舉，於是因爲伊佐是英語教師便被安排當了翻譯。

在兩個人同乘一輛吉普車時，伊佐突然用英語對黑人大兵説「讓您久等，

實在對不起」（220）。一開始黑人大兵沒有聽懂，在伊佐重複了三遍後，

對方終於理解，並「死死地盯着伊佐的臉」（220），因爲這是一句非常正

統，又太過禮貌的英語。在那之後，伊佐除了「go」和「stop」以外再也

不肯説任何話，而且趁車速減緩時跳下車來躲進道邊的雜樹林。當被黑

人大兵找到時，伊佐衝他用日語説道：「要是我讓你講日語，你若不會講，

我就決不客氣，你會怎樣？」（220）山本幸正在《被佔領下語言的風景》

中對上面這一情節評價道：「這裡表現出黑人大兵所想像的英語與伊佐所

想像的英語之間的差異」（山本幸正 2006：127），「黑人大兵並不期待翻

譯説『有禮貌的英語』。他期待的是一個講『美語』的翻譯。所以《美國
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學校》通過描冩黑人大兵與伊佐之間的接觸，在顯示出英語中等級差異

的同時，甚至凸顯了『英語』和『美語』的不同」（山本幸正 2006：128）。

山本的上述評價關注了語言的差異性。但語言的差異性並非僅僅停留在

語言層面上，這種差異也讓黑人大兵對伊佐産生了誤解。因爲「在黑人大

兵看來，伊佐幾乎不講美國話，現在開口講了卻是日語，這讓他感到自己

像個傻瓜，甚至産生低人一等的感覺」（220）。所以「那個黑人大兵認爲

伊佐敷衍了事的翻譯是對自己的輕蔑和捉弄」（232）。眾所周知，戰後佔

領日本的美國人在日本地位極高，那麼黑人大兵為何還會產生低人一等

的感覺呢？此處表現出的一個重要問題就是種族問題。黑人大兵雖然是

美國人，但即便是在戰後，美國依然存在黑人種族問題，這便使黑人大兵

產生劣等感。他可能沒有意識到，伊佐所說的「有禮貌英語」其實是伊佐

在學習語言過程中所產生的問題。而黑人大兵沒聽懂伊佐的英語，並讓

其重複三次，這在伊佐看來或許對方是在捉弄自己。然而黑人大兵首先

想到的其實應該是種族問題，他內心深處的劣等感使其誤解伊佐之所以

不講「美語」是出於對其種族的蔑視，因此低人一等的感覺油然而生。 

當然，黑人大兵也考慮到伊佐的表現是否出於語言的原因。但他那

天「回到軍政部後就順便去了教育科，沒説理由便調查了伊佐的履歷。因

爲找不出伊佐不會講英語的理由，所以他斷定自己的看法沒錯」（232）。

雖然從實際情況上來看，伊佐應該絲毫沒有輕蔑黑人大兵的想法，但由

於種種原因，黑人大兵卻得出上述結論。在這一點上，可以説黑人大兵與

山田有相似之處，他們都誤解了伊佐。伊佐之所以與山田産生對立其實
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並非完全是對山田這個人有什麼不滿，同樣他對黑人大兵的「敷衍」也不

是緣於對其輕蔑。 

伊佐與黑人大兵第二次發生交集是在去美國學校的路上。伊佐由於

光腳走在路上被美國大兵發現，於是他和山田一起把伊佐塞進了自己的

吉普車。 

 

他慶幸自己見到伊佐，想着要稍微報複一下那天樹林中的事。 

他一個急剎車，突然將一支小手槍對着伊佐，説道：「不講英

語嗎？那句‘讓您久等了，實在對不起’再講一遍。」 

伊佐冒出冷汗，像擠出來似的説了。於是對方從那漂亮整齊的

鬍子下邊笑出聲來， 告訴伊佐那是玩具槍，然後哼着爵士樂開起車

來。（232） 

 

上面這段描冩，與其説是黑人大兵對伊佐的「報複」，不如説是他對

伊佐的一個惡作劇。雖然伊佐被黑人大兵嚇出冷汗，但從黑人大兵馬上

「笑出聲來」，並「告訴伊佐那是玩具槍」以及隨後「哼着爵士樂」等言

行來看，儘管黑人大兵之前認為伊佐對他輕蔑，但其實這個黑人大兵卻

沒有真的懷恨在心。事實上，黑人大兵應該是一個很爲對方着想的人。因

爲那次伊佐當翻譯卻中途跳車後，黑人大兵就是因為「擔心伊佐一個人

留在昏暗的山中出什麼事情」（220）而去找他。而這次，雖然對伊佐採取
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所謂的「報複」，但還是載着伊佐到了美國學校。而更爲重要的是，他把

伊佐帶到美國學校，自己「辦完事後想起伊佐的腳」（233）便又回到學校

這裡。「從吉普中走出來的黑人大兵邊吹口哨，邊憑依在距伊佐有段距離

的柵欄上尋找自己的兒子。」（233）黑人大兵找自己的兒子是爲了讓兒子

去找美國學校的老師給伊佐治療腳傷。 

通過黑人大兵的上述行爲可以明白，雖然他也與伊佐産生了衝突，

並認爲伊佐在蔑視自己甚至進行了所謂「報復」，但當他看到伊佐的腳傷

後，卻與日方的表現完全不同。黑人大兵在自己能力所及的範圍內積極

爲伊佐想辦法。而正是在這個黑人大兵的幫助下，伊佐得以與艾米麗發

生了關聯。 

黑人大兵的兒子找來的正是美國學校的教師艾米麗。艾米麗和這個

黑人孩子過來找伊佐就是爲了治療他的腳傷。艾米麗走到伊佐身邊説的

第一句話是「我給你治一下腳。我不是要給你的腳塗毒藥」（234）。艾米

麗這樣講是否與黑人大兵的兒子轉述了他父親的什麼話不得而知，但艾

米麗這樣説很明顯是直截了當的表明目的，讓對方放下戒心。因此，伊佐

雖然沒有説什麼，但卻心存感激，並且爲了表達感激想去幫艾米麗拿她

手中厚厚的書。 

爲了幫伊佐治療腳傷，艾米麗先是帶他到醫務室，在發現醫務室沒

人後又把伊佐領到自己的房間。在艾米麗和伊佐的接觸過程中，艾米麗

兩次將自己房間的門上了鎖。一次是在兩人進到房間後，另一次則是她

去找護士離開房間的時候。對於第一次上鎖，艾米麗解釋是爲了不讓學
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生看到自己吸煙，因爲「讓學生看到吸煙就麻煩了，所以不論男女都這麼

做」（235）。這裡的「不論男女都這麼做」是指美國學校的老師都會在吸

煙的時候鎖上門。爲了不讓學生看到老師吸煙而鎖門其實是個令人不解

的動作。因爲如果只是不想讓學生看到的話，只要關上門便可以了。如果

怕學生推門而入，那即便是吸完煙把門鎖打開學生也會聞到煙味兒。因

此，這個吸煙時鎖門的動作很有可能是爲了造成學生敲門裡面沒人的效

果。換句話説，老師在吸煙的時候鎖上門就意味著此時老師是暫時脫離

其職業身份的個體，吸煙是個體在其私人空間所進行的行爲。從這一角

度講，艾米麗將伊佐帶到房間裡並鎖上門是在一個私人空間裡接觸伊佐，

她對伊佐腳傷的治療完全是其自己的選擇，是個體行爲的表現。 

艾米麗第二次鎖門是當她看到伊佐的腳傷很嚴重的時候——「艾米

麗自顧自喝了咖啡，到走廊上去。出去時她從門外把伊佐鎖在房內。」

（235）發現伊佐的腳傷過於嚴重，於是艾米麗離開房間去找護士。對於

這次離開房間時爲何要鎖門小説並沒有從艾米麗的角度做任何解釋。只

是伊佐是在艾米麗這次鎖門離開後才明白剛才之所以會鎖門是爲了避開

學生吸煙。而此時，伊佐則認爲艾米麗之所以鎖門出去，是因爲擔心他

「在校內隨便亂走或者又要逃跑（如同被馴服的動物也會逃走一樣）」

（235）。艾米麗將伊佐看做被馴服的動物，並爲了防範他到處亂跑而鎖

門，其實只是伊佐自己的想法。從艾米麗帶着伊佐去醫務室時學生們跟

在伊佐後面，艾米麗喝退學生的細節來看，這次鎖門很有可能是爲了避
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免學生對伊佐好奇而採取的措施。也就是説，艾米麗雖然離開，但她依然

是在爲伊佐着想，避免其遭遇尷尬。 

伊佐的腳傷最後是否在醫務室得到治療小説並未交代。但通過閱讀

小說可以知道，伊佐最後是穿着艾米麗的運動鞋在美國學校參觀的。從

這一結果上看，黑人大兵和艾米麗是以接力的方式處理伊佐的腳傷——

黑人大兵把伊佐帶到美國學校，並通過自己的兒子找來艾米麗；艾米麗

帶着伊佐進到學校裡，並想辦法給伊佐治療腳傷。在與伊佐接觸時，黑人

大兵和艾米麗雖然是在伊佐腳傷的不同階段，但兩人卻都是在個體層面

上與伊佐接觸，並把治療其腳傷放到了一個重要的位置。  

 

四、結語 

通過上面的論述可以明白：在對待伊佐腳傷這個問題上，日美雙方

顯示了截然不同的處理方式。首先是日方，通過分析山田和美智子可以

看出，他們其實並沒有真正爲伊佐的腳傷考慮，而是通過伊佐的腳傷給

群體所帶來的影響實現他們個人的目的。從這一角度講，群體僅僅是一

個被利用的工具而已。與此相對，美方則完全是從個體的層面來看待伊

佐的腳傷。無論是黑人大兵還是艾米麗，雖然他們也可以從群體的角度

看待伊佐的腳傷，但通過他們的行動可以看出，他們並沒有首先把伊佐

看做日本人，而是將其視爲一個需要治療的病人，並爲這個病人想儘辦

法。 

群體意識一直被認爲是日本人的重要特徵。這從伊佐的行動上便可
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以得到佐證。事實上伊佐一直希望儘快脫離美方，設法回到日本人教師

這一群體中。因此即便是在黑人大兵的吉普車中看到了衆人嘲笑他，伊

佐「依舊覺得待在那一群人中間更好」（232）。而在艾米麗努力為他治療

腳傷的時候，伊佐依舊想的是要逃回自己原來的那個群體中。伊佐的上

述想法表明，即便處於群體外部的個體對其採取友好態度，而自己所在

的群體並不友善，但其依然很難脫離自己所在的群體。但伊佐或許沒有

意識到，所謂的群體是由每一個個體組成的。而每一個個體在群體中都

有可能利用群體爲自己謀利，因此群體時常會顯露出其殘忍性和虛偽的

特點。事實上在小説最後所描冩的柴元和山田把伊佐和美智子之間因筷

子而發生的意外美化爲大家對英語的熱情便更進一步地揭露了日本群體

意識的虛偽性
3
。 

《美國學校》這部小説雖然通過對英語的反應體現戰後日本人對美

國這一「他者」時所表現出的自我意識變化以及多重性，但在英語之外，

伊佐的腳傷也涉及到小説中絶大多數的登場人物。更重要的是，如果以

伊佐的腳傷爲線索來分析日美雙方的反應便可以看到另外一個故事。對

於美國大兵與教師艾米麗的描冩或許並非是爲了讚揚美國，小島也許想

通過這些描冩更加清晰地揭露日本的問題。 

了解「他者」的最重要的目的之一是認識「自我」。《美國學校》不

                                                        
3
 所謂因筷子而發生的意外是指美智子因為穿著高跟鞋而沒能接好伊佐遞過來

的筷子最終摔倒。然而當美國學校的校長問發生了什麼的時候，山田將柴元的

回答翻譯為兩人是因為爭著示范教學才導致摔倒。 
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僅僅反映出戰後日本人對美國及美國文化的態度和認知，更重要的是通

過這一過程更加清晰地思考日本人自己。從這一點來講，《美國學校》並

不是一個簡單的由日本到美國的單向框架，而是由內到外再到內的自我

認知過程。 
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在童年悲傷地消逝的寓所 

林待吟 

文藻外語大學法國語文系 副教授 

 

【摘要】 

《傷心別墅》是默迪阿諾第四本小說的標題，它同時也是小說中一間

住宅的名稱。這本小說見證了默氏書寫的改變，別於他的第一部三部曲其

時代背景皆設定為德軍佔領法國時期，該書中的時間軸定於 60年代，這是

小說家揮灑年輕歲月的時代。除此，小說行文間也散佈了不少自傳性色彩

的描述。 

  學者涅托別克與于斯冬認為默迪阿諾在這本小說中創造了他的第

一個小說人物：何內‧曼特，正是他為其兒時住處取名為《傷心別墅》。如

果小說家將此居所名稱定為小說標題，此舉似乎暗示著該人物與其住所有

著重要性。這幢屋舍是否僅僅為了提供人物活動所需的背景空間？它扮演

著什麼角色？它與小說中人物有著什麼樣的互動關係？ 

  因為《傷心別墅》是何內‧曼特的兒時居所，本文將援用巴舍拉探

討人與空間相關的論述。此外，也將參照馬庫斯的研究，思索關於家屋與

自我的關係。本研究分為三部份，將探討寓所與其不同居住者間的互動關

係，分別為：父親的住宅、從凱旋宅第到傷心別墅及日安憂傷，我的夢中

屋舍。 

 

 

【關鍵詞】 

家屋、別墅、悲傷、童年 
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In the villa where childhood sadly lost 

Tai-Yin LIN 

Associate Professor, Department of French, Wenzao Ursuline University of 

Languages 

 

【Abstract】 

Villa Triste is both the name of the fourth novel by Patrick Modiano and 

that of a residential villa in the novel. This novel, which marks a turning point in 

Modiano novelistic creation, differs from those of his first trilogy whose action 

took place under the Occupation: its temporal axis is set in the 1960s, the period 

when the novelist spent his youth. In addition, there are also many 

autobiographical descriptions scattered in the text of the novel. 

In this novel – according to the research of Nettelbeck and Hueston – 

Modiano gives birth to his “first romantic character”: René Meinthe, who named 

his childhood residence Villa Triste. If the novelist named this residence as the 

title of a novel, this would seem to imply the importance of the character and his 

residence. Is this villa a simple setting so that the action of the characters can 

take place there? What role does it play? What kind of interactive relationship 

does it have with the characters in the novel? 

Since Villa Triste is the birthplace of René Meinthe, we will quote 

Bachelard’s discussion on the relationship between people and space. In addition, 

it will also refer to Marcus's research to think about the relationship between the 

house and the self. 

This research is divided into three parts, which will explore the interaction 

between the residence and its different occupants, namely: Father’s Residence, 

From Triumphal Villa to Sad Villa and Hello Sadness, My Dream House. 

【Keywords】 

 house, villa, sad, childhood 
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Dans la villa de l’enfance tristement perdue 

Lin Tai-Yin 

Professeur Associé, Département de français, 

Université Ursuline de Langues étrangères Wenzao 

【Résumé】 

Villa Triste est à la fois le nom du quatrième roman de Patrick Modiano et 

celui d’une villa d’habitation dans le roman. Ce roman, qui marque un tournant 

dans la création romanesque modianienne, se distingue de ceux de son premier 

cycle dont l’action se situait sous l’Occupation : son axe temporel est situé dans 

les années 60, l’époque où le romancier avait dissipé sa jeunesse. D’ailleurs des 

scènes autofictionelles y sont éparpillées. 

Dans ce roman – d’après les recherches de Nettelbeck et Hueston – 

Modiano donne naissance à son « premier personnage romanesque » : René 

Meinthe. C’est lui qui a donné le nom de Villa Triste à sa maison d’enfance. Si 

le romancier a donné ce même nom au roman, c’est parce que s’y lit en filgrane 

l’importance de ce personnage et de sa maison. Cette villa est-elle un simple 

décor pour que l’action des personnages puissent s’y dérouler ? Quel rôle joue-

t-elle ? Quelle relation se tisse entre elle et les personnages dans le roman ? 

Puisque Villa Triste est la maison natale de René Meinthe, nous nous 

appuierons sur les théories de Gaston Bachelard concernant la relation entre 

l’espace et l’homme, et celles qui concernent la terre et la rêverie du repos. Par 

ailleurs nous nous référerons aussi dans notre recherche à l’étude de Clare 

Cooper Marcus, qui révèle la relation entre la maison et son habitant. 

Cette recherche sera divisée en trois parties, dont chacune étudiera 

respectivement l’interaction entre la villa et ses habitants successifs. Elles seront 

intitulées : la villa de mon père, de Villa Triomphale à Villa Triste et Bonjour 

tristesse, ma villa onirique. 

 

【Mots-clés】 

maison, villa, triste, enfance 
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Dans la villa de l’enfance tristement perdue 

 

Villa Triste est à la fois le nom du quatrième roman de Patrick Modiano et 

celui d’une villa d’habitation dans le roman. Ce roman, qui marque un tournant 

dans la création romanesque modianienne, se distingue de ceux de son premier 

cycle dont l’action se situait sous l’Occupation1. Une écriture idyllique brosse le 

tableau d’une ville thermale savoyarde où l’auteur avait dissipé sa jeunesse et 

qui offre un abri à Victor Chmara – le protagoniste du roman – qui s’est enfui de 

la ville de Paris menacée par la guerre d’Algérie. Dans ce roman – d’après la 

recherche de Nettelbeck et Hueston – Modiano donne naissance à son « premier 

personnage romanesque » : René Meinthe2. 

En fait, le paysage savoyard du roman n’est pas sans rappeler Balbec, et 

dès le premier chapitre l’entrée en scène de René Meinthe, une « tante » traquant 

les jeunes permissionnaires qui chantent joyeusement sur les quais, n’évoque-t-

elle la première rencontre de M. de Charlus et de Morel3 ? Avec une « écriture 

minimale », Modiano esquisse ce second rôle en faisant un clin d’œil à ses 

pastiches de Proust déjà présents dans les romans précédents4. Or René Meinthe 

va se détacher du fond brumeux et bruyant dans lequel évoluaient les 

personnages secondaires des premiers romans. C’est lui qui a donné le nom Villa 

Triste à sa maison d’enfance. Si le romancier a donné le même nom au roman, 

c’est parce que s’y lit en filigrane l’importance de ce personnage et de sa maison. 

Une dizaine de chercheurs ont parlé de ce roman, mais aucune recherche 

                                                        
1
 La Place de l’étoile, La Ronde de nuit et Les Boulevards de ceinture. 

2 Colin W. Nettelbeck et Penelope A. Hueston, « Voyage dans un temps-matrice : Villa 

Triste », in. Patrick Modiano pièces d’identité. Ecrire l’entretemps, Paris, Editions 

Lettres modernes, 1986. 
3 Cf. Nadia Butard, Patrick Modiano, Paris, Textuel, 2008. 
4  Bruno Blanckeman, Lire Patrick Modiano, Paris, Armand Colin, 2009, p. 53. 

Blanckeman estime ce quatrième roman comme « un texte de transition » dont 

certains endroits évoquent les trois premiers romans. Rappelons que dans La place 

de l’étoile, le protagoniste se prend pour Marcel Proust, et la présence en scène de 

Meinthe fait référence encore à l’œuvre de Proust. 
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n’aborde le thème de la relation entre la villa et son propriétaire5. Nous allons 

prendre le relais et étudier cette relation entre la villa et les personnages du roman. 

Puisque Villa Triste est la maison natale de René Meinthe, nous nous 

appuierons sur les théories de Gaston Bachelard concernant l’enfance, l’espace, 

la rêveries et le repos. Par ailleurs l’étude de Clare Cooper Marcus qui révèle la 

relation entre la maison et son habitant servira à notre recherche. 

Notre étude comprend trois parties, dont chacune étudiera l’interaction 

entre la villa et ses habitants successifs : La villa de mon père, de Villa 

Triomphale à Villa Triste et Bonjour tristesse, ma villa onirique. 

 

La villa de mon père 

 

Villa Triste était une villa ayant appartenu aux parents de René Meinthe. 

Le père, le docteur Henri Meinthe, a été « un des héros et des martyrs de la 

Résistance »6. Il y a même une rue dans la ville qui « porte son nom ». Ces 

descriptions sur le père de Meinthe ne sortent pas de la bouche du fils, mais 

apparaissent deux fois dans le journal local. Malgré son décès, cet homme est 

                                                        
5
 Cf. Colin W. Nettelbeck et Penelope A. Hueston, Patrick Modiano pièces d’identité. 

Ecrire l’entretemps, Paris, éditions Lettres modernes, 1986. Martine Guyot-Bender, 

mémoire en dérive poétique et politique de l’ambiguïté chez Patrick Modiano, Paris-

Caen, lettres modernes minard, 1999. Paul Gellings, poésie et mythe dans l’œuvre de 

Patrick Modiano, Paris-Caen, lettres modernes minard, 2000. Nadia Butard, Patrick 

Modiano, Paris, Textuel, 2008. Bruno Blancekman, Lire Patrick Modiano, Paris, 

Armand Colin, 2009. Dominique Rabaté, « Revisitant Villa triste », in. Roger-Yves 

Roche (dir.), Lectures de Modiano, Nantes, éditions Cécile Defaut, 2009, p. 221-241. 

Isabelle Dangy, « Hôtels, cafés et villas tristes : lieux privés et lieux publics dans les 

romans de Modiano », in. Roger-Yves Roche (dir.), Lectures de Modiano, Nantes, 

éditions Cécile Defaut, 2009, p. 179-199. Dominique Meyer-Bolzinger, « La maison : 

un lieu de mémoire ? », in. Anne-Yvonne Julien, Modiano ou les Intermittences de la 

mémoire, Paris, Hermann, 2010, p. 201-218. Denis Cosnard, Dans la peau de Patrick 

Modiano, Fayard, 2010. Anne-Yvonne Julien, « Du statut du souvenir heureux dans 

les romans de Modiano. Villa Triste (1975), Remise de peine (1988), Fleures de ruine 

(1991) », in. Anne-Yvonne Julien, Modiano ou les Intermittences de la mémoire, 

Paris, Hermann, 2010, p. 219-238. Bertrand Poirot-Delpech, « Villa Triste : un nouvel 

« étranger » », in. Patrick Modiano, Paris, Les Cahiers de l’Herne, 2012, p. 38-40. 
6 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 117 et  

p. 183. 
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présent dans le cœur des habitants de la ville. 

Clare Cooper Marcus pense que « la maison est comme le reflet de soi »7. 

Que révèle la villa du docteur Henri Meinthe ? Peut-on comprendre mieux l’état 

d’âme de ce personnage à travers sa deumeure ? Voici la localisation et 

l’apparence de la villa : 

[...] au milieu d’un quartier résidentiel [...] 

Quartier désert, rues bordées d’arbres dont les 

feuillages formaient des voûtes. Villas de la 

bourgeoisie locale aux masses et aux styles 

variables, selon le degré de fortune. Celle des 

Meinthe [...] était assez modeste si on la comparait 

aux autres. Elle avait une teinte bleu-gris, une 

petite véranda [...] et un bow-window [...] Deux 

étages, le second mansardé. Un jardin au sol semé 

de graviers. Une enceinte de haies à l’abandon.8 

Bertrand Poirot-Delpech trouve que c’est « une villa d’emprunt ni 

française ni bourgeoise sans être le contraire, hideuse mais émouvante » 9 . 

D’ailleurs, contrastant avec l’ensemble des villas de loisirs au bord du lac Leman, 

comme celle où Chmara, Yvonne et Meinthe sont invités pour la fête, ce quartier 

résidentiel et calme paraît « désert » aux yeux de Chmara. Cela montre qu’une 

villa d’habitation diffère de celles destinées aux touristes venus passer les 

vacances. Par ailleurs, si les variations du style architectural dépendent de la 

situation économique du propriétaire, il ne faut pas négliger le choix et le goût 

personnels. 

People consciously and unconsciously “use” their 

home environment to express something about 

                                                        
7 Cf. Clare Cooper Marcus, House as a mirror of self, Berwick, Nicolas-Hays, Inc., 2006 

[1995]. 
8 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 172-173. 
9 Bertrand Poirot-Delpech, « Villa Triste : un nouvel « étranger » », in. Patrick Modiano, 

Paris, Les Cahiers de l’Herne, 2012, p. 39. (Le Monde, le 5 septembre 1975.) 
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themselves10. 

Le cadre de la maison trahit le moi et le ça de son propriétaire. La villa du 

docteur Henri Meinthe affiche un style hybride, avec d’un côté un bow-window 

et de l’autre une véranda. Contrairement à ces éléments étrangers, l’étage 

mansardé est très français. Cet étage supérieur est le pendant du grenier 

bachelardian. Dans sa poétique de l’espace, le grenier est l’endroit sublime qui 

favorise la rêverie11. Par son caractère français, cet étage mansardé pourrait 

évoquer la « vieille souche » savoyarde de la famille Meinthe12. Quant au style 

composite combiné d’un bow-window et d’un véranda, il montre le goût 

exotique du docteur. Ce goût est-il un vestige d’une vie ailleurs ?  

Au cours d’une visite chez Meinthe, Chmara découvre des traces du passé : 

Accrochés à hauteur d’homme, sur le mur opposé, 

une carte Taride de l’Afrique-Occidentale 

française et une grande vue aérienne de Dakar, 

cernée d’un cadre très mince. Elle semblait 

provenir d’un syndicat d’initiative. La photo 

brunâtre devait être vieille d’une vingtaine 

d’années. Meinthe m’apprit que son père avait 

travaillé quelques temps « aux colonies »13.  

Chez Meinthe, il ne reste pas grand-chose. Le fait que le père avait 

accroché à hauteur de vue une carte et une photo aérienne montre soit que 

l’endroit représenté lui manquait, soit que le souvenir lié à cet endroit lui était 

cher. Un ailleurs occupait le cœur du docteur Henri Meinthe, cet attachement 

était-il la cause du style composite de sa villa ? Entre son retour de Dakar et son 

engagement dans la Résisitance, combien de temps avait-il passé dans sa ville ? 

La photo, datée d’une vingtaine d’années, avait-elle été prise avant ou après la 

naissance de son fils ? Le docteur réveillait « chez certains beaucoup de 

                                                        
10 Clare Cooper Marcus, House as a mirror of self, Berwick, Nicolas-Hays, Inc., 2006 

[1995], p. 7. 
11 Cf. Gaston Bachelard, La poétique de l’espace, Paris PUF, 1998 [1957], p. 41-42. 
12 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 117. 
13 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 174. 
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souvenirs » par sa bravoure et son sacrifice, mais quel souvenir avait-il laissé à 

son fils qui, à l’époque, était encore en bas âge14 ?  

Le docteur Henri Meinthe était non seulement de vieille souche locale, 

mais après sa mort, il est aussi devenu une figure mémorable pour les 

autochtones. Cette absence-présence pesante est envahissante pour le fils, René 

Meinthe. Une déduction pourrait montrer que le père est mort lorsque Meinthe 

était encore petit15. D’ailleurs l’absence du père pourrait être encore plus longue, 

si le fils était né pendant son travail « aux colonies ». 

Les deux mots « aux colonies » mis entre guillemets semblent inviter à une 

« double lecture »16. Parce que le père aurait pu alors travailler dans des secteurs 

divers : dans le commerce, dans l’industriel ou dans l’armée... Mais cela peut 

aussi faire penser aux pères de l’univers romanesque de Modiano, souvent mêlés 

à des affaires louches, sujet sur lequel nous reviendrons. Quel que soit le métier 

dans lequel le docteur s’était engagé, son absence est évidente. Éloigné de son 

père, quelle influence le fils a-t-il subie ? 

L’enfance joue un rôle important pour la vie ultérieure. La maison 

d’enfance – « notre premier univers » – assure un développement à un enfant : il 

y participe à une « chaleur première, à cette matière bien tempérée du paradis 

matériel »17. «C’est dans cette ambiance que vivent les êtres protecteurs »18. 

Entre 4 et 8 ans, Meinthe a vécu son enfance avec ses parents ou 

uniquement avec son père dans une villa exotique19. Quoiqu’on ignore sa vie 

après la mort de son père-héros-martyr, la maison d’enfance, qui pour Bachelard 

représente des « fixations de bonheur », est pour Meinthe une source de douleur. 

La présence de villa contraste fortement avec l’absence du père.  

                                                        
14 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 117. 
15 L’axe temporel du roman est situé au début des années soixante, au moment où la 

guerre d’Algérie était en cours, cela ne dépasse donc pas l’année 1962. A ce moment 

Meinthe a 26 ans (p. 77). Son père est mort pour la Résistance, donc entre 1940 et 

1944. Il aurait donc perdu son père lorsqu’il avait environ de 4 à 8 ans. 
16 Cf. Bruno Blanckeman, Lire Patrick Modiano, Paris, Armand Colin, 2009, p. 18. 
17 Gaston Bachelard, La poétique de l’espace, Paris PUF, 1998 [1957], p. 32. 
18 Gaston Bachelard, La poétique de l’espace, Paris PUF, 1998 [1957], p. 35.  
19 Étrange est l’absence totale de la mère. 
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De Villa Triomphale à Villa Triste 

 

A l’époque du docteur Henri Meinthe, la villa ne portait pas de nom. On 

peut imaginer qu’après son sacrifice dans la Résistance, l’endroit où il habitait a 

été auréolé. C’est la demeure d’un héros et martyr du pays, un mémorial, une 

villa Triomphale. 

Habiter la villa parentale montre soit un attachement du fils Meinthe, soit 

l’absence de moyens pour vivre ailleurs. Il avait d’abord quitté la ville, mais il y 

est finalement revenu. Cela montre qu’au fond qu’il n’a pas pu couper le lien 

avec ses origines. Ce lien manifeste un amour profond. Cet amour nourri dès 

l’enfance déterminerait l’inclination sexuelle de René Meinthe : 

J’ai trouvé en ce qui concerne les pervers sexuels 

que ce sont des enfants gâtés souvent maintenus 

dans l’incertitude de leur sexe, et qui présentent, 

outre celui de s’affirmer, un grand désir de réussite 

immédiate et de supériorité personnelle.20 

L’observation d’Alfred Adler peut-elle expliquer le cas de René Meinthe ? 

Il est vrai que les deux derniers points correspondent à la description de ses 

comportements21. Or aucun indice ne peut affirmer que Meinthe était un enfant 

gâté. Cependant, le père joue certainement un rôle important : 

L’éducation des garçons par des personnes du sexe 

masculin (les esclaves dans l’antiquité) paraît 

avoir favorisé le développement de 

l’homosexualité ; la fréquence de l’inversion dans 

la noblesse d’aujourd’hui s’explique mieux 

lorsque l’on tient compte du fait que, dans les 

familles nobles, on emploie surtout des 

                                                        
20 Alfred Adler, Le sens de la vie. Etude de psychologie individuelle, 1933, p. 105. 

http://classiques.uqac.ca/classiques/adler_alfred/sens_de_la_vie/sens.html 
21 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 165-168. 
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domestiques mâles, et que les mères s’adonnent 

moins complètement aux soins de leurs enfants. 

Dans certains cas d’hystérie, on remarque que les 

conditions qui ont déterminé le choix de l’objet 

sexuel, et ainsi ont fixé une inversion permanente, 

trouvent leur origine dans le fait qu’un des parents 

est prématurément disparu (qu’il soit mort, qu’il 

ait divorcé d’avec son conjoint, ou qu’il se soit 

aliéné l’affection de l’enfant), en sorte que tout 

l’amour de l’enfant s’est reporté sur la personne 

qui lui est demeurée.22 

Le père-martyr est mort et a laissé son fils en bas âge. Et jamais dans le 

roman n’est mentionnée la présence de la mère. La vie ne devait pas être facile 

pour l’enfant Meinthe, mentalement et matériellement. En outre, plus les autres 

se souviennent de son père, plus le fils éprouve son manque. Plus le père est loué, 

plus le fils se sent insignifiant, s’il n’arrive pas à dépasser son père. Mais 

comment le dépasser ? 

La maison d’enfance, qu’on considère souvent comme un des « espaces 

louangés », évoque ici moins la joie que la souffrance 23. Vivre dans la petite 

ville sous les regards pesants des villageois n’était plus supportable. Meinthe 

comparait sa ville natale à un « trou », il a voulu s’en échapper24. Si la ville de 

ses origines est un trou noir, alors le centre de ce trou – la singularité 

gravitationnelle (elle attire tout et le retient, même le temps ne suit plus sa course 

habituelle) –, c’est la villa parentale. Cette villa Triomphale du père est devenue 

pour lui à la fois un refuge et une prison25. 

                                                        
22 Freud Sigmund, Trois essais sur la théorie sexuelle, (traduit par B. Reverchon-Jouve), 

Paris, Gallimard, 1978 [1905]. http://psycha.ru/fr/freud/1905/3_essais29.html#toc96 
23 Gaston Bachelard, La poétique de l’espace, Paris PUF, 1998 [1957], p. 17. 
24 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 114 et  

p. 165. 
25 Clare Cooper Marcus montre que la maison est pour certains une espace ambivalente, 

elle est à la fois « refuge et prison ». Tout comme René Meinthe éprouve ces deux 

sentiments opposés envers la villa d’enfance. Cf. House as a mirror of self, p. 113-
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Meinthe a quitté la ville vers 20 ans, grâce à un baron belge, son soupirant. 

Celui-ci l’a emmené ailleurs. Après la mort du baron, Meinthe est revenu dans 

sa ville natale. 

Pendant ses six ans d’absence, il suivait partout le baron, et entre-temps il 

a fait des études de médecine, et dès son retour en Savoie, il se fait appeler « le 

docteur Meinthe », tout comme son père. Devenu docteur, il aurait eu le choix 

d’habiter ailleurs, mais il a décidé d’habiter la villa du père. 

Clare Cooper Marcus parle du choix d’une demeure en disant qu’à part le 

budget et le goût personnel, l’habitant considère aussi la connotation suscitée par 

la maison. 

The symbolic role of the house as an expression of 

the social identity we wish to communication and 

display.26 

Dans le cas de Meinthe, quel message est transmis par le choix d’habiter 

dans la villa d’enfance ? Dominique Meyer-Bolzinger pense que « posséder une 

maison, c’est être inscrit dans une lignée » 27 . Par le fait d’habiter la villa 

parentale et d’avoir le même titre que son père, Meinthe semble manifester une 

double inscription dans la lignée. Or c’est à ce moment qu’il baptise son foyer 

natal « VILLA TRISTE »28. 

La tristesse est issue des plusieurs circonstances : le décès du père, l’amour 

illusoire, la solitude de la vie, et par ailleurs, la dégradation de la villa Triomphale 

de jadis. En écrivant noir sur blanc le nom sur le portail écaillé, Meinthe fait voir 

son deuil perpétuel. 

 

Bonjour Tristesse, ma villa onirique 

 

La maison natale est « la maison d’intimité absolue » », ce sentiment 

                                                        
120. 

26 Clare Cooper Marcus, House as a mirror of self, Berwick, Nicolas-Hays, Inc., 2006 

[1995], p. 9. 
27 Dominique Meyer-Bolzinger, « La maison : un lieu de mémoire ? », in. Anne-Yvonne 

Julien, Modiano ou les Intermittences de la mémoire, Paris, Hermann, 2010, p. 203. 
28 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 173. 
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d’intimité va accompagner l’enfant29. Le souvenir de sa vie dans cette maison va 

être gravé dans sa mémoire, même si un jour il n’y habite plus. La maison 

d’enfance va par la suite devenir « une maison de rêves », certains vont dans leur 

vie d’adulte reproduire des scènces ou des coins déjà vus dans la maison 

d’enfance30. Cette maison-matrice deviendra une « maison onirique ». Le mot 

« onirique » permet deux niveaux de lecture chez Bachelard : une première 

interprétation est que la maison d’enfance indique le paradis d’autrefois 

désormais disparu, elle est idéalisée et ne peut être retrouvée que dans le rêve. 

Quant à la deuxième interprétation qui creuse dans la maison onirique un sens 

« plus profond » est qu’« elle correspond à un besoin qui vient de plus loin », 

c’est l’image fondamentale d’une maison qui asssure la protection et donne tout 

ce dont on a besoin31. La maison « natale est construite sur la crypte de la maison 

onirique »32. Bachelard explique par la suite : 

Au lieu de rêver à ce qui a été, nous rêvons à ce 

qui aurait dû être, à ce qui aurait à jamais stabilisé 

nos rêveries intimes.33 

Il faut donc distinquer les mots « rêve » et « onirique » quand ils sont liés 

à la notion d’une maison d’enfance chez Bachelard. Une maison de rêve renvoie 

à la maison natale qui existait véritablement et avec laquelle son habitant a noué 

une relation intime. Quant à la maison onirique, elle peut, au premier degré, 

susciter le même sentiment évoqué par une maison de rêve. Mais elle est en fait 

un prototype de maison dotée d’une protection complète, elle est une 

                                                        
29 Gaston Bachelard, La terre et les rêveries du repos, Paris, José Corti, 1997 [1948],  

p. 95. Bachelard va développer ce thème d’« intimité absolue » dans son livre 

ultérieur : La poétique de l’espace. Il montre le lien entre chaque espace d’une maison 

natale avec son habitant. Chaque espace d’une maison provoque des sentiments et 

des souvenirs différents. Ces souvenirs vont accompagner l’habitant, même si un jour 

la maison n’existe plus. 
30 Cf. « Reproducing Special Childhood Places in Adulthood », in. Clare Cooper Marcus, 

House as a mirror of self, p. 33-34. 
31 Bachelard Gaston, La terre et les rêveries du repos, Paris, J. Corti, 1997, [1948], p. 98. 
32 Ibid. Mot mis en italique par le philosophe. 
33 Ibid.  
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« isomophie des images du repos »34. 

 

Mais un apatride comme Victor Chmara n’a jamais vécu dans une maison 

natale : que ressentira-t-il en habitant une maison de vieille souche, comme celle 

de Meinthe ? 

« Deux ou trois fois par semaine, Meinthe nous demandait de dormir chez 

lui. Il devrait s’absenter ces soirs-là », parce qu’il avait besoin de quelqu’un pour 

répondre au téléphone pendant son absence35. Deux ou trois fois par semaine 

indique une absence répétée de Meinthe, en même temps une présence fréquente 

de Chmara et Yvonne. Chmara est content d’accepter la demande de Meinthe, 

bien que le téléphone puisse sonner à tout moment. La villa natale de Meinthe 

attire Chmara, parce qu’il n’a jamais connu ce qu’est maison familiale. Chmara 

– cette appellation signifie soit un mauvais nom, soit une origine noble et 

lointaine – est un nom inventé pour s’inscrire au registre de l’auberge36. Pourquoi 

ne pas utiliser le vrai nom ? Sans doute Victor Chmara a-t-i inventé ce nom pour 

se protéger : quand on fuit la guerre d’Algérie, il vaut meiux voyager incognito. 

D’ailleurs, en empruntant un faux nom, il s’inscrit dans le rang des apatrides 

modianiens. 

Plusieurs fois dans le roman, Chmara évoque le passé de son père sans 

jamais révéler son identité. Or les « passeports Nansen » qu’il a mentionnés font 

penser peu ou prou à une vie transplantée. Sans maison familiale, le père et le 

fils se donnent des rendez-vous dans des hôtels. Ces endroits connotent la 

précarité d’une vie errante. Chmara est donc excité à l’idée de pouvoir passer les 

nuits dans la maison natale de Meinthe. Comme si sa maison d’enfance qui 

n’existait que dans ses rêveries allait pouvoir s’incarner dans la demeure de 

Meinthe. Aussi a-t-il sa propre interprétation pour le nom de la villa :  

J’ai d’abord estimé que la qualification « triste » 

                                                        
34 Ibid. 
35 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 172. 
36 Martine Guyot-Bender, mémoire en dérive poétique et politique de l’ambiguïté chez 

Patrick Modiano, Paris-Caen, lettres modernes minard, 1999, p. 20. Voir aussi Paul 

Gellings, poétique et mythe dans l’œuvre de Patrick Modiano, Paris-Caen, lettres 

modernes minard, 2000, p. 90. 
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lui convenait mal. Et puis, j’ai fini par comprendre 

que Meinthe avait eu raison si l’on perçoit dans la 

sonorité du mot « triste » quelque chose de doux 

et de cristallin.37 

Chmara n’a pas eu de maison familiale, il porte un regard tendre sur la villa 

de Meinthe et caresse les imaginations qu’elle suscite en lui. Imaginer une 

maison d’enfance, c’est rêver le commencement d’une vie et sa relation avec la 

maison. 

La maison natale nous intéresse dès la plus lointaine 

enfance parce qu’elle porte témoignage d’une protection 

plus lointaine38. 

 

La « protection » d’une maison ancestrale manque à Chmara. La peur le 

pousse à s’enfuir de Paris et à s’abriter en Savoie. S’il avait une protection – 

matérielle ou sentimentale –, il n’aurait pas peur. Pour cela, il juge d’abord que 

le mot « triste » ne convient pas à la villa de Meinthe. Un apatride n’arrive pas à 

comprendre : comment peut-on être triste quand on vit dans une maison 

familiale ? Par la suite Chmara prétend comprendre pourquoi Meinthe a choisi 

ce nom et il donne ses propres explications au sujet du mot « triste ». Sans 

évoquer le sens du mot, mais en insistant sur sa « sonorité ». C’est en fait un 

exemple d’astuce chez Modiano – une écriture en dérive –, il évite et transforme 

le « noyau »39. Cette tristesse douce et cristalline, qui traduit l’amour filial de 

Meinthe, fait écho aux propos d’Orhan Pamuk, parlant de la mort de son père : 

la mort de chaque homme commence au moment du décès de son père.40 Le 

manque du père est dur et cette perte se transformera en une tristesse éternelle. 

Ce que Chmara découvre dans la Villa Triste évolue par étapes : c’est 

d’abord une légèreté inconnue de l’être, puis l’impression de ramper jusqu’au 

                                                        
37 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 172. 
38 Bachelard Gaston, La terre et les rêveries du repos, Paris, J. Corti, 1997, [1948],  

p. 102. 
39 Cf. « Patrick Modiano s’explique », in. Lire, premier numéro, octobre 1975. 
40 Voir « Mon père », in. D'autres couleurs, Paris, Gallimard, 2009.  
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bout de l’enfance ; mais ce sera aussi le retour de la peur. Ces étapes guideront 

nos analyses suivantes. 

 

Une légèreté inconnue de l’être 

Après avoir franchi le seuil de la villa, on était 

saisi d’une mélancolie limpide ; on entrait dans 

une zone de calme et de silence. L’air était plus 

léger. On flottait.41 

L’ambiance de mélancolie, de calme et de silence qui enveloppe la maison 

natale de Meinthe reflète les sentiments des villageois quand ils évoquent le 

docteur Henri Meinthe, un martyr de la Résistance. Cette villa est un mémorial 

témoignant de sa bravoure. D’autre part, la villa est calme et silencieuse, parce 

qu’à part Meinthe, personne n’y habite. Pendant son absence, Meinthe confie la 

villa à Chmara. Ce dernier prend alors le rôle de Meinthe, comme si c’était sa 

villa. C’est une villa parmi les autres dans un quartier résidentiel : le choix de 

cette localisation atteste une volonté d’ancrage. Une implantation que Chmara 

n’a jamais connue, et dont il rêve toujours. Ayant franchi le seuil, Chmara – un 

apatride – peut enfin habiter une villa de souche. 

Une maison de souche ne devrait pas être vide, comme le sont souvent les 

locations temporaires occupées par les personnages modianiens, pourtant Villa 

Triste n’est presque pas meublée. Ce vide est voulu par Meinthe : « our home 

and its contents are very potent statements about who we are. In particular, they 

represent symbols of our ego-selves », le vide reflète un manque et la volonté 

d’effacer les traces de la vie antérieure de la famille Meinthe42. D’ailleurs, le vide 

manifeste un refus de recommencer la vie. D’après Clare Cooper Marcus : 

Our homes, as well as being functional settings for 

daily life, are containers for collections of 

memorabilia. Objets, pictures, furniture, posters, 

                                                        
41 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 173. 
42 Clare Cooper Marcus, House as a mirror of self, Berwick, Nicolas-Hays, Inc., 2006 

[1995], p. 9. 
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ornaments – all remind us of significant people, 

places, phases, experiences, and values in our 

lives43. 

En vidant la maison, Meinthe a réduit au minimum les souvenirs liés aux 

objets d’autrefois, il évite de se rappeler les détails, les relations et les 

interactions nouées entre les objets, le lieu et les membres de la famille. 

En revanche, ce vide permet à Chmara de bercer ses imaginations. Dans 

une première étape de la découverte de villa, Chmara était excité : « L’air était 

plus léger. On flottait ». Le mot « flotter » apparaît trois fois à la page 175. L’état 

de flotter concrètise une jubilation et une légèreté de l’être que Chmara n’a 

jamais connue dans sa vie. Chmara prétend avoir « la certitude que le temps 

s’était arrêté ». En fait le temps ne s’est pas arrêté au moment de sa visite à la 

villa, – c’est-à-dire à ses dix-huit ans – mais il a reflué davantage jusqu’à son 

« enfance »44. 

 

Ramper jusqu’au bout de l’enfance 

 

« La maison est un refuge, une retraite, un centre », c’est le premier univers 

de l’enfant45. Or pour les personnages modianiens, leur souvenir concernant 

l’habitation d’enfance et de jeunesse sont souvent liés aux locations temporaires 

– pensionnat, hôtel ou hébergement chez les amis des parents. Profitant de la 

confiance et de l’absence de Meinthe, Chmara a enfin pu vivre dans une maison. 

« Ne jamais sortir de la villa. Ne jamais quitter cette pièce » se dit-il46. Comme 

si vivre dans une villa de souche lui permettait de recommencer sa vie. Puisque 

Chmara n’a jamais eu de maison natale, il ne peut que l’imaginer. Une maison 

d’enfance née de l’imagination correspondrait à l’idée d’une maison onirique 

bachelardienne. C’est le prototype de la protection et de la plénitude. 

                                                        
43 Clare Cooper Marcus, House as a mirror of self, Berwick, Nicolas-Hays, Inc., 2006 

[1995], p. 72. 
44 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 174. 
45 Gaston Bachelard, La terre et les rêveries du repos, Paris, José Corti, p. 102. 
46 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 175. 
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La maison oniriquement complète est la seule où 

l’on puisse vivre dans toute leur variété les 

rêveries d’intimité47. 

L’expérience vécue à la villa de Meinthe est complétement onirique. 

Certains des souvenirs de Chamra liés au moment passé dans la villa paraissent 

surréalistes, aberrants, et même contradictoires. Par exemple, le flottement et la 

reptation. 

Nous flottions. Nos gestes avaient une infinie 

lenteur et lorsque nous nous déplacions, c’était 

centimètre par centimètre. En rampant.48 

Ce paradoxe est en fait issu d’un état de rêverie. Ramper est la manière 

adoptée par un bébé, d’ordainaire avant douze mois, pour découvrir le monde, et 

ce monde est souvent sa maison natale. La reptation d’un homme à dix-huit ans 

paraît une « régression étrange », c’est en fait une imitation enfantine49. Par cet 

enfantillage, Chmara rêve de recommencer le début de sa vie. « Sur le trajet qui 

nous ramène aux origines, il y a d’abord le chemin qui nous rend à notre enfance, 

à notre enfance rêveuse »50. Or un apatride comme Chmara ne connaît aucun 

chemin qui puisse le ramener à son enfance. Par la reptation, il trace son chemin 

d’enfance. Ces scènes fantasques reflètent « une nostalgie du temps », un effort 

pour regagner le temps révolu51. D’ailleurs, à la suite de Bruno Blanckeman qui 

a montré que ce quartième roman « inclut encore [...] plusieurs marques de 

l’ironie provocatrice des trois premiers romans », on pourrait aussi voir dans 

cette reptation une sorte de provocation, teintée cependant d’une certaine 

                                                        
47 Gaston Bachelard, La terre et les rêveries du repos, Paris, José Corti, p. 103. 
48 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 175. 
49 Isabelle Dangy, « Hôtels, cafés et villas tristes : lieux privés et lieux publics dans les 

romans de Modiano », in. Roger-Yves Roche (dir.), Lectures de Modiano, Nantes, 

éditions Cécile Defaut, 2009, p. 185. 
50 Gaston Bachelard, La terre et les rêveries du repos, Paris, José Corti, p. 122. 
51 Anne-Yvonne Julien, « Du statut du souvenir heureux dans les romans de Modiano. 

Villa Triste (1975), Remise de peine (1988), Fleures de ruine (1991) », in. Anne-

Yvonne Julien, Modiano ou les Intermittences de la mémoire, Paris, Hermann, 2010, 

p. 234. 
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douceur52. 

En marchant à quatre pattes, Chmara réintroduit une fausse enfance dans 

la villa natale de Meinthe. Ni le temps ni le lieu n’est authentique, cependant il 

tente de s’approprier le passé de la famille Meinthe. Il essaie de relier les 

souvenirs concernant son propre père aux objets conservés dans la villa – le 

canapé, la carte Taride de l’A.O.F. et la photo aérienne de Dakar. Ce sont là des 

objets liés par hasard à son enfance, il déclare même avoir « la certitude que le 

temps s’était arrêté pour de bon » 53 .Ces coïncidences créent la 

« détemporalisation », ce qui, d’après Bachelard , est l’état de grande rêverie54. 

Cette maison onirique, prototype de la maison d’enfance rêvée, a sur Chmara le 

même effet que l’opium55.  

 

Le retour de la peur 

Chmara et Yvonne profitent de la villa de Meinthe : pour ces deux jeunes 

amoureux, et surtout pour Chmara, la maison de Meinthe est « comme un lieu 

de tranquillité », ils y vivent et s’y amusent, ils jouent même à cache-cache en 

rampant56. Marcher à quatre pattes et jouer, comme si Chmara remontait vers le 

temps de son enfance. Mais cette enfance, si heureuse soit-elle, touchera à sa fin 

lorsque, telle une image entrevue sous l’effet de l’opium, se disspera son illusion. 

S’ils passent des moments insouciants, ils sont aussi chargés de la mission que 

Meinthe leur a confiée : répondre au téléphone et noter les messages.  

Des coups inquiétants sonnent « toujours après minuit »57. Minuit marque 

un tournant, – comme dans le conte de Cendrillon – et fait basculer les 

déguisements illusoires dans la pauvreté cruellement réelle. Et cette limite entre 

deux jours va transformer en peur la gaiéte de Chmara et d’Yvonne. 

                                                        
52 Cf. Bruno Blanckeman, Lire Patrick Modiano, Paris, Armand Colin, 2009, p. 53. 
53 Des coïncidences au point de vue de Chmara, mais bien sûr des hasards organisés par 

le romancier. Voir Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 

1975, p. 175. 
54 Gaston Bachelard, La poétique de la rêverie, Paris, PUF, 1968 [1960], p. 95. 
55 « L’opium, paraît-il, les procure. J’en doute » Chmara dit-il. Cf. Villa Triste, p. 176. 
56 Gaston Bachelard, La terre et les rêveries du repos, Paris, José Corti, p. 114. 
57 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 176. 



淡江外語論叢 2023年 12 月 No.40  

DOI: 10.29716/TKSFLL.202312_(40).0004 

 90 

Chmara et Yvonne sentent que celui qui donne ces coups de téléphone est 

« un personnage dangereux » et qui « [rôde] la nuit autour de la villa »58. La 

sonnerie « gracile » concrétise le danger et l’introduit dans la villa. Chmara 

avance en rampant pour répondre au téléphone comme s’il cherchait à éviter le 

danger sur un champ de bataille. Rapelons-nous que Chmara avait fui Paris pour 

éviter des menaces innommées provoquées par la guerre. « [...] de quelle guerre, 

au fait, s’agissait-ils ? De celle qui s’appelait d’Algérie » 59 . Apparemment, 

Modiano sort des préoccupations de son premier triptyque – la seconde guerre 

mondiale –, et crée un décor inspiré de sa propre jeunesse. Mais ce n’est qu’une 

apparence, car des réminiscences de la guerre précédente sont évoquées en 

biais60. 

Pour Chmara, une guerre n’est que la 

réincarnation inévitable de celles qui l’ont 

précédée. Peu importe le nom qu’on lui donne et 

ses motifs, on est sûr d’y retrouver les mêmes 

principes fondateurs, parmi lesquels le pouvoir et 

l’intolérance.61 

D’ailleurs, son sentiment d’être menacé par une guerre reproduit la 

situation du père juif traqué sous l’Occupation dans le monde modianien. Bien 

que Chmara réponde au téléphone à la place de Meinthe, il n’arrive pas à 

comprendre le sens du message, faute de connaître le contexte. Ces « appels 

téléphoniques indéchiffrables comme tous les propos d’adultes » sont 

incompréhensibles 62 . Des guerres, des affaires louches et des échanges 

inquiétants ont constamment entouré Chmara depuis son enfance, suscitant chez 

                                                        
58 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 147. 
59 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 21. 
60  Des passages évoquent la guerre, par exemple : « Vous rappelez-vous Lisbonne 

pendant la guerre ? » et « Pourquoi, aux paysages de Haute-Savoie qui nous 

entouraient, se superpose dans ma mémoire une ville disparue, le Berlin d’avant-

guerre ? », cf. Villa Triste, p. 26 et p. 51. 
61 Martine Guyot-Bender, mémoire en dérive poétique et politique de l’ambiguïté chez 

Patrick Modiano, Paris-Caen, lettres modernes minard, 1999, p. 105. 
62 Bertrand Poirot-Delpech, « Villa Triste : un nouvel « étranger » », in. Patrick Modiano, 

Paris, Les Cahiers de l’Herne, 2012, p. 40. 
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lui le doute et la peur.  

Outre l’appel de ce « Henri Kustiker » personnifiant le danger qui rôde, 

Chmara et Yvonne vont avoir l’impression que des gens louches et des blessés 

pénètrent dans la villa de Meinthe. 

C’était l’époque de la guerre d’Algérie et Genève 

où Meinthe allait à ses rendez-vous, servait de 

plaque tournante. Agents de toutes sortes. Polices 

parallèles. Réseaux clandestins. Je n’y a jamais 

rien compris.63 

Meinthe, en se prétendant la « marraine de guerre » de Chmara, révèle 

peut-être non seulement sa connaissace de la guerre, mais aussi son 

engagement 64 . Or il n’a jamais dit à Chmara ce qu’étaient exactement ses 

occupations. De même que depuis son enfance, Chmara perçoit sans vraiment 

les comprendre les « relations louches » de son père, de même il entrevoit sans 

pouvoir les connaître les affaires obscures de Meinthe65. Cette ignorance est sans 

doute l’une des causes de cette peur sur laquelle il n’arrive pas à mettre de nom. 

Pour Bachelard, la maison est « à la frontière de deux mondes »66. Quand 

on est dans la maison, on trouve « son centre de repos »67. La maison protège 

son habitant du danger extérieur. Mais dans Villa Triste, les coups de téléphone 

ont fait pénétrer le danger dans la villa. Chmara devine que Meinthe joue un rôle 

dans la guerre d’Algérie, et que ses voyages à Genève recouvrent des missions 

inavouables. 

La Villa Triste de Meinthe, qui était une maison d’enfance, évoque 

désormais ce qu’on appelait la « villa triste » pendant la seconde guerre mondiale 

en Italie :  

                                                        
63 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 185. 
64 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 78. 
65 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 103. 
66 Gaston Bachelard, La terre et les rêveries du repos, Paris, José Corti 1997 [1948], p.114. 
67 Gaston Bachelard, La terre et les rêveries du repos, Paris, José Corti 1997 [1948],  

p. 123. 
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C’est le nom donné aux lieux de détention et de 

torture installés par les nazis ou les fascistes dans 

des immeubles cossus de Trieste, Florence, 

Brescia, Milan et Gênes. L’équivalent transalpin 

de la rue Lauriston.68 

Venu s’abriter au bord du lac Leman pour chercher la paix, Chmara réalise 

finalement que « la Suisse n’existe pas »69. 

 

Le titre du roman Villa Triste annonce l’importance de ce site. Or, en soi, 

un lieu est neutre : il ne prend sens qu’au moment où se produit une interaction 

avec l’homme. 

Par le choix du nom donné à sa maison natale, Meinthe fait voir son 

sentiment envers cet endroit : la tristesse. Mais ce même endroit donne à Chmara 

– un apatride – l’occasion de refaire oniriquement son enfance. Cependant la vie 

est irréversible, et la villa vacancière ne lui assure pas la protection qu’elle 

semblait lui promettre. Au terme de sa rêverie, Chmara retombe dans son état 

initial : une jeunesse en proie à la peur et que momifie la tristesse de n’avoir 

jamais eu de foyer. 

  

                                                        
68 Denis Cosnard, Dans la peau de Patrick Modiano, Fayard, 2010, p. 128. 
69 Patrick Modiano, Villa Triste, Paris, Gallimard « coll. Folio : 953 », 1975, p. 22. 
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台灣外語教育中 AI技術的應用：機會與挑戰 

 

陳麗娟  

淡江大學法國語文學系  助理教授 

 

 

【摘要】 

本研究對於 AI 技術在台灣外語教育中的應用的情形進行探討，並評

估其對教育體系的影響。通過分析線上語言交流平台、個人化學習助手、

跨文化教育、自主學習和拓寬就業機會等多個實例，我們說明了 AI 技術在

台灣外語教育領域所帶來的廣泛機會。這些機會包括改善學習體驗、提高

語言技能、促進跨文化理解以及增進就業條件等面向。 

然而，AI技術的整合也伴隨著一系列挑戰，例如技術複雜性、隱私問

題和對技術過度依賴。本研究基於上述機會與挑戰，提出了教育者、學生

和技術專家的互相合作、教育政策的制定以及隱私和倫理考慮等初步建議

以期 AI 技術在未來對台灣外語教育可能產生的更多影響下，能朝更好的

方向發展。 

 

【關鍵詞】 

台灣外語教育、人工智能、AI 技術、機會、挑戰  



淡江外語論叢 2023 年 12 月 No.40  

DOI: 10.29716/TKSFLL.202312_(40).0005 

 96 

The Application of AI Technology in Foreign 

Language Education in 

Taiwan: Opportunities and Challenges 

 

Magali, Li-Chuan Chen 

Department of Frenchm, Tamkang Universitym Assistant Professor 

 

【Abstract】 

In this study, we explore the application of AI technology in foreign 

language education in Taiwan and assess its impact on the education system. By 

analyzing multiple examples such as online language exchange platforms, 

personalized learning assistants, cross-cultural education, autonomous learning, 

and expanded employment opportunities, we illustrate the extensive 

opportunities that AI technology brings to the field of foreign language education 

in Taiwan. These opportunities include improving the learning experience, 

enhancing language skills, promoting cross-cultural understanding, and 

improving employment prospects. 

However, the integration of AI technology also comes with a series of 

challenges, such as technical complexity, privacy issues, and overreliance on 

technology. Based on these opportunities and challenges, this study puts forth 

preliminary recommendations for collaboration among educators, students, and 

technical experts, the formulation of educational policies, and considerations 

related to privacy and ethics. These recommendations aim to guide the 

development of AI technology in the future and its potential impact on foreign 

language education in Taiwan. 

 

【Keywords】 

Taiwan foreign language education, artificial intelligence, AI technology, 

opportunities, challenges
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L'Utilisation de l'Intelligence Artificielle（IA) dans 

l'Enseignement des Langues à Taïwan et ses Défis 

 

Introduction 

 

Au XXIe siècle, le monde tout entier se précipite vers l'ère du numérique 

et de l'intelligence artificielle (IA). Cette tendance a non seulement modifié nos 

modes de vie quotidiens, mais elle a également entraîné une transformation 

profonde dans le domaine de l'éducation, en particulier dans l'apprentissage des 

langues, voire des langues étrangères (LE). 

Depuis 1998, Warschauer et Healey (1998) ont souligné que, avec les 

avancées de la technologie numérique, les méthodes et stratégies d'apprentissage 

des langues devraient également s'y adapter. Cependant, l'introduction de 

nouvelles technologies n'est pas sans enjeux. Bien que la technologie offre des 

voies d'apprentissage diversifiées et personnalisées, elle apporte également de 

nouveaux défis tels que la surcharge d'informations et un usage inapproprié de 

la technologie. En particulier, dans des environnements multiculturels comme à 

Taïwan, l'intégration de la technologie dans la conception des programmes 

d'apprentissage linguistique et les méthodes d'enseignement est devenue une 

préoccupation majeure pour de nombreux éducateurs (Liaw, Huang, & Chen, 

2007 ; Chen & Li, 2021). 

Alors que l'ère numérique et l'IA offrent des opportunités passionnantes 

dans le domaine de l'enseignement des langues, elles ont également soulevé un 

certain nombre de défis sur le terrain de l'éducation. Les enseignants et les 

étudiants à Taïwan sont confrontés à des questions complexes liées à l'intégration 

de ces technologies dans les salles de classe. Parmi les problèmes les plus 

pressants figurent la nécessité d'adapter les méthodes d'enseignement 

traditionnelles aux nouvelles technologies, de surmonter les obstacles 

technologiques et d'assurer une utilisation efficace des outils d'IA. 
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Un défi majeur réside dans l'adaptation des méthodes d'enseignement 

traditionnelles aux exigences de l'ère numérique. Les enseignants sont 

confrontés à la tâche complexe de repenser leurs approches pédagogiques pour 

intégrer pleinement la technologie IA dans l'enseignement des langues. Cette 

transition implique non seulement l'acquisition de compétences techniques, mais 

également la compréhension des principes pédagogiques sous-jacents qui 

guident l'utilisation efficace de ces nouvelles technologies. Les enseignants 

doivent relever le défi de créer un équilibre entre l'enseignement traditionnel en 

classe et les nouvelles méthodes basées sur l'IA. 

De plus, les enseignants rencontreraient des obstacles technologiques 

lorsqu'ils intègrent des outils d'IA dans leurs cours. Les problèmes techniques 

tels que la connectivité Internet instable, le manque d'accès à du matériel 

informatique de qualité et la complexité de certains logiciels d'IA peuvent 

entraver l'efficacité de l'enseignement assisté par IA. Les enseignants doivent 

être en mesure de résoudre ces problèmes techniques rapidement pour assurer un 

environnement d'apprentissage fluide. 

L'un des aspects les plus délicats de l'utilisation de la technologie IA dans 

l'enseignement des langues est de garantir une utilisation efficace des outils 

disponibles. Les enseignants et les étudiants doivent apprendre à tirer pleinement 

parti de ces technologies pour améliorer les résultats d'apprentissage. Cela 

nécessite une compréhension approfondie des capacités de l'IA, ainsi que la 

capacité de personnaliser les expériences d'apprentissage en fonction des besoins 

individuels des étudiants. L'adaptation de ces technologies pour répondre aux 

besoins diversifiés des étudiants constitue un défi essentiel pour les éducateurs à 

Taïwan. 

En résumé, l'ère numérique et l'IA ont ouvert de nouvelles possibilités 

passionnantes pour l'enseignement des langues à Taïwan. Cependant, elles ont 

également généré une série de défis complexes liés à l'intégration de ces 

technologies dans les salles de classe. Les enseignants et les étudiants doivent 

s'efforcer de repenser leurs méthodes d'enseignement, de surmonter les obstacles 

technologiques et de garantir une utilisation efficace des outils d'IA pour 

atteindre les meilleurs résultats d'apprentissage possibles. Dans les sections 
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suivantes de cette étude, nous examinerons de plus près l'état actuel et les 

tendances de la technologie IA dans l'enseignement/apprentissage des langues 

étrangères à Taïwan, ainsi que les défis cognitifs et psychologiques auxquels sont 

confrontés les étudiants et les enseignants dans ce contexte en évolution. 

Le but de cette étude est d'explorer l'application de la technologie IA dans 

l'enseignement des langues à Taïwan et les tendances futures, en utilisant une 

analyse structurale comme suit : 

1. État actuel et tendances de la technologie IA dans l'enseignement des 

langues à Taïwan : En menant des enquêtes sur le terrain et en traçant 

sur la littérature, cette section montrera comment l'IA est 

actuellement utilisée dans l'enseignement des langues à Taïwan. 

2. Exploration des aspects cognitifs et psychologiques : Comprendre 

les défis cognitifs et émotionnels auxquels sont confrontés les 

étudiants et les enseignants lorsqu'ils s'adaptent à l'enseignement 

assisté par IA, tout en analysant leurs causes (Tseng et al., 2008). 

3. Évolution et défis des stratégies d'enseignement des langues : Cette 

section explorera comment combiner les approches traditionnelles 

avec la technologie IA dans les stratégies d'enseignement pour 

obtenir les meilleurs résultats d'apprentissage. 

4. Perspectives et recommandations : En se basant sur les résultats de 

la recherche, des recommandations seront formulées sur la manière 

d'utiliser plus efficacement l'IA dans l'enseignement des langues à 

Taïwan. 

Grâce à cette étude, nous aspirons à présenter une perspective globale pour 

aider les éducateurs et les étudiants taïwanais à relever de manière plus efficace 

les défis posés par la technologie, tout en exploitant ses avantages. De plus, nous 

examinerons en détail l'impact de la technologie de l'IA sur l'enseignement des 

langues à Taïwan, afin de fournir des orientations robustes pour l'avenir. 
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I. Aperçu de l'enseignement des langues à Taïwan 

L'environnement d'enseignement des langues étrangères à Taïwan a 

évolué au fil du temps sous l'influence des tendances internationales et des 

particularités régionales. Pendant la période de domination japonaise, le 

japonais prédominait en tant que langue étrangère enseignée à Taïwan (Lee & 

Kuo, 2015). Cependant, après la fin de la Seconde Guerre mondiale et le retrait 

du Japon, la place de l'anglais a commencé à croître rapidement. Ce 

changement s'explique en partie par l'importance accrue des relations 

internationales et du commerce extérieur pour Taïwan, ainsi que par la montée 

en puissance des É tats-Unis en tant que puissance mondiale (Wu, 2017). 

Au cours des décennies suivantes, l'anglais est devenu la langue étrangère 

la plus couramment enseignée dans les écoles taïwanaises. Cela s'accompagne 

d'une demande croissante de cours d'anglais privés et de programmes de 

formation en langue anglaise. L'anglais est aujourd'hui considéré comme une 

compétence essentielle pour la réussite académique et professionnelle à Taïwan. 

Parallèlement à la montée en puissance de l'anglais, d'autres langues 

étrangères telles que le français, l'espagnol et le coréen ont suscité un intérêt 

croissant. Cela est en grande partie attribuable aux échanges culturels et 

commerciaux internationaux, ainsi qu'à la diversification des choix 

d'apprentissage linguistique. Les Taïwanais cherchent de plus en plus à 

maîtriser plusieurs langues étrangères pour renforcer leur compétitivité sur la 

scène internationale. En examinant cet aperçu de l'enseignement des langues à 

Taïwan, il est clair que l'environnement linguistique du pays est en constante 

évolution pour répondre aux besoins changeants de la société taïwanaise. 

L'enseignement des langues à Taïwan présente également des 

particularités liées à la politique linguistique et à l'identité culturelle. Le 

mandarin, en tant que langue officielle de Taïwan, joue un rôle central dans le 

système éducatif du pays. L'enseignement du mandarin est obligatoire dans les 

écoles taïwanaises, ce qui renforce l'importance de cette langue pour tous les 

citoyens. Cependant, cela ne signifie pas que le mandarin est la seule langue 

enseignée. En plus des langues étrangères, les langues autochtones de Taïwan, 

telles que l'amis, le paiwan et le rukai, sont également enseignées dans certaines 
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régions, dans le but de préserver et de promouvoir la diversité linguistique et 

culturelle de l'île (Wu, 2017). 

L'influence de la politique éducative et linguistique du gouvernement 

taïwanais se fait également sentir dans la manière dont les langues étrangères 

sont enseignées. L'anglais, en tant que langue internationale et langue de 

communication mondiale, est enseigné de manière intensive et systématique 

dès le plus jeune âge. Les écoles taïwanaises offrent souvent des cours d'anglais 

dès le primaire, et les élèves sont exposés à cette langue de manière intensive 

tout au long de leur scolarité. Cette approche vise à  former des citoyens 

taïwanais compétents dans la communication internationale et à favoriser 

l'intégration de Taïwan dans l'économie mondiale. 

Cependant, l'enseignement des autres langues étrangères telles que le 

français, l'espagnol et le coréen est également encouragé, bien que de manière 

moins systématique. Ces langues sont souvent enseignées à un niveau plus 

avancé, généralement au lycée ou à l'université. Les programmes 

d'enseignement des langues étrangères visent à fournir aux élèves des 

compétences linguistiques et culturelles pour communiquer efficacement dans 

un contexte international, que ce soit dans le cadre des affaires, du tourisme, de 

la diplomatie ou de la recherche universitaire (Lee & Kuo, 2015). 

En fin de compte, l'enseignement des langues à Taïwan reflète la diversité 

culturelle et linguistique de la société taïwanaise. Alors que le mandarin reste 

la langue commune et officielle, les langues étrangères et autochtones occupent 

également une place importante dans le paysage linguistique du pays. Cette 

diversité linguistique contribue à l'ouverture de Taïwan sur le monde et à sa 

capacité à s'adapter aux défis de la mondialisation. 

II. Technologie et enseignement des langues à Taïwan 

L'intelligence artificielle (IA) a apporté des changements profonds dans 

l'enseignement des langues à Taïwan, révolutionnant la manière dont les 

langues étrangères sont enseignées et apprises dans le pays. Cette 

transformation a été rendue possible grâce à une gamme variée d'applications 

basées sur l'IA, qui ont été intégrées dans les méthodes d'enseignement des 
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langues. Ces applications ont non seulement amélioré la personnalisation de 

l'apprentissage, mais elles ont également contribué à créer des expériences 

d'apprentissage plus flexibles, interactives et efficaces pour les apprenants 

taïwanais. 

L'intégration de l'IA dans l'enseignement des langues à Taïwan a 

révolutionné la personnalisation de l'apprentissage en adaptant les cours et les 

exercices en fonction des besoins spécifiques de chaque apprenant. Des plates-

formes éducatives telles que Duolingo, Rosetta Stone, Babbel et Busuu ont mis 

en œuvre cette personnalisation grâce à l'utilisation de l'IA (Smith, 2020). Cette 

approche sur mesure a permis aux étudiants de progresser à leur propre rythme, 

en mettant en lumière les domaines nécessitant une amélioration particulière. 

En résultat, cette individualisation a considérablement renforcé l'efficacité de 

l'apprentissage des langues à Taïwan. 

De plus, l'IA a permis le développement de compétences linguistiques 

spécifiques, telles que la prononciation et la maîtrise des expressions 

idiomatiques. Des applications telles que Glossika, Memrise et FluentU se sont 

concentrées sur ces aspects particuliers de l'apprentissage linguistique, offrant 

aux apprenants une approche ciblée pour améliorer leurs compétences (Jones 

& Wang, 2018). Grâce à ces outils, les étudiants taïwanais ont pu perfectionner 

leur compréhension et leur expression orale, renforçant ainsi leur maîtrise de la 

langue étrangère. 

L'intelligence artificielle a également rendu l'enseignement en ligne plus 

interactif et accessible. Des plateformes telles que italki et Lingoda ont permis 

aux apprenants d'interagir en temps réel avec des enseignants natifs, favorisant 

ainsi l'apprentissage actif et l'amélioration de la communication orale (Chen & 

Wu, 2019). Cette interaction en direct avec des locuteurs natifs a contribué à 

améliorer la fluidité linguistique des étudiants taïwanais, tout en les exposant à 

des contextes culturels authentiques. 

En ce qui concerne les ressources gratuites et l'apprentissage culturel, l'IA 

a facilité l'accès des apprenants taïwanais à une variété de contenus éducatifs. 

Des plateformes telles qu'Open Culture et BBC Languages ont utilisé l'IA pour 

offrir aux étudiants des informations culturelles et des ressources linguistiques 

diversifiées (Liu & Chang, 2019). Cela a permis aux apprenants de développer 
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leur compréhension des cultures associées aux langues étrangères, renforçant 

ainsi leur compétence interculturelle. 

Cependant, malgré les avantages indéniables de l'IA dans l'enseignement 

des langues, il convient de noter qu'elle présente également des limites. L'un 

des principaux défis est le manque d'interaction humaine dans l'apprentissage 

des langues assisté par l'IA. Bien que les applications basées sur l'IA puissent 

fournir des retours immédiats et une personnalisation de l'apprentissage, elles 

ne peuvent pas remplacer complètement l'interaction sociale et la 

communication en personne, qui sont essentielles pour le développement de 

compétences linguistiques authentiques (Lin & Chen, 2021). 

De plus, la difficulté à recréer des contextes culturels authentiques reste 

un défi. Bien que l'IA puisse fournir des informations culturelles, elle ne peut 

pas toujours capturer la richesse et la complexité des contextes culturels réels. 

Les étudiants taïwanais doivent toujours s'efforcer de s'immerger dans des 

environnements culturels authentiques pour une compréhension approfondie. 

Enfin, des préoccupations en matière de sécurité des données subsistent 

concernant l'utilisation de l'IA dans l'enseignement des langues. Il est essentiel 

de garantir que les données des apprenants sont protégées et que les 

applications basées sur l'IA respectent les normes de confidentialité et de 

sécurité. 

En conclusion, l'intelligence artificielle a profondément transformé 

l'enseignement des langues à Taïwan, en offrant des avantages tels que la 

personnalisation de l'apprentissage, la flexibilité en termes de temps, des 

interactions ludiques, des retours immédiats et un accès élargi aux ressources 

d'apprentissage. Cependant, elle présente également des défis tels que le 

manque d'interaction humaine, la difficulté à recréer des contextes culturels 

authentiques et des préoccupations en matière de sécurité des données. À  

mesure que la technologie continue de progresser, de nouvelles opportunités et 

innovations sont à prévoir dans le domaine de l'enseignement des langues à 

Taïwan, ouvrant ainsi de nouvelles perspectives passionnantes pour 

l'apprentissage des langues dans le pays. 
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III. L'intelligence artificielle dans l'enseignement des langues à Taïwan 

L'intégration de l'IA dans l'enseignement des langues à Taïwan a marqué 

une transformation majeure dans la manière dont les langues étrangères sont 

enseignées et apprises dans le pays. Alors que l'enseignement des langues avait 

déjà évolué grâce à l'introduction de la technologie, l'avènement de l'IA a ouvert 

de nouvelles perspectives passionnantes pour l'éducation linguistique 

taïwanaise. 

Les plateformes d'apprentissage linguistique intégrées, telles que 

Duolingo, Rosetta Stone, Babbel et Busuu, ont adopté massivement l'IA pour 

personnaliser l'apprentissage en fonction du niveau de chaque apprenant et de 

ses progrès. Grâce à l'IA, ces plateformes sont en mesure d'offrir une 

expérience d'apprentissage sur mesure, adaptée aux différents niveaux de 

compétence linguistique. Les apprenants bénéficient ainsi de cours et 

d'exercices spécifiquement conçus pour répondre à leurs besoins individuels, 

améliorant ainsi leur expérience d'apprentissage (Chen & Chang, 2022). 

L'IA a également permis de développer des outils d'apprentissage axés sur 

des compétences linguistiques particulières, comme la prononciation et la 

maîtrise des expressions idiomatiques. Des applications telles que Glossika, 

Memrise et FluentU utilisent l'IA pour identifier les besoins uniques de chaque 

apprenant et leur fournir des exercices ciblés visant à renforcer ces 

compétences spécifiques. 

Pour ceux qui recherchent une personnalisation encore plus poussée, des 

applications telles que Lingvist et Mondly utilisent l'IA pour adapter les 

parcours d'apprentissage en fonction du niveau et des préférences individuelles 

de chaque apprenant. Cette approche permet aux élèves de progresser à leur 

propre rythme, en se concentrant sur les domaines qui nécessitent le plus 

d'amélioration, offrant ainsi une expérience d'apprentissage véritablement 

individualisée. 

En ce qui concerne les ressources gratuites et l'apprentissage culturel, des 

plateformes telles qu'Open Culture et BBC Languages ont également intégré 

l'IA pour offrir aux apprenants un accès à une variété de contenus éducatifs, y 

compris des informations culturelles. Cela permet aux apprenants d'explorer 

les aspects culturels associés aux langues étrangères, enrichissant ainsi leur 
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compréhension globale  

Enfin, des outils d'apprentissage spécialisés tels que Bluebird, Learn a 

Language, Mango Languages, Transparent Language et Surface Languages 

tirent parti de l'IA pour offrir une gamme diversifiée d'approches 

d'apprentissage des langues, allant des leçons culturelles aux exercices de 

prononciation. Cette diversité d'outils enrichit l'expérience d'apprentissage des 

apprenants et leur permet de choisir la méthode qui leur convient le mieux (Wu, 

2021). 

En somme, l'IA a considérablement modifié le paysage de l'enseignement 

des langues à Taïwan, offrant une personnalisation de l'apprentissage, une 

flexibilité temporelle, des interactions ludiques, des retours immédiats et un 

large éventail de ressources d'apprentissage. Cependant, il est important de 

noter que l'IA présente également des défis, notamment le manque d'interaction 

humaine, la difficulté à recréer des contextes culturels authentiques (Lin & 

Chen, 2021) et des préoccupations en matière de sécurité des données. 

Malgré ces défis, l'IA continue de jouer un rôle essentiel dans 

l'amélioration de l'efficacité et de la qualité de l'apprentissage des langues 

étrangères à Taïwan (Chen & Chang, 2022). À  mesure que la technologie 

progresse, de nouvelles opportunités et innovations sont à prévoir dans le 

domaine de l'enseignement des langues. L'histoire de l'enseignement des 

langues à Taïwan, l'impact de la technologie et l'intégration croissante de l'IA 

ouvrent de nouvelles perspectives passionnantes pour l'apprentissage des 

langues dans le pays. 

En conclusion, l'enseignement des langues à Taïwan a connu une 

évolution significative, passant de méthodes traditionnelles à des approches 

modernes grâce à l'intégration de la technologie et de l'IA. Cette évolution 

témoigne de l'engagement du pays envers l'amélioration de l'apprentissage des 

langues et de la préparation de ses étudiants à réussir dans un monde de plus en 

plus interconnecté. Les développements récents dans le domaine de l'IA 

ouvrent de nouvelles perspectives pour l'éducation linguistique à Taïwan et 

renforcent davantage la position du pays en tant qu'acteur clé sur la scène 

internationale. 
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IV. Réflexion sur les Aspects Cognitifs et Psychologiques 

Après avoir examiné les tendances actuelles de la technologie de l'IA dans 

l'enseignement des langues à Taïwan et avoir exploré les points de vue des 

étudiants et des enseignants sur l'utilisation d'outils d'enseignement basés sur 

l'IA, nous nous tournons, par la suite, vers une réflexion sur les défis cognitifs 

et émotionnels qui émergent dans ce contexte. Cette section vise à examiner de 

manière critique les obstacles auxquels les étudiants et les enseignants sont 

confrontés dans le cadre de l'apprentissage assisté par l'IA. 

IV.1. Défis Cognitifs pour les É tudiants 

Les étudiants en apprentissage des langues assisté par IA peuvent faire 

face à plusieurs défis cognitifs. Tout d'abord, certains d'entre eux peuvent 

éprouver des difficultés à s'adapter à un nouvel environnement d'apprentissage, 

en particulier s'ils sont habitués aux méthodes d'enseignement traditionnelles. 

Cette transition vers un apprentissage autonome peut nécessiter un temps 

d'adaptation (Tseng et al., 2008). 

De plus, les étudiants peuvent rencontrer des défis liés à l'utilisation des 

technologies éducatives, tels que des plateformes d'apprentissage en ligne ou 

des applications. Les difficultés techniques peuvent entraîner de la frustration 

chez les étudiants et réduire leur motivation à apprendre. Il est essentiel de 

fournir un soutien technique adéquat et une formation pour aider les étudiants 

à tirer le meilleur parti des outils d'enseignement basés sur l'IA (Liaw et al., 

2007). 

Sur le plan émotionnel, les étudiants peuvent ressentir un sentiment 

d'isolement, en particulier dans le cas de l'apprentissage entièrement en ligne. 

L'absence d'interaction en face-à-face et de conseils d'enseignants peut les 

amener à se sentir peu soutenus et peu motivés. Ces sentiments d'isolement 

peuvent entraîner de l'anxiété liée à l'apprentissage et de la résistance à l'égard 

de l'enseignement assisté par l'IA (Chang, 2016 ; UNESCO, 2019). 

IV.2. Défis pour les Enseignants 

Outre les étudiants, les enseignants sont également confrontés à des défis 

dans l'enseignement assisté par l'IA. Tout d'abord, ils doivent constamment 

mettre à jour leurs méthodes d'enseignement et leurs compétences pour 
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s'adapter aux nouvelles technologies éducatives et aux matériaux pédagogiques. 

Cette mise à jour constante nécessite du temps et des efforts, ce qui peut 

entraîner du stress pour certains enseignants (Wang & Chen, 2020). 

De plus, les enseignants ont besoin de ressources et de soutien 

supplémentaires pour intégrer efficacement les outils IA dans leurs 

programmes d'enseignement. Cela peut inclure une formation spécifique, un 

soutien technique et le développement de matériel pédagogique adapté. Le 

manque de ces soutiens peut limiter la capacité des enseignants à utiliser 

pleinement les technologies disponibles, ce qui peut affecter la qualité de 

l'enseignement (UNESCO, 2019). 

En outre, les enseignants doivent répondre aux besoins et aux styles 

d'apprentissage variés de leurs étudiants. Les outils d'enseignement assisté par 

l'IA offrent des opportunités d'apprentissage personnalisé, mais les enseignants 

doivent savoir comment adapter leur enseignement en fonction des besoins 

individuels des étudiants, ce qui demande une planification pédagogique plus 

approfondie et un suivi régulier (Chang, 2016 ; UNESCO, 2019). 

IV.3. Solutions et Recommandations 

Pour faire face à ces défis cognitifs et émotionnels, plusieurs mesures 

peuvent être mises en place par les établissements éducatifs et les 

gouvernements. Tout d'abord, il est essentiel de fournir une formation 

technique et un soutien pour aider les étudiants et les enseignants à mieux 

utiliser les outils d'IA déjà disponibles dans les établissements éducatifs pour 

l'enseignement/apprentissage des langues. Cette formation peut inclure des 

tutoriels en ligne, une ligne d'assistance technique dédiée et des sessions de 

formation régulières. Une approche personnalisée, adaptée aux besoins 

spécifiques des apprenants et des enseignants, pourrait également être 

bénéfique pour maximiser l'efficacité de ces outils d'IA. 

Deuxièmement, il convient d'établir des systèmes de soutien émotionnel 

pour les étudiants. Cela pourrait inclure des services de santé mentale, la 

création de communautés d'apprentissage en ligne pour encourager l'interaction 

entre les étudiants et des opportunités régulières d'échanges et de collaborations. 
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En atténuant le sentiment de solitude, les établissements éducatifs peuvent 

contribuer à améliorer la motivation et l'engagement des étudiants dans leur 

apprentissage. En outre, il est recommandé d'établir des systèmes de retour 

d'information pour recueillir des avis directement des étudiants et des 

enseignants sur les outils d'IA utilisés, afin de permettre une amélioration 

continue et un ajustement des méthodes d'enseignement. 

Enfin, il est essentiel de fournir des opportunités de développement 

professionnel et des ressources aux enseignants pour les aider à s'adapter 

efficacement à l'environnement d'enseignement assisté par l'IA. Cela peut 

inclure une formation continue sur les nouvelles méthodes d'enseignement, un 

soutien technique pour résoudre les problèmes liés aux technologies, ainsi 

qu'une aide à la création de matériel pédagogique adapté aux outils IA. 

En suivant ces solutions et recommandations, il est possible de relever les 

défis cognitifs et émotionnels, d'améliorer l'efficacité de l'enseignement des 

langues assisté par IA, et de garantir que les étudiants et les enseignants 

puissent pleinement participer et bénéficier de ce modèle éducatif. 

V. Stratégies et Conclusion 

Nous concluons notre analyse sur l'impact de l'intelligence artificielle (IA) 

dans le domaine de l'enseignement des langues à Taïwan. Nous avons exploré 

en profondeur l'utilisation actuelle de l'IA, les défis cognitifs et émotionnels 

pour les apprenants et les enseignants, ainsi que les perspectives de l'IA dans 

l'enseignement des langues à Taïwan, d’où nous avons tiré plusieurs remarques : 

Tout d'abord, l'IA est désormais solidement ancrée dans le paysage de 

l'enseignement des langues à Taïwan. Des plateformes telles que Duolingo, 

Rosetta Stone, Babbel, et Busuu utilisent avec succès l'IA pour personnaliser 

l'apprentissage en fonction des besoins spécifiques de chaque apprenant (Smith, 

2020). Cette personnalisation a eu un impact significatif sur l'efficacité de 

l'apprentissage des langues à Taïwan, en permettant aux apprenants d'interagir 

avec le contenu de manière plus dynamique et adaptée à leur rythme et style 

d'apprentissage. 

Deuxièmement, nous avons mis en lumière les défis auxquels sont 

confrontés les apprenants en utilisant des outils d'IA, notamment l'adaptation à 



  淡江外語論叢 2023 年 12 月 No.40 

DOI: 10.29716/TKSFLL.202312_(40).0005 

109 
 

de nouveaux environnements d'apprentissage et la maîtrise des technologies 

(Tseng et al., 2008). Ces défis sont également émotionnels, avec des sentiments 

de solitude et d'anxiété liés à l'apprentissage en ligne (Chang, 2016 ; UNESCO, 

2019). Les enseignants, quant à eux, doivent s'adapter aux nouvelles 

technologies et aux besoins variés de leurs étudiants. Ils doivent développer des 

compétences en matière de facilitation et de médiation pour intégrer 

efficacement les outils d'IA dans leurs méthodologies d'enseignement. 

Troisièmement, nous avons exploré les perspectives de l'IA dans 

l'enseignement des langues à Taïwan. Les technologies émergentes telles que 

la 5G, la réalité virtuelle et la réalité augmentée promettent d'offrir des 

expériences d'apprentissage encore plus interactives et personnalisées. 

Cependant, elles posent également des défis en matière d'équité et de protection 

de la vie privée (UNESCO, 2019). Il est donc impératif de développer des 

politiques éducatives qui garantissent un accès équitable à ces technologies et 

protègent les données personnelles des apprenants. 

Enfin, il est essentiel de noter que bien que l'IA soit un outil puissant dans 

l'enseignement des langues, elle ne peut pas remplacer complètement les 

enseignants. Les enseignants restent des guides, des inspirateurs et des 

facilitateurs essentiels dans le processus d'apprentissage (Wang & Chen, 2020). 

L'avenir de l'enseignement des langues à Taïwan réside dans la coopération 

synergique entre l'IA et les enseignants humains, où l'IA complète et enrichit 

les méthodologies pédagogiques sans les supplanter. 

En conclusion, l'intégration de l'IA dans l'enseignement des langues à 

Taïwan a considérablement élargi les horizons de l'apprentissage des langues. 

Cependant, elle pose également des défis qu'il convient de relever pour 

maximiser ses avantages. Les perspectives sont prometteuses, mais nécessitent 

une réflexion continue et une collaboration entre les acteurs de l'éducation. Le 

paysage de l'enseignement des langues à Taïwan est en constante évolution, et 

l'IA continuera de jouer un rôle clé dans cette transformation. 
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合意形成会話における意見表明に対する応答発話 

－台日接触場面に着目して－ 

 

吳映璇 

東吳大學日本語文學系 專案助理教授 

 

【摘要】 

 實現達成共識的目標，不僅需要表達意見的能力，更需要回應的能力。

本研究探討台灣人日語學習者-日語母語者的接觸場面，著重於達成共識

對話中，對主張和意見表達的回應，並闡明學習者和母語者回應話語之間

的共同性及差異性。 

結果顯示學習者和母語者皆傾向於使用多種回應話語以表達自己，但

各自傾向使用不同類型的回應話語。學習者傾向使用情報提供及注目表示，

而母語者傾向使用意見請求及精緻化。本研究之結果可應用於會話教育，

有望更有效地達到建立共識之目的。 

 

 

【關鍵詞】 

 回應話語, 達成共識, 接觸場面, 會話, 台灣人日語學習者 
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Response utterances to opinion expressions in  

consensus-building conversations 

－Focusing on Taiwanese-Japanese contact situation－ 

Wu, Ying-Hsuan 

Department of Japanese Language and Culture, Soochow University 

 

【Abstract】 

 Achieving the goal of building consensus requires not only the ability to 

express opinions, but also the ability to respond. This study is based on 

Taiwanese-Japanese contact situation, which focuses on responses to assertions 

and expressions of opinion in consensus-building discourse, and illustrates 

commonalities and differences between learners' and native speakers' responses 

to utterances. 

The analysis results showed that both learners and native speakers tended 

to use a variety of response utterances to express themselves, but preferred to 

use different types of response utterances. It shows that learners tend to use 

“information provision” and “showing attention”, while native speakers tend to 

use “opinion request” and “refine”. The results can be applied to conversation 

education, and is expected to achieve the purpose of building consensus more 

effectively. 

 

【Keywords】 

 response utterances, consensus-building, contact situation, conversation, 

Taiwanese learner of Japanese   
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1.はじめに 

日常生活では他者と話し合ってから、何かを決める場面、いわゆる合

意形成の場面が多くある。話題の導入から始まり、互いに相談し合い、

最終の合意に至るまで一連の談話は誰でも経験したことがある。合意が

形成するまでの会話は必ずしも順調に行われるのではなく、会話者が異

なる意見を持っている場合もしばしばある。荻中ら（2016）によれば、

学校や日常生活での合意形成活動は一般的であるが、意見を述べること

が難しいと感じる学生も多い。自分の意見が否定されることを恐れて発

言を避ける傾向や、人間関係やプライドを気にして積極的に質問や反論

しない傾向があるとされている。合意形成を目指す話し合いでは指導が

必要であると指摘されている。 

また、合意を形成することは母語話者同士さえも難しいことで、いう

までもなく、学習者にとっても決して容易なことではない。大浜（2000）

では日本語学習者から日本人と話しているときに、いつの間に合意にな

ったかが分からないという傾向があると指摘している。つまり、知らな

いうちに合意に至ってしまった異文化間のギャップによって生じた誤

解も多々ある。そのため、異文化間の合意形成への認識も必要だと指摘

している。さらに、許（2021）は合意を形成するか否かは談話の展開に

多くの影響を与えるとされている。同意や不同意などの応答は合意形成

の結果を左右する恐れがあり、会話がスムーズに展開しない可能性もあ

り、合意形成場面の応答の仕方を重要視すべきであると指摘している。

堀田ら（2016）は応答の中に同意応答だけではなく、「聞き手にとって好

ましくない応答」という不同意応答もあるため、会話をいかに進行する

かは学習者はもとより母語話者にとっても難しいことであると指摘し

ている。以上のように、合意形成という課題を遂行するには意見を表明

する能力だけではなく、応答の能力も欠かせないと考えられる。 

そこで、本稿は台日接触場面に着目して、合意形成会話における主張、

意見表明への応答発話に注目した。JFL 環境の台湾人日本語学習者と日
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本語母語話者との合意形成会話においての応答発話の種類及び、学習者

と母語話者の応答発話の相違点を明らかにすることを研究目的とした。

これにより、合意形成場面での多様な話し合いの様態が創出されること

を目指す。 

 

2.先行研究 

2.1応答発話の定義 

会話は話し手の発話と聞き手の発話で構成されている。私たちは相手

の発話、つまり聞き手の反応を聞きながら、自分（話し手）の発話を調

整していく。その調整によって聞き手と話し手の関係、発話を管理して

いくと報告されている（森山 1989）。また、森山によれば、応答は談話

展開の標識の一つであり、先行する発話を必要とし、その先行発話への

賛成、反対、留保の 3通りの反応表示があると述べている。伊藤（2016）

では、合意形成会話は、「提案-応答」という隣接ペアで展開していくも

のであると指摘されている。また、宮城（2022：23）は「応答」を「相

手からの問いかけに対して、求められている情報を提供する目的の返答

や、相手の発話を受け止めたという意図で発せられる、多くの場合は隣

接対の発話。なお肯定の場合と否定・疑問の場合とがある」と定義して

いる。 

本研究で注目する応答発話は、合意形成会話での主張や意見表明に対

しての応答であるため、本研究では以上の先行研究を参考に「応答発話」

を以下の通りに定義する。 

「合意形成会話で主張や意見表明などの先行発話に対しての後続発

話。」 

 

2.2合意形成会話における応答発話に関する研究 

合意を形成するかどうかは意見、提案に対しての応答発話によって結

果が左右される（堀田他 2016；許 2021）。なお、意見、提案は研究者に

よって命名が異なるため、本研究では、主張、意見表明を用いて用語を
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統一する。また、合意形成に関する応答発話については、これまで様々

な研究で分析がなされてきた。同意表現に着目するもの（矢野，1999；

李，2001；小松，2016）と、不同意や反対意見に重点を置くもの（矢野，

1999；椙本，2004）が挙げられる。 

矢野（1999）は、女性 2 者間の協調作業実験を行った。収録されたデ

ータの中には「同意語句」と「同意共話」という 2種類の同意表現が観

察された。また２種類の不同意表現も観察された。それは「相手発話へ

の不同意表現」と「自分の発話への不同意表現」である。また、李（2001）

は日本語母語話者と韓国人日本語学習者との議論の場におけるあいづ

ちを研究した。その結果、日本語母語話者は自分と異なる意見を持って

いる相手が意見を述べやすくするために同意のあいづちを多くするこ

とで相手への配慮をする傾向が考察されている。一方、韓国人日本語学

習者は自分の意見に同意する相手の発話に同意のあいづちを積極的に

打つ傾向が見られた。さらに、小松（2016）は同意表現に着目し、学習

者のレベル別で比較を行った。その結果、まず、同意表現を「話し手の

実質的な発話による同意表現」と、「聞き手の実質的な発話による同意表

現」、「話し手の相づち的な発話による同意表現」、「聞き手の相づち的な

発話による同意表現」の 4種類に分類され、超上級学習者は相づち的な

同意表現を、母語話者は実質的な発話による同意表現を多用している傾

向がある。また超上級学習者と母語話者ペアは頻繁にターンを交換させ

ながら会話を築いていく特徴があることが分かった。それから、椙本

（2004）では、不同意の表明が、「目的達成型」と「対人関係配慮型」の

2 種類に分類されている。ほかにも、不同意表現を接続表現や沈黙、笑

いなどの表現で示すもの（伊藤, 2016；大塚, 2005）が報告されている。

伊藤（2016）は、英語を母語とする日本語学習者の合意形成会話での否

定的応答を中心に研究を行った。その結果、学習者の否定的応答は少な

かったことが判明した。しかし、合意形成会話において、単に同意や不

同意だけでなく、意見や主張に対する様々な反応があることも考えられ
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る。呉（2016）は台湾人と日本人との合意形成会話では同意・不同意の

ような評価以外の反応もあると指摘している。合意形成会話では同意や

不同意だけでなく、他の応答も理解することが、効果的な結論に達す

るために重要であると考えられる。つまり、意見や主張に対しての反

応はどのようなものか、同意と不同意の他にどのような応答が見られ

るか、その応答が効率よく結論に達成するために重要であるため、更

なる研究が必要である。 

以上の先行研究からは、応答発話は合意形成会話の中では重要な役割

を果たしていることが明らかになった。 

そこで、本研究では台湾人上級日本語学習者と日本語母語話者の接

触場面における合意形成会話での主張、意見表明に対する応答発話に

着目し、両者の共通点と相違点を明らかにすることを目的とする。 

 

3.研究課題 

以上の先行研究と研究目的を踏まえ、本研究では台日接触場面にお

ける応答発話を検討するため、以下の研究課題を設けた。 

研究 1 応答発話の形式 

研究 1-1 台湾人日本語学習者と日本語母語話者の応答発話 

 形式は何か 

研究 1−2 台湾人日本語学習者と日本語母語話者の応答発話の 

形式は異なるか 

研究 2応答発話の種類 

研究 2-1 台湾人日本語学習者と日本語母語話者の応答発話の 

 種類は何か 

研究 2-2 台湾人日本語学習者と日本語母語話者の応答発話の 

種類は異なるか 
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4.研究方法 

4.1調査概要 

データ収集は台湾の五つの大学で行った。会話に参加した協力者は友

人関係の台湾人上級日本語学習者（以下 TL）と日本語母語話者（以下 NS）

である。2名 1組の二者間会話とし、計 10 組（20名）の接触場面会話を

録音した。TL は日本語学科に在籍している 20 代の台湾人大学生や大学

院生であり、全員日本語能力試験 N1 を持っている JFL 環境の日本語学

習者である。NSは台湾の大学に在籍している日本人大学生や、大学院生、

交換留学生である。年齢は 10 代後半から 30代前半までである。性差に

よる影響を排除するため、本研究は女性の同性ペアを会話参加者に設定

した。会話のテーマは大学生や大学院生にとって関心があると思われる

テーマを設定した。まず、「①住みたい国ベスト３を決める」、「②美味し

い屋台料理ベスト３を決める」、「③仕事選びで重視する条件ベスト３を

決める」、「④恋人選びで重視する条件ベスト３を決める」、「⑤理想の指

導教員が持つべき条件ベスト３を決める」の五つの会話テーマを協力者

に与えた。また、五つのテーマの中から双方合意のもと一つのテーマを

選択してもらった。最後に、選択した会話テーマについてさらに深く話

し合ってもらい、共通のベスト 3を決めてもらった。なお、研究の対象

に当たったデータはテーマが決まった後の録音データである。最初のテ

ーマ選びの会話は本稿では対象外とした。収録の手順として、先に会話

テーマを協力者に与え、その後各テーマの内容と、データ収集のルール、

収録時間などを協力者に説明した。最後に、協力者の同意を得た上で、

会話内容を収集した。収録時間は特に制限せず、合意が形成するまで会

話するよう指示した。 

 

4.2分析方法 

4.2.1 応答発話の認定 

 本研究は TLと NSによる会話を収集し、文字起こしをしてから、量的
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な手法で資料を分析した。また、本研究は杉戸（1987）による発話文の

定義を採用し、分析対象とする発話の区切りを定義した。「一人の参加者

の一まとまりの音声言語連続（笑い声や短いあいづちも含む）で、他の

参加者の音声言語連続（笑い声や短いあいづちも含む）とかポーズ（空

白時間）によって区切られる単位」と杉戸（1987：83）で定義されてい

る。まず、杉戸（1987）による発話の区切りで発話を認定した。次に、

TL と NS による合意形成の構造を理解するために、佐藤（1996）の「発

話カテゴリー」と平野（2011）の「発話の型と発話カテゴリー」を基に

した分析枠組1を使用した。合意形成会話の要素や特徴を包括的に捉える

ために、本研究の目的に合わせて修正、追加、削除を行った。その結果、

本研究では発話を 20カテゴリーに分類した。さらに、主張や意見表明の

次に出現した発話、すなわち主張、意見表明というカテゴリーに対して

の応答に見られる発話カテゴリーを抽出し、本研究の分析対象とした。

以下表１で発話カテゴリー及び定義を提示する。 

 

表１発話の型及び発話のカテゴリー 

発

話

の

型 

定義 発話カテゴリー（定義/例） 

Ⅰ

提

示

アイデア、過去

の話し合いで出

た発言を提示す

①主張 

話し合いの中で自ら自己の意見や

選択内容、好みの提示 

A:恋人選びで重視する条件 顔 hhh 

                                                        
1
 佐藤（1996）と平野（2011）の研究では教師と学生、実習生と学習者の会話

データを対象にしていた。しかし、本研究の会話データにはそれに当てはまら

ない発話カテゴリーが存在した。そのため、これらの発話カテゴリーを再定義

し、名称を変更した。また、本研究のデータからは佐藤（1996）と平野（201

1）の発話カテゴリーに分類できない新たな発話も見つかったため、本研究で

は先行研究には含まれていなかった新しい発話カテゴリーを分析枠組に追加し

た。 
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型 る 

②見解 

表明 

前述の発話に対して自分の判断、感

想や気持ちを述べる 

A:（住みたい国について理由を述べ

た） 

B:じゃいい点と悪い点があります

ね 

Ⅱ

評

価

型 

相手の発言を評

価することで、

自分の立場や考

えを示す 

③反対 

相手の発言に反対の意を表す 

A:見た目はないんじゃない 

B:いや ある 

④同意 

相手の発言に賛成の意を表す 

A:じゃ一番は：台湾で 

B:オッケー 

Ⅲ

質

問

型 

  

相手の発言に対

して問いを投げ

かける 

⑤意見 

要求 

相手の意見をたずねる 

○○さんにとって条件は何でしょ

う? 

⑥確認 

  要求 

前に出た話題や発言について確認

する 

A:それぐらい？ 

B:うん 

⑦説明 

  要求 

分からない部分、不明内容、新しく

出た話題について質問する 

身長何センチ? 

Ⅳ

応

答

型 

相手の発言に対

して反応を示す 
⑧意見 

  表明 

意見要求に対して、自分の意見を提

示 

A: ありますか?一番重視してる条

件 

B: やっぱり一筋 浮気しないこと 
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⑨確認 

確認要求に対する答え 

A:それぐらい？ 

B:うん 

⑩説明 

相手からの質問に対しての応答 

A:身長何センチ? 

B:163 センチ 

Ⅴ

補

強

型 

自分や相手の発

言 に 追 加 し た

り、詳述したり、

前述の意見や主

張を補強する 

⑪理由 

自分の意見や主張の根拠になって

いることを述べる（話し手） 

A:胡椒餅が好き 

B:うん 美味しい 

A:安いのに大きいし 熱々だし た

くさん具が入ってるし お肉も入っ

てるし 

⑫情報 

  提供 

相手の知らない情報を提示・報告 

ニュージーランドは福利↑なんか

保険とか社会的なのがいいらしい

よ 

⑬事実 

  指摘 

相手にとって既知、客観的な事実を

述べ、考慮をするよう求める 

ニュージーランドは牛の方が多い 

⑭勧誘 

相手に自分の意見に同意してもら

うように仕向ける 

優しさの方が大事でしょう? 

Ⅵ

管

理

型 

話し合いの進行

を促進する発話 
⑮話題 

  提示 

会話がスムーズになるための話題

提示や提案 

ベスト 3 だから あと一つ 

 

⑯精 

自分や他の会話参与者の発言を精

緻化して述べる 
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緻化 

 

A:給料とか福祉とか 

B:あ 福利厚生 

⑰まとめ 
発話をまとめ、話し合いを総括する 

じゃベスト 1を優しい 

Ⅶ

そ

の

他 

話し合いの進行

上、形式的に必

要な発話や実質

上話し合いには

関係のない発話 

⑱困惑 
会話が詰った時の戸惑い 

どうしよう、なんだろう、長い沈黙 

⑲注目 

  表示 

相手の発話を受信したことを示す 

繰り返し、あいづち、笑い 

⑳感情 

  表明 

本題と直接関係のない雑談や感想 

難しい 

  

 この研究では、最も行使された行為を主たる行為として捉え、個々の

発話の主要な行為を分類し、分析した。具体的には、各発話が会話全体

でどのような役割を果たしているかを明確にするため、話者が交代する

たびに 1 つの発話文に 1 つの発話カテゴリーを割り当てた。なお、「重

複あるいは 2種類以上の表現が続いているものは、音声的に一続きに発

話された場合は 1 回」（小松 2015：22）とし、発話の間のあいづちは分

析の対象外とした。また、コーディングの際に判断が難しい場合は、音

声データを基に判断を行った。 

コーディングの信頼性を評価するために、日本語教育に携わる 2人の

日本語母語話者に依頼し、全データの 10%に相当する部分のコーディン

グを行い、一致率を計算した。筆者を含む 3人の作業者のコーディング

結果は 89.9%の一致率である。なお、一致しなかった部分は 2 人の日本

語話者と協議を行い、最終的に一致に達した。 

 次いで、分析例を以下の会話例 1 で明示する。発話番号の前に「→」

記号があるのは「①主張」や「⑧意見表明」に分類されている発話であ

る。本稿ではまず「①主張」や「⑧意見表明」に分類された発話を抽出

し、主張や意見表明に対する応答である次の発話を本研究の分析対象に



淡江外語論叢 2023 年 12 月 No.40  

DOI: 10.29716/TKSFLL.202312_(40).0006 

 124 

した。つまり、「⇒」記号がある発話は本研究の分析対象となる。 

 

［会話例 1］ 

→46 NS8 でもあれだな(.)心が広いかどうか ①主張 

⇒47 TL8 あ： ⑲注目表示 

48 NS8 めっちゃ大事 ⑭勧誘 

49 TL8 うん ④同意 

→50 NS8 心がね 広いか(.)広いとか なんだろう 

あと笑顔 

①主張 

⇒51 TL8 うんうんうん ④同意 

 

 

4.2.2 応答発話の形式 

前章でも述べたように、応答は先行する発話が必要とされ、その先行

発話への賛成、反対、留保の３通りの反応表示がある（森山 1989）。本

研究では応答発話の形式を「同意、反対、保留」の３形式に分類する。

以下に各形式の使用例及び定義を提示する。 

 

表 2本研究の分析例 

形式 会話例 発話 

カテゴリー 

A. 

同

意 

型 

  

52 TL3 え：二番目(.) 顔 hhh 

→53 NS3 顔 いいよいいよいいよ 

 

⑧意見表明 

④同意 

B. 

反 

対

77 NS2 どうしよう 三番目(.)え ニ

コニコにしてる人の方がいいね 

やっぱ大人の余裕もいいけど 

⑧意見表明 
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型 

 

→78 TL2  いやでも：(うん)クールな 

人でもいいんじゃない?hhh 

③反対 

C. 

保 

留 

型 

 

68  TL4  一位 そうだね 一位(.)  

性格? 

→69  NS4  性格? 

 

⑧意見表明 

 

⑥確認要求 

 

応答発話の形式について、まず（A）同意型とは、相手の発言に自分の

同意評価を明示的に表明するものである。次に（B）反対型とは、相手の

発言に自分の不同意評価を明示的に表明するものである。最後に（C）保

留型とは、相手の発言に自分の評価を明示的に表明しないものであると

定義する。 

 

 

5.結果 

TLと NSにおける 10組の合意形成会話の主張、意見表明に対する応答

発話を抽出し、本研究の分析対象とする。本研究で分析対象となった発

話は、TL の 58 発話に対して、NS は 52 発話であることが分かった。本

研究データからは TLの方が NSより応答発話をやや多く発することが観

察された。 

本章では、まず、それぞれの応答発話を 3 つの形式に分類し、TL と

NSによる応答発話の形式の出現数と、出現率、及び種類（カテゴリー）

の出現数と、出現率を調べた結果を示す。次に、TL と NS による応答

発話の特徴を明示するため、両者の間に有意な差が見られるかを分析し

ていく。 

 

5.1 RQ1応答発話の形式 

 TL と NS の主張、意見表明による応答発話の形式を見るため、応答
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発話の形式の出現回数を表 3 に示す。 

 

表 3 TL と NS による応答発話の形式の出現回数 

 TL NS 

A.同意型 17 14 

B.反対型 2 1 

C.保留型 38 37 

合計 57 52 

 表 3 が示しているように、まず、TL の応答発話の形式について、最

も出現回数の多かった形式は「C.保留型」で、応答発話 57 発話の中で 38

回である。次いで多いのは「A.同意型」で、17回である。最も少なかっ

たのは「B.反対型」の 2 回である。次に、NS の応答発話の中で、NS も

「C.保留型」が最も出現しており、全体発話の 52 発話のうち、37 回と

群を抜いて多い。続いて「A.同意型」の 14回は 2位で、「B.反対型」は

1 回しか出現しなかった。表 2 から明らかなように、TL と NS 合意形成

会話での主張、意見表明による応答発話の出現回数の順は同様であり、

「C.保留型」＞「A.同意型」＞「B.反対型」の順となっている。 

5.2 RQ2応答発話の種類 

応答発話の形式に対応する応答発話の種類及び出現回数を表 4 に示

す。 

 

表 4 TL と NS による応答発話の種類の出現回数 

応答発話の形式 応答発話の種類 TL NS 

A.同意型 ④同意 17 14 

B.反対型 ③反対 2 1 

C.保留型 ①主張 2 3 

②見解表明 1 5 

⑤意見要求 0 4 
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⑥確認要求 10 7 

⑦説明要求 3 2 

⑧意見表明 0 0 

⑨確認 0 0 

⑩説明 0 0 

⑪理由 0 0 

⑫情報提供 3 0 

⑬事実指摘 0 1 

⑭勧誘 0 1 

⑮話題提示 1 0 

⑯精緻化 0 6 

⑰まとめ  0 0 

⑱困惑 0 0 

⑲注目表示 18 7 

⑳感情表明 0 1 

 合計 57 52 

 表 4が示しているように、TL による応答発話の種類について、最も出

現数の多かった種類は「⑲注目表示」で、主張、意見表明に対する応答

発話 57発話のうち、18回を占める。次いで多いのは、「④同意」（17回）

である。3番目に多いのは、「⑥確認要求」の 10回である。4 番目以降は

以下の通りである。「⑦説明要求」（3 回）、「⑫情報提供」（3回）、「①主

張」（2 回）、「③反対」（2 回）、「②見解表明」（1 回）、「⑮話題提示」（1

回）である。 

 一方、NSの主張、意見表明に対する応答発話の中では、最も多いのは

「④同意」（14 回）である。次に多く出現したのは「⑥確認要求」と、

「⑲注目表示」で、それぞれ７回出現した。3番目に多いのは、「⑯精緻

化」の 6 回である。以下、「②見解表明」（5 回）、「⑤意見要求」（4回）、

「①主張」（3 回）、「⑦説明要求」（2 回）と続く。なお、「③反対」と、
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「⑬事実指摘」、「⑭勧誘」、「⑳感情表明」がそれぞれ１回を示しており、

同じ出現回数となっている。また、図 1 では TLと NSの応答発話の出現

率を比較する。 

 

 

図 1 TL と NS による応答発話の種類の出現率 

  

図 1 で示したように、主張、意見表明に対する応答発話について、

TL の出現率が NS を上回るのは、「③反対」（3.5％）と｢④同意｣（29.8％）、

「⑥確認要求」（17.5%）、「⑦説明要求」（5.3%）、「⑫情報提供」（5.3%）、

「⑮話題提示」（1.8%）、「⑲注目表示」（31.6%）の 7 項目である。一

方、NS が TL より多く見られるものは、「①主張」（5.8%）と「②見解

表明」（9.6%）、「⑤意見要求」（7.7%）、「⑬事実指摘」（1.9%）、「⑭勧

誘」（1.9%）、「⑯精緻化」（11.5%）、「⑳感情表明」（1.9%）の 7 項目で

ある。なお、｢⑧意見表明｣、｢⑨確認｣、「⑩説明」、「⑪理由」、「⑰まと

め」、「⑱困惑」の 6 つの項目は TL も NS も使用していないことが観察

された。さらに、各応答発話の種類の出現率に TL と NS との差が統計
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的に有意であるかどうかを見るために、それぞれ t 検定を行った。以

下の表 5 に示す。 

 

表 5 応答発話の種類（t 検定の結果） 

発話カテゴ

リー 

TL NS t值 

回数 M （SD） 回数 M （SD）  

①主張 2 0.2 （0.422） 3 0.3 （0.675） -.397 

②見解表明 1 0.1 （0.316） 5 0.5 （0.707） -1.633 

③反対 2 0.2 （0.422） 1 0.1 （0.316） .600 

④同意 17 1.7 （1.337） 14 1.4 （1.265） .515 

⑤意見要求 0▽ 0 （0） 4▲ 0.4 （0.516） -2.449* 

⑥確認要求 10 1 （0.667） 7 0.7 （0.823） .896 

⑦説明要求 3 0.3 （0.483） 2 0.2 （0.422） .493 

⑫情報提供  3▲ 0.3 （0.483） 0▽ 0 （0）  1.964+ 

⑬事実指摘 0 0 （0） 1 0.1 （0.316） -1.000 

⑭勧誘 0 0 （0） 1 0.1 （0.316） -1.000 

⑮話題提示 1 0.1 （0.316） 0 0 （0） 1.000 

⑯精緻化  0▽ 0 （0） 6▲ 0.6 （0.699） -2.714* 

⑲注目表示 18▲ 1.8 （1.229） 7▽ 0.7 （0.675） 2.480* 
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⑳感情表明 0 0 （0.000） 1 0.1 （0.316） -1.000 

*p<.05, +p<0.1, ▲=多い, ▽=少ない, N=10, M=平均, SD=標準偏差 

 

表 5 で分かるように、TL の出現率が NS より高い種類としては、「⑲

注目表示」（t（18）＝2.480, p＜0.05）に有意差、「⑫情報提供」（t（18）

＝1.964, p＜0.1）に有意傾向が見られた。これに対して、NS の方が

TL よりも有意に高い出現率を示したものは、「⑤意見要求」（t（18）

＝2.449, p＜.05）と｢⑯精緻化｣（t（18）＝2.714, p＜.05）に有意

差である。 

 

6.考察 

 前節では、台日接触場面における合意形成会話での主張、意見表明

に対する応答発話を明らかにすることを目的とし、TL と NS の応答発

話の形式と種類に基づいて分析を行った。各課題の考察を後項で詳述

する。 

 

6.1研究課題 1応答発話の形式 

 研究課題 1 では、主張、意見表明に対して、TL と NS の応答発話に

着目し、それぞれ発話の型式の出現回数と出現率を調査した。また、

両者の特徴を比較し、分析を行った。 

 その結果、応答発話の形式には「A.同意型」、「B.反対型」、「C.保留

型」の三つの形式がある。出現回数の順番としては、TL と NS は同様

であり、「C.保留型」、「A.同意型」、「B.反対型」と続く。 

これにより、TL も NS も会話相手の主張や意見に対してすぐに自分の

評価を明示するより一旦自分の評価を保留するような手法で応答を表

明する傾向があると示唆された。また、TL も NS も「B.反対型」が少な

いことからは、TL も NS も会話相手のフェイスを侵害しないように直接

的な悪い評価をせず、お互いにの関係を保ちつつ会話の目的である合意

に臨んでいる傾向があると考えられる。郭（2006）は、母語場面による
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台湾人中国語母語話者と日本語母語話者の会話スタイルを研究した

結果、台湾人は会話相手の意見の欠点をまず述べて、そこから自分の意

見を主張するようなより直接な反対意見を表明する傾向があると指摘

している。また、台湾人の会話スタイルは直接的で破壊的であることも

明らかにしている。しかし、本研究では台湾人はそのような傾向が見ら

れなかった。その原因は、接触場面と母語場面の差異や、会話の参加者

数にあると考えられる。 

 

6.2 研究課題 2 応答発話の種類 

研究課題 2 では、主張、意見表明に対して、TL と NS の反応を中心に

応答発話の種類を調べた。両者の発話の出現数、出現率、t 検定の結果

を明らかにした。 

出現数と出現率を見た結果、バリエーション多様な応答の種類が使用

されていることが観察された。この結果より、TL と NS は相手の主張と

意見表明に対して多様な反応をしていることが分かった。TL と NS は

異なる応答発話で相手の発言に反応する傾向があると予想される。さ

らに、TL と NS の主張と意見表明の種類の使用に両者の特徴を比較す

るために t 検定を行った。その結果、TL は、「⑫情報提供」と「⑲注

目表示」の使用に NS より有意に高いことが示唆された。他方、NS の

方に有意差が認められたものは、「⑤意見要求」と｢⑯精緻化｣である。

また、前節で示された課題 1 の「応答発話の形式」で得られた結果を

総合すると、次のようなことが言える。 

TL も NS も応答発話の形式では「C.保留型」を最も使用しているこ

とが本研究で明らかになった。さらに応答発話の形式の下位分類であ

ると考えられる応答発話の種類を詳しく見ていくと、「C.保留型」の

保留表現に有意差が認められた。なお、「A.同意型」の同意表現や「B．

反対型」の反対表現に有意差が見られなかった。つまり、TL も NS も

相手の主張、意見表明に対してすぐに評価せず、一旦自分の考えを保
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留して話題を続ける傾向があると考えられる。ただし、保留型と言っ

ても TL と NS は異なる種類を好んで使用する傾向がある。相手の主

張、意見表明に対して TLは客観的な情報を提供したり（⑫情報提供）、

相手の言っている内容に「聞いているよ」と積極的に反応したりして

いる（⑲注目表示）傾向が目立つ。一方、NS は相手の主張、意見表明

に対して、更なる意見を出してもらうようにもう一度意見を要求した

り（⑤意見要求）、相手の言っていいる内容を整理したりする（⑯精緻

化）傾向が明らかである。 

以下、会話例を提示し、TL と NS の特徴を述べていく。まず、「⑫情

報提供」において、TL の「⑫情報提供」を提示する傾向からは、TL は

会話相手の意見に客観的な事実や情報を提供することによって相手

の意見に同調することが判明した。 

会話例 2 では、NS の主張、意見表明に TL が「⑫情報提供」で同調

する例を示す。 

 

【会話例 2：⑧意見表明、⑫情報提供】 

61 TL7 ベスト 3 は絶対見た目あるな(.) hhh ⇒⑭勧誘 

62 NS7 うん まあ：            ⇒④同意 

63 TL7 私は(.) NS7は?                 ⇒⑤意見要求 

→64 NS7 私は：過去がそんなかっこよくない人も  

付き合ってたからね              ⇒⑧意見表明 

→65 TL7 私もそうだけどね                 ⇒⑫情報提供 

 

会話例 2 では、恋人選びで重視する条件について話し合った。前の

発話ではすでに何個かの条件について話し合ってきた。TL7 は発話 61

で見た目という条件を再び提起し、相手の同意を求めようとしている。

NS7 は次の発話で「うん、まあ」と同意した。今度相手の同意をもら

った TL7 は会話相手である NS7 の意見を聞いた。そして、NS7 は自分

の意見を表明した。それに対して、TL7 は「私もそうだけどね」自分



  淡江外語論叢 2023 年 12 月 No.40 

DOI: 10.29716/TKSFLL.202312_(40).0006 

133 
 

の情報を提供して、NS7 の意見に同調しようとしている。浦ら（1986）

は社会的相互作用で会話する手段として、「会話への参加者はお互い

の持つ情報を提供し合うことによってそれらを共有し、それらを共有

された情報をもとに発話のやりとりを行いながら、何らかの目標に近

づくものと考えられる」（p.36）と述べている。本研究でも TL は情報

提供という手段を駆使して、合意形成を行おうとしている様子が窺え

た。 

次に、⑲注目表示において、TLが多く使用していることから、TLは相

手への明確的な評価よりは、聞き手としての役割を積極的に果たそうと

していることが確認された。会話例 3 では、NS の主張、意見表明に TL

が「⑲注目表示」で反応する例を示す。 

 

【会話例 3：①主張、⑲注目表示】 

→151 NS7 あ 分かった 私のことを好きでいてくれる人 

じゃない?                  ⇒①主張 

→152 TL7 hhh                   ⇒⑲注目表示 

153 NS7 hhh 大事じゃない?          ⇒⑭勧誘 

154 TL7 まあそうだね             ⇒④同意 

 

 会話例 3 では、NS7 は恋人選びで重視する条件について自分の主張

を述べた。その主張に対して、TL7は同意や反対などの評価をせずに、

笑いのみで NS7 の表明したことを受信したことを示した。NS7 は相手

の評価をもらえなかったため、次の発話 153 で相手に自分の意見に同

意してもらうように仕向けて発話した。それを聞いた TL7は最終的に相

手の主張に同意した様子が見られた。また、相手の主張や意見表明に対

して笑いで反応する他、相手発話の繰り返しや相づちによる「⑲注目表

示」も TLの発話でよく観察された。 

さらに NS の⑤意見要求と⑯精緻化の多用について、例を提示しなが
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ら述べる。 

 

【会話例 4：⑧意見表明、⑤意見要求】 

39 NS13 あとほかに何があるの↑ほかに 性格 顔 

⇒⑤意見要求 

→40 TL13 性格 顔 身長?hhh        ⇒⑧意見表明 

→41 NS13 (.)身長? あとは?        ⇒⑤意見要求 

42 TL13 へ：なんだろう(2)[ん：      ⇒⑱困惑 

 

会話例 4 では、NS13 は発話 39 で恋人選びで重視する条件について

相手の意見を求めた。その意見要求に対して、TL 13 は「性格、顔、

身長」と自分の意見を表明した。NS7 は相手の意見を聞いても自分の

意見や評価を出さずに、さらに相手の意見を引き出そうとしている。

意見を求められた TL13 は次の発話で「へー、なんだろう」と新しい

意見がなくて困惑を表明している様子が窺えた。最後に、「⑯精緻化」

について NS の使用例を提示する。 

 

【会話例 5：⑧意見表明、⑯精緻化】 

146 NS8 他になんかある?        ⇒⑤意見要求 

→147 TL8 hhh ん：引っ張ってくれる?      ⇒⑧意見表明 

→148 NS8 うん：確かに確かに 男らしさ  ⇒⑯精緻化 

149 TL8 そうそうそうそうそう      ⇒④同意 

 

会話例 5 では、NS8 は発話 146 で恋人選びで重視する条件について

相手の意見を求めた。その意見要求に対して、TL 13 は引っ張ってく

れる人がいいと意見を表明した。NS7 は「引っ張ってくれる」という

表現を「男らしさ」に言い換えて、学習者である相手の発話を分かり

やすく整理した。次の発話で TL は「そうそうそうそうそう」と連発

して、NS が整理してくれた語彙に激しく同意する様子が窺えた。  
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以上の結果から、NS は「⑤意見要求」や「⑯精緻化」を用いること

によって、会話を促進したり、相手の発話を言い換えたり、説明した

りして会話に参加している傾向があると考えられる。つまり、NS は自

分が母語話者で、学習者である TL の意見を引き出したり、まとめた

りする役割を意識して会話している可能性があると言えよう。佐々木

（1998）と中井（2003）で提示された「言語ホスト」という傾向は本研

究の結果でも示唆された。 

 

7.おわりに 

本研究では、台日接触場面に着目して、合意形成会話における主張、

意見表明への応答発話に注目した。JFL 環境の台湾人日本語学習者と日

本語母語話者との合意形成会話において①応答発話の形式、②応答発話

の種類の相違点について論じてきた。両者の共通点として、TL も NS も

会話相手と良い関係を築くために相手の意見への直接的な評価をせず

に、自分の評価を保留するような手法、いわゆる保留型で応答を表明す

る傾向があると改めて確認した。また、学習者も母語話者も多様な応答

発話で表現する傾向があるものの、異なる種類の応答発話を好んで使用

することにも言及した。相手の主張、意見表明に対して学習者は相手

の知らない情報や客観的な情報を提供したり（情報提供）、聞いている

サインを表示したりする（注目表示）傾向がある。一方、母語話者は

相手の意見を引き出したり（意見要求）、相手の発話を整理したりする

（精緻化）傾向がある。本研究で得られた結果を学習者と母語話者に提

示することで、意見を深めた活発な議論や話し合いの促進が期待できる

だろう。また、本研究で明らかになった知見は、今後の日本語教育への

応用も期待されている。合意形成の会話場面を指導する際に、教師は学

生に多様な応答発話を提示したり、意識させたりすることによって、合

意がより効率的に達成できると考えられる。 

なお、テーマの設定において、本研究は最初から対立の立場ではなく、
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お互いの意見を交換し合いながら徐々にまとめ上げ、最終的な結論に至

る多様な選択肢のパターンを選定した。その結果、すべてのグループが

一致した結論に達したことが確認された。会話のテーマ設定と合意形成

のパターンが影響を与えると考えられるため、今後は対立の意見がより

顕著に現れるテーマを設定し、研究していきたい。また、今回は分析デ

ータが少ないため、結果を一般化するにはさらなる検討が必要であろう。

とはいえ、本研究の結果は異文化コミュニケーションや日本語教育への

提言で有意義なものであると期待される。 
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